
稲賀繁美

「
二
本
足
の
人
」
と
い
う
言
い
方
が
あ
る
。
明
治
日
本
は
そ
う
し
た
人
材

を
何
人
か
残
し
た
。
例
え
ば
森
鴎
外
。
二
十
代
前
半
に
ド
イ
ツ
留
学
を
果

た
し
、
帰
国
し
て
は
軍
医
総
監
と
い
う
最
高
位
で
退
役
し
た
。『
即
興
詩
人
』

の
新
鮮
な
訳
文
は
、
今
な
お
味
読
に
値
す
る
。
独
文
で
の
医
学
論
文
も
多

く
、
諏
訪
湖
の
ナ
ウ
マ
ン
象
の
化
石
で
有
名
な
ナ
ワ
マ
ン
と
は
、
ド
イ
ツ

の
新
聞
紙
上
で
論
争
を
交
わ
し
た
。
同
世
代
の

「英
語
名
人
」
と
い
え
ば
、

内
村
鑑
三
、
新
渡
戸
稲
造
に
加
え
、
岡
倉
覚
三
に
指
を
屈
す
る
。
新
渡
戸

の

『武
士
道
』
は
日
本
で
は
英
和
対
訳
本
が
入
手
可
能
。
だ
が
生
誕
百
五

十
周
年
を
迎
え
た
今
日
な
お
、
そ
の
英
文
著
作
が
海
外
で
版
を
重
ね
て
い

る
の
は
、

『茶
の
本
』(一

九
O
六
)
年
の
著
者
、
岡
倉
覚
三
ひ
と
り
だ
け
だ

ろ
う
。

最
初
の
北
米
滞
在
の
折
り
の
こ
と
と
い
う
。

当
E
n
y
'ロ
何
回
。
白

5
3
F
]岳
山

口

命

的

内

。

吋

2
5
2
%

往
来
で
数
名
の
青
年
た
ち
に
そ
う
尋
ね
ら
れ
た
岡
倉
は
、
酬
明
嵯
に

宅
E
n
y
r
2
白

5
3
F
B
Oロ
W
3・
仏

Oロ
Z
W
2
J円
吉
宮
丸

と
遣
り
返
し
た
と
い
う
。
斎
藤
隆
三
『
岡
倉
天
心
』
ほ
か
に
み
え
る
有
名

な
逸
話
で
あ
る
。
覚
三
は
、
横
浜
の
伊
勢
山
下
の
高
島
学
校
で
、
ジ
ョ
ン
・

パ
ラ
ー
か
ら
英
語
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
。
九
歳
あ
る
い
は
十
歳
と
、
声

変
わ
り
す
る
以
前
か
ら
英
語
に
親
し
ん
だ
覚
三
の
会
話
は
、
弟
で
の
ち
に

よ
し
さ
ぶ
ろ
う

辞
書
学
者
と
な
る
、
由
三
郎
の
発
音
を
も
凌
駕
し
て
い
た
。
そ
の
英
語
力

は
、
大
学
時
代
に
さ
ら
に
磨
か
れ
る
。
高
田
早
苗
(
*
1
)

の
回
想

『半
峰
昔

ぱ
な
し
』
に
い
う
。
岡
倉
は
ユ
ー
ゴ
|
の

『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
プ
ル
』
を
、
高

田
は
デ
ユ
マ
の

『
モ
ン
テ
・
ク
リ
ス
ト
伯
』
を
英
訳
で
読
ん
で
お
り
、

偶
々
会
っ
た
牛
鍋

(す
き
焼
き
)
屋
で
互
い
に
梗
概
を
述
べ
合
う
と
「
談
が

大
い
に
は
づ
ん
だ
」
と
。
だ
が
舶
来
の
最
新
知
識
を
貧
欲
に
吸
収
し
た
だ

け
で
は
、
国
際
人
た
る
に
は
、
ま
だ
不
十
分
だ
ろ
う
。
問
わ
れ
る
べ
き
は

発
信
に
値
す
る
内
実
な
の
だ
か
ら。

014 

漢
詩
と
秘
仏

こ
こ
で
見
る
べ
き
は
、

一
方
で
覚
三
の
漢
詩
の
素
養
で
あ
り
、
他
方
は

フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
通
訳
と
い
う
経
験
だ
ろ
う
。
後
に
帝
国
大
学
で
初
の
日
本

人
哲
学
教
授
を
務
め
た
井
上
哲
次
郎
す
2
)

は
、
覚
三
よ
り
七
歳
の
年
長
だ

が
、
明
治
十
三

(一

八
八
O
)
年
七
月
に
文
学
部
を
覚
三
と
同
期
に
卒
業
し

て
い
る
。
同
期
八
名
中
、
首
席
が
井
上
(
と
あ
る
が、

実
際
に
は
次
席
)
で
あ
り
、

岡
倉
は
ピ
リ
か
ら
二
番
だ
っ
た
。
二
カ
月
か
け
て
書
き
上
げ
た
「国
家
論」

を
、
妊
娠
中
の
十
六
歳
の
妻
基
子
(
元
子
)
の
「
焼
餅
」
ゆ
え
に
焼
か
れ
た

覚
三
は
、
や
む
を
得
ず
「
美
術
論
」
を
二
週
間
で

「で
っ
ち
あ
げ
た
」
と

い
う

(岡
倉

一雄

「父
岡
倉
天
心
』
)
。
井
上
は
ベ
ル
リ
ン
東
洋
語
学
校
で
も
教

鞭
を
執
る
が
、
同
じ
時
期
に
留
学
し
て
い
た
鴎
外
も
、
漢
詩
に
つ
い
て
は

哲
次
郎
に

一
目
置
い
て
い
た
。
そ
の
井
上
哲
次
郎
に
は
、
最
晩
年
の
昭
和

十
九

(一

九
四
四
)
年
に
遺
し
た
回
想
が
知
ら
れ
る

(「
岡
倉
天
心
先
生
を
語
る
」)。

な

か

む

ら

け

い

う

き

で

ん

か
れ
ら
の
先
生
は

『西
国
立
志
篇
』
の
中
村
敬
宇
{
;
)
。
『
左
侍

(春
秋
左

氏
伝
)』

の
素
読
で
は
よ
く
間
違
え
る

「天
心
君
」
が
、
あ
る
と
き
漢
詩

を
作
っ
た
。
す
る
と
敬
宇
先
生
は

∞
同
何
回
同
円
。
口
同
『
間
的
同
一

と
嘆
声
を
発
し
た
の
だ
と
い
う
。
素
読
で
は
不
出
来
な
覚
三
少
年
が
、
見

事
な
漢
詩
を
作
る
。
そ
れ
も
主
題
は

「闇
恨
の
詩
」。

兵
役
で
不
在
の
夫

を
嘆
く
こ
の
妻
の
哀
歌
に
は

「千
里
遠
千
里
遠
」
な
ど
の
文
句
が
あ

っ
た
。

そ
う
井
上
は
証
言
す
る
が
、
惜
し
く
も
こ
の
詩
は
今
に
伝
わ
ら
な
い
。

そ
ん
付
ん

巽
軒
・
井
上
哲
次
郎
が

「天
才
的
」
と
ま
で
賞
賛
し
た
漢
文
の
詩
才
は
、

フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
い
う
お
雇
い
外
国
人
教
師
を
得
て
、

美
術
の
世
界
へ
と
接

か
申
，
フ

τっ
さ
い

続
さ
れ
る
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
や
加
納
鉄
斎
{
;
}
と
連
れ
立
っ
て
奈
良
・
斑
鳩

は
法
隆
寺
を
訪
れ
、
夢
殿
の
観
音
秘
仏
の
開
帳
に
立
ち
会
っ
た
の
は
、
文

部
省
出
仕
当
初
、
明
治
十
七

(一八
八
四
)
年
六
月
の
こ
と
、
と
さ
れ
る
。

岡
倉
は
そ
の
発
見
の
感
激
を

「実
に

一
生
の
最
快
事」

で
あ

っ
た
と

『
日

本
美
術
史
』
に
回
想
す
る

(後
出

「評伝」

=
二

頁
参
照
)。

日
本
に
遺
さ
れ
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た
仏
教
美
術
の
遺
品
を
世
界
に
喧
伝
し
、
も
っ
て
世
界
美
術
史
を
刷
新
し

よ
う
。
そ
ん
な
抱
負
が
、
若
き
文
部
官
僚
の
胸
中
に
芽
生
え
た
と
見
て
も
、

誇
張
で
は
な
か
ろ
う
。

『
日
本
美
術
史
」
の
国
際
的
懇
明

時
は
西
暦

一
八
八
四
年
。
六
年
前
の
七
十
八
年
パ

リ
万
国
博
覧
会
で
は
、

日
本
趣
味
流
行
の
な
か
、
『
工
整
志
料
』
編
纂
を
受
け
、
美
術
商
の
若
井

兼
三
郎
{
*
乏
の
手
で
日
本
陶
磁
器
の
地
域
別
・
編
年
的
な
展
示
が
試
み
ら

に
な
が
わ
の
り

れ
て
い
た
。
あ
い
前
後
し
て
の
ち
に
帝
国
博
物
館
設
立
に
関
わ
る
峰
川
式

刷
の
『
観
古
図
説
』
陶
磁
篇
が
、
欧
米
の
日
本
美
術
愛
好
者
に
急
速
に
浸

透
す
る
。
こ
こ
で
従
来
の
有
田
や
薩
摩
の
輸
出
磁
器
へ
の
熱
中
は
、
備
前

や
伊
賀
の
古
茶
陶
趣
味
へ
と
転
換
し
始
め
る
。
そ
の
先
鞭
を
つ
け
た
美
術

商
S
・ピ
ン
グ
執
筆
の
「
陶
磁
」
の
章
を
含
む
仏
文
の
大
著

『
日
本
美
術
』

が
、
ル
イ
・
ゴ
ン
ス

(*
6)に
よ
り

一
八
八
三
年
に
出
版
さ
れ
る
。
岡
倉
も

同
伴
し
た
件
の
京
阪
地
方
古
社
寺
調
査
の
合
聞
を
縫
っ
て
、
フ
ェ
ノ

ロ
サ

は
こ
の
ゴ
ン
ス
本
の
「
絵
画
」
の
章
を
痛
烈
に
批
判
す
る
書
評
を
執
筆
し

お
雇
い
外
国
人
医
師
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
が
英
文
「
日

F

旬
、
，
-
0

4

「
t

t

h
w
bFuf

か
れ
ら

本
の
絵
画
芸
術
』
を
上
梓
す
る
の
は
、
二
年
後
の
一
八
八
六
年
。

は
従
来
の
フ
ラ
ン
ス
人
愛
好
家
を
中
心
と
し
た
北
斎
晶
展

・
浮
世
絵
中
心

の
晴
好
を
、
無
知
の
産
物
と
し
て
退
け
、
代
っ
て
周
文
や
雪
舟
ら
の
室
町

時
代
禅
宗
的
山
水
画
を
絶
賛
し
た
。
日
本
美
術
へ
の
認
識
が

一
新
さ
れ
、

東
洋
へ
の
審
美
的
眼
差
し
も
如
実
に
変
貌
を
遂
げ
つ
つ
あ
っ
た
。
岡
倉
が

文
部
官
僚
と
し
て
、
揺
藍
期
の
美
術
行
政
に
関
与
し
た
の
は
、
そ
ん
な
時

期
だ
っ
た
。

こ
こ
に
は
や
が
て
「
茶
の
本
』
に
結
集
す
る
こ
と
と
な
る
要
素
が
、
す

で
に
幾
つ
も
顔
を
出
し
て
い
る
。
漢
詩
文
の
素
養
に
裏
打
ち
き
れ
た
岡
倉

の
詩
的
な
英
文
執
筆
能
力
。
イ
ン
ド
か
ら
中
国
を
経
て
日
本
に
至
る
仏
教

美
術
の
系
譜
。
「
日
本
趣
味
」
H
]
右

8
5
5は
日
露
戦
争
後
急
速
に
退

潮
す
る
が
、
そ
れ
に
代
っ
て
欧
米
の
極
東
趣
味
は
禅
と
茶
に
収
蝕
す
る
。

こ
れ
ら

N
g抗
日
や
討
呂
田
を
束
ね
な
が
ら
演
出
し
、
世
界
に
東
洋
美
術

を
喧
伝
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
の
が
天
心
・
岡
倉
覚
=
一
だ
っ
た
。

(
い
な
が
し
げ
み
・
国
際
日
本
文
化
研
究
セ

ン
タ
ー
教
授
)

本

1

高
田
早
苗
ご
八
六

O
I
一
九
三
八
三
江
戸
生
ま
れ
。
教
育
家
、
政
治
家
。
東
京
専
門
学
校

(早

稲
田
大
学
の
前
身
)
設
立
に
参
画
。

一
九

O
七
年
、
早
稲
田
大
学
総
長
。
号
は
半
峯
。

本

2

井
上
哲
次
郎

(一

八
五
六

1
一
九
四
四
)。
筑
前
園
生
ま
れ
。
哲
学
者
。
欧
米
哲
学
を
多
く
日
本

に
紹
介
し
、
帝
国
大
学
で
日
本
人
初
の
哲
学
の
教
授
。
号
は
巽
軒
。

*
3

中
村
敬
字
(
一
八
三
二

1
一
八
九
二
。
江
戸
生
ま
れ
。
啓
蒙
思
想
家
。
東
京
女
子
師
範
学
校
校
長
、

事
さ
伝
お

東
京
帝
国
大
学
教
授
。
福
漂
諭
吉
、
森
有
礼
、
西
周
ら
と
明
六
社
を
結
成
。
本
名
正
直
。

中
小

4

加
納
鉄
斎
(
一
八
四
五

1
一
九
二
五
)
。
岐
阜
生
ま
れ
。
彫
刻
家
。
日
本
、
中
国
の
古
美
術
を
研

究
し
、
東
京
美
術
学
校
で
指
導
。
本
名
は
光
太
郎
。
作
品
に
「
三
蔵
法
師
」
な
ど
。

本

5

若
井
兼
三
郎
(
一
八
三
四
'
h
一九
O
八
)
。
画
商
・
骨
董
道
具
商
。
博
覧
会
の
た
め
に
政
府
の
業

務
を
代
行
す
る
寸
起
立
工
商
会
社
」
を
設
立
。

本

6

ル
イ
・
ゴ
ン
ス
(
一
八
四
六

3
一
九
二
二
。
フ
ラ
ン
ス
の
美
術
雑
誌

『ガ
ゼ
ッ
卜
・
デ
・
ポ
ザ

ル
』
の
編
集
主
幹
、
パ
リ
美
術
学
校
高
等
参
事
、
国
立
美
術
館
参
事
会
副
会
長
、
歴
史
建
造
物
委
員

会
副
会
長
な
ど
を
歴
任
。
尾
形
光
琳
評
価
に
先
鞭
を
つ
け
た
こ
と
で
も
注
目
さ
れ
る
。

法隆寺夢殿救世観音像。 (r稿本日本帝国美

術略史』明治34年より)。夢殿を聞くと落雷

が起きると信じていた寺僧らを説得し、救

世観音を包んでいた布などを初めて取り除

いたときの様子を岡倉は“一生の最快事"

とのちに回想している。
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明治17年

~33年

間倉23歳

~39歳

日本
日
本
再
発
見

は
い
よ
っ
き

し
ゃ
く

「
廃
仏
段
釈
」
と

「美
術
品
の
流
出
」
。

明
治
初
期
の
日
本
美
術
を
概
観
す
る
教

科
書
上
の
記
述
に
は
、

こ
う
し
た
標
語

が
羅
列
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
そ
の
実
態

と
は
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
か
。
そ

れ
を
掴
む
に
は
、
今
日
の
常
識
は
い
っ

た
ん
ご
破
算
に
し、

「勝
て
ば
官
軍
」

式
の
予
定
調
和
に
よ
っ
て
過
去
に
遡
る

よ
う
な
見
方
を
捨
て
去
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
奈
良
の
古
寺
な
ど

に
残
る
仏
像
や
仏
具
は
、
廃
寺
に
よ
り

ひ
っ
ぱ
〈

遺
棄

・
放
置
さ
れ
た
り
、
財
政
逼
迫
か

ら
惜
し
げ
も
な
く
売
却
さ
れ
た
り
し
た

が
、
ま
だ
「
美
術
品
」
と
し
て
は
認
知

さ
れ
て
い
な
い
。
文
化
財
と
し
て
の
「
古

寺
」
の
規
定
も
な
く
、
美
術
品
の
意
味

が
不
明
な
以
上
、
「
秘
宝
流
出
」
と
い

う
認
識
も
確
立
な
ど
で
き
ま
い
。
む
し

ろ
「
殖
産
興
業
」
に
よ
る
「
輸
出
促
進
」

と
、
未
だ
行
政
の
定
義
も
不
確
か
な
「古

器
旧
物
」
保
護
(
「集
古
館
」
設
置
と
壬
申

調
査
)
と
の
振
幅
の
間
で
試
行
錯
誤
し

て
い
た
の
が
、
お
お
よ
そ
明
治
十
七
、

八
(
一八
八
四
、
八
五
)
年
頃
ま
で
の

「美

術
行
政
」
の
実
態
だ
っ
た
。
そ
の

一
方、

同
時
代
の
浮
世
絵
版
画
や
陶
磁
器
・
骨

董
の
類
は
、
海
外
向
け
に
大
量
に
売
り

捌
か
れ
、
そ
れ
は
徐
々
に
寺
社
や
大
名

家
伝
製
の
時
代
物
の
名
品
流
出
へ
と
波

及
し
て
い
っ
た
。

錯
綜
す
る
明
治
初
期
の

美
術
行
政

い
ま
当
然
の
よ
う
に

「美
術
行
政
」

と
呼
ん
だ
が
、
そ
れ
も
決
し
て

一
枚
岩

で
は
な
か
っ
た
。
工
部
省
美
術
学
校
の

設
置
(
明
治
九
年
)
と
廃
止

(
明
治
十
六
年
)
、

農
商
務
省
の
設
立

(明
治
十
四
年
)
に
よ

る
博
物
館
事
務
局
の
移
動
、
文
部
省
に

よ
る
東
京
美
術
学
校
設
立
(
明
治
二
十

年
)
、
宮
内
省
主
導
の
帝
国
博
物
館
設

稲
賀
繁
美

立
(明
治
二
十
二
年
)
と
帝
室
技
芸
員
制
度

の
発
足
(
明
治
二
十
三
年
)
。
そ
こ
に
は
管

掌
す
る
省
や
部
局
の
頻
繁
な
改
編
と
任

務
分
担

・権
益
の
駆
引
き
、
万
国
博
覧

会

へ
の
出
品
規
定
と
圏
内
産
業
と
の
調

整
、
海
外
市
場
で
の
需
要
と
政
府
主
導

の
輸
出
娠
興
策
と
の
組
師
、
そ
し
て
舶

来
の
美
術
教
育
制
度
の
施
行
と
国
際

F
f
a怜

識
と
の
対
立
と
い
っ
た
様
々
な
要
因
が

司

複
雑
に
絡
ん
で
い
た
。

帝
国
博
物
館
初
代
館
長
を
務
め
た
の

は
、
岡
倉
の
上
司
た
る
九
鬼
隆

一
。

明
治
二
十
二
(
一
八
八
九
)
年
、

二
十
七

歳
で
同
美
術
部
長
に
任
命
さ
れ
た
岡
倉

は
、
翌
年
に
は
新
設
の
東
京
美
術
学
校

校
長
心
得
と
な
り
、
若
輩
の
抜
擢
、
順

風
満
帆
と
見
受
け
る
。
だ
が
実
際
に
は
、

博
物
館
行
政

t
美
術
行
政
を
文
部
省
下

で

一
本
化
し
よ
う
と
の
岡
倉
ら
の
思
惑

は
、
九
鬼
が
特
命
全
権
公
使
と
し
て
北

米
に
赴
任
(
明
治
十
七
年
)
し
た
た
め
に
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興福寺破損仏東金堂

明治時代小川一真録影

写真提供=東京都写真美術

館

.廃寺によって仏像や仏異は

遺棄、放置された。撮影者
釘がわかずまさ

の小川一真 (1860~ 1929) 

は写真技術を学ぶために渡

米。明治21(1888)年の近

畿宝物調査に同行したロ

1m勾.軍家信歴史文化財阻イメージアーカイブ

九鬼隆一

フエリックス・レガメ筆

. 1852~1931。岡倉の

上司でもあり、帝国博物館

初代総長、 古社寺保存会会

長などを務めた。1844年、

フランス・パリで生まれた

フエリックス・ レガメは画家

挿絵画家。



鳳恩殿正面

鳳恩殿の右翼廊内の書院 鳳恩殿の左翼廊

中 堂書斎 中堂上段の問

明治26(1893)年のシカゴ・コロンブス樽覧会の日本館 r鳳風殿」.r 鳳風殿」の設計は、東京美術学校に一任され、シカゴのジャクソン公圏内に建てられた。

「鳳鳳殿J の左翼廊は、藤原時代の建築の主な特徴が取り入れられており、平等院や京都御所を

摸した。右翼廊は、足利時代の様式を取り入れ、書院内の床の間には東京美術学校教授の川端玉

章の山水図が掛けられた。中堂は徳川時代の機式を採用し、上段の聞の襖の絵は教授の橋本雅邦

によるもの。また、中堂の書斎の襖の扇面の細密画は生徒だった横山大観らが錨いている。
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展
示
す
る
か

頓
挫
し
て
い
た
。
宮
内
省
主
導
の
臨
時

全
国
宝
物
調
査
(
明
治
二
十
一
'I
三
十
)
は
、

総
計
二
十
一
万
五
千
九
十

一
点
に
の
ぼ

る
絵
画

・
彫
刻
・
美
術
工
芸
品
な
ど
を

監
査
集
計
し
た
。
そ
の
傍
ら
内
務
省
に

よ
り
古
社
寺
保
存
法

(明
治
三
十
年
)
が

制
定
さ
れ
、
こ
こ
に
保
護
対
象
が
確
定

さ
れ
(
四
百
年
を
経
過
し
た
社
寺
が
対
象
)
、

同
時
代
の
欧
米
で
の
日
本
美
術
展
示

は
ど
う
だ
つ
た
か
。
明
治
二
十
六
(
一

八
九
三
)
年
の
シ
カ
ゴ

・
コ
ロ

ン
ブ
ス

博
覧
会
に
は
、
宇
治
の
平
等
院
に
外
観

を
模
し
た
鳳
風
殿
が
設
え
ら
れ
、
藤
原
・

足
利
・
徳
川
と
、
室
内
調
度
の
時
代
別

復
元
に
よ
り
、
日
本
美
術
史
の
様
式
的

展
開
が
展
示
さ
れ
る
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
経

由
、
ボ
サ
ン
ケ
訳
へ

l
ゲ
ル

『
美
学
講

義
』
序
で
受
容
さ
れ
た
時
代
精
神
論
が
、

編
年
陳
列
に
生
か
さ
れ
た
。

へ
l
ゲ
ル

は
東
洋
に
歴
史
的
停
滞
を
見
て
い
た
が
、

そ
れ
を
へ

l
ゲ
ル
自
身
の
論
法
で
打
破

「
国
宝
」

概
念

(
現
行
法
と
は
別
)
が
成
立

I
u
hん
。

欧
米
で
い
か
に
日
本
美
術
を

し
た
こ
と
に
も
な
る
。
岡
倉
校
長
は
古

物
模
写
や
模
造
を
含
め
、

こ
の
展
示
準

備
に
東
京
美
術
学
校
生
徒
を
動
員
し
て

い
る
。
シ
カ
ゴ
博
で
は
、
さ
ら
に
日
本

側
は
欧
米
の
よ
う
な
純
正
美
術
回
日

氏
ノ~ .

〉
円
同
印
と
工

業

美

術
百
円

H
5
5色
白
コ
∞
の

区
別
は
不
適
切
と
米
国
側
、
王
催
者
に
主

張
し
、
日
本
陳
列
品
の
一
部
を
工
業
か

ら
純
正
枠
へ
と
移
さ
せ
た
。
シ
カ
ゴ
博

へ
の
「
意
見
」

に
見
ら
れ
る
と
お
り
、

西
洋
の
範
鴫
で
は
不
適
切
と
す
る
論
は

岡
倉
の
持
論
で
も
あ
り
、

「
美
術
教
育

施
設
ニ
付
意
見
」
か
ら

『
泰
東
巧
塞
史
』

ふ
え
ん

へ
と
敷
街
さ
れ
る
。

つ
づ
く
明
治
三
十
三
(
一

九
O
O
)
年
の

パ
リ
万
国
博
覧
会
で
は
大
著
同
5
3
5

母

E
H二
口
守
宮
口
が
上
梓
さ
れ
る
。

本
邦
初
の
公
式
日
本
美
術
史
は
、
日
本

，
生閉
庁
な
く
フ
ラ
ン
ス
語
で
出
版
さ
れ
た

こ
と
に
な
る
。話

酒
庁
岡
倉
は
美
術
学
校

騒
動
の
た
め
ぇ
本
書
準
備
の
初
期
で
退

l
i

川
て
い
る
。
従
来
の
知
識
を
千
年
遡
る

仏
教
彫
刻
を
展
示
し
た
功
績
は
、

事
務

局
長
の
林
忠
正
に
帰
せ
ら
れ
よ
う
。
欧

州
で
は
、
未
知
の
仏
教
美
術
の
秘
宝
が

日
本
列
島
か
ら
出
現
し
た
こ
と
に
、
驚

嘆
の
声
が
あ
が
っ
た
。
本
書
は

『稿
本

日
本
帝
国
美
術
略
史
』
と
し
て
日
本
語

で
も
刊
行
さ
れ
る
。
岡
倉
草
案
と
推
定

ヘl
ゲ
ル
美
学
と
日
本

へ
1

ゲ
ル
の
美
学
は
お
雇
い
外
国
人
フ
エ

ノ
口
サ
の
授
業
を
通
し
て
日
本
に
移
入
さ

れ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
使
わ
れ
た
の
は
ポ
サ

ン
ケ
に
よ
る
英
訳
の
教
科
書
だ
っ
た
よ
う
だ
。

∞-∞
O
M印

3
4
c
m
F
-
E巾
~
コ
『
1
0
え
亡
町
『
』
ロ
コ
『
口

工
町
同
町
~
、師

、
U
E
ミ
D
M
口
、

E
『
口
『
司
九

3
m
b

ユ
』

「
O
コ
a
o
p
H
∞∞
m
が
東
京
美
術
学
校
開
校

時
の
明
治
二
十
三
、
四
年
に
購
入
さ
れ
て

い
る
。
岡
倉
は
美
術
学
校
生
徒
を
動
員
し

て
、
明
治
二
十
六
(
一
八
九
三
)
年
の
シ
カ
ゴ
・

コ
ロ
ン
ブ
ス
博
覧
会
の
鳳
風
殿
で
の
歴
史

復
元
展
示
を
準
備
さ
せ
て
い
る
が
、
こ
こ

に
平
安
・
室
町
・
江
戸
の
各
々
の
時
代
の

典
型
と
な
る
室
内
の
設
え
を
陳
列
す
る
構

想
は
、
へ

l
ゲ
ル
の
時
代
精
神
論
を
極
東

の
島
国
の
歴
史
的
発
展
に
適
応
し
た
、
初

め
て
の
試
み
と
い
え
よ
う
。
明
治
三
十
六

(一九
O
三
)
年
に
イ
ン
ド
で
脱
稿
し
た
英
文

著
作
『
東
洋
の
理
想
』
で
も
、

一色

g
一日と

い
う
用
語
に
は
フ
エ
ノ
ロ
サ
経
由
の
へ
|

ゲ
ル
主
義
の
痕
跡
が
み
ら
れ
、
日
本
美
術

史
の
沿
革
を
精
神
の
自
己
展
開
と
し
て
著

述
し
た
。
こ
こ
に
は
へ

|
ゲ
ル
の
精
神
現

象
学
の
土
台
に
、
空
海
の
即
身
成
仏
の
思

想
と
ヴ
ィ
ヴ
エ
カ

l
ナ
ン
ダ
(
二
九
頁
参

照
)
経
由
で
自
家
薬
箆
中
に
し
た
「
不
二

部
内

」
H
旦〈印
-Z
の
思
想
と
が
湾
然

一

体
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ま
た
へ
|

ゲ
ル
の
ア
ジ
ア
停
滞
論
に
た
い
す
る
雄
弁

な
反
論
と
も
な
っ
て
い
る
。
(
稲
賀
)

018 



さ
れ
る
文
書
に
み
え
る

「空
海
時
代
」

は
、
刊
行
時
に
は

「桓
武
天
皇
時
代
」

と
改
め
ら
れ
た
。
そ
の
皇
統
重
視
の
国

粋
的
発
想
は
、
岡
倉
が
最
初
の
イ
ン
ド

滞
在
中
に
上
梓
し
た
『
東
洋
の
理
想
』

H
吋
』
同
市

E
S】

M

o

h

与
市
開
巴
門

(明
治
三
十

六
年
・
一

九
O
三
年
)
の
汎
東
洋
史
観
の

思
想
的
骨
格
と
は
、
方
向
を
異
に
す
る
。

そ
の
振
幅
の
上
に
実
証
的
学
術
成
果
を

盛
る
の
が
、
明
治
四
十
三
(
一

九
一
O
)

年
の
倫
敦
日
英
博
覧
会
の
折
に
準
備
さ

れ
た

「特
別
保
護
建
造
物
及
国
宝
帖
』

1900年開催パリ万憎の会場図 (L'Expositionde Parisより)

.セーヌ川|の対岸に各国館が建てられた。右手左岸に見えるのは1889年に建設されたエッフェル塔。

と
な
る
。

(い
な
が
し
げ
み
)

パリ万博の日本館

(Rapport General Administratif et Techniqueより)

.右に見える建物が、法隆寺の金堂を摸 した日本館。

日
仏
の
架
け
橋
と
な
っ
た
林
忠
正

嘉
永
六
(
一
八
五
三
)
年
、
富
山
県
高
岡

の
生
ま
れ
。
東
京
大
学
を
中
退
し
、
明
治

十

(
一
八
七
七
)
年
に
起
立
工
商
会
社
に
入
社
。

翌
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
を
皮
切
り
に
博

覧
会
へ
の
日
本
部
の
展
覧
事
業
に
従
事
す

る
。
八
九
年
パ
リ
万
国
博
覧
会
以
降
、
日

本
美
術
商
と
し
て
頭
角
を
現
し
、
フ
ィ
リ

ッ
プ
・
ビ
ユ
ル
テ
ィ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
日

本
趣
味
の
文
人
や
芸
術
家
と
繁
く
交
際
し

信
頼
を
得
る
。
九
三
年
の
シ
カ
ゴ
万
国
博

覧
会
に
は
高
岡
の
地
場
産
業
を
背
景
に
、

鈴
木
長
吉
「
十
二
の
鷹
」
の
出
品
に
尽
力

す
る
。
明
治
二
十
年
代
に
は
ゴ
ン
ク
ー
ル
の

『
歌
麿
』
『
北
斎
』
執
筆
に
資
料
提
供
。
美

術
商
の
ピ
ン
グ
と
日
本
美
術
の
取
引
を
競

う
。
明
治
三
十
三
(
一
九
O
O
)
年
の
パ
リ
万

国
博
覧
会
で
は
日
本
側
の
現
地
事
務
官
長

を
務
め
る
。
明
治
三
十
八
(
一
九
O
五
)
年
に

帰
国
す
る
が
、
病
を
得
て
翌
年
病
没
。
フ

ラ
ン
ス
を
中
心
に
膨
大
な
美
術
蒐
集
を
行

い
、
公
共
美
術
館
の
設
立
を
目
論
ん
だ
が
、

蒐
集
は
没
後
四
散
し
、
念
願
が
実
現
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
明
治
三
十
九
(
一九
O

六

)

年

に

没

す

る

。

(

稲

賀

)

林忠正。 1901年パリにて。
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一
年

年

一
歳

歳

一

一
氏
M

R

d

一
司4
4
4

一

一

2

4
一

3

5
一

一
治

~

一
倉

~

一

一
明

一
岡

一

中国

中
国
踏
査
旅
行

岡
倉
は
明
治
二
十
六
(
一
八
九
三
)
年

七
月
、
東
京
美
術
学
校
で
の
第

一
回
の

卒
業
式
が
終
わ
る
や
、
清
国
へ
の
現
地

調
査
に
赴
く
。
同
行
は
美
術
学
校
生
徒

は
や
さ
き
こ
う
き
ち

の
早
崎
梗
吉
、
当
時
十
九
歳
。
写
真
技

術
を
習
得
さ
せ
、
中
国
語
も
習
わ
せ
て

い
た
(
二
六
頁
参
照
)
。
帰
国
後
に
ま
と

め
た
「
支
那
南
北
ノ
区
別
」
(
「
園
華
』
五

十
四
号
、
一
八
九
四
)
は
、
簡
潔
な
が
ら

ゆ
-
フ
司
』
ん

雄
揮
な
漢
文
体
で
実
体
験
に
裏
打
ち
き

れ
た
感
触
を
綴
っ

て
い
る
。
行
程
に
つ

い
て
は
日
記
が
残
っ
て
お
り
、
雑
誌
『太

陽
』
に
談
話
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
岡

倉

一
雄
が
そ
れ
に
基
づ
い
た
詳
細
を
記

し
て
い
る
(
『父
岡
倉
天
心
』)。

当
時
の
中
国
内
地
踏
査
は
容
易
な
技

で
は
な
か
っ
た
。
豪
雨
に
よ
る
洪
水
の

た
め
白
河
が
氾
濫
し
て
い
た
た
め
、
天

津
か
ら
北
京
へ
の
鉄
道
が
不
通
と
な
っ

て
お
り
λ

た
め
に
通
州
よ
り
白
河
を
遡

っ
て
三
日
を
費
や
し
て
首
都
に
入

っ
た
。

民
船
は
南
京
虫
の
巣
で
、
岡
倉
も
胸
か

ら
喉
も
目
も

一
面
に
腫
上
が
っ
た
と
い

う
。
北
京
で
は
現
地
で
通
訳
と
し
て
三

こ
う
き
ぶ
ろ
う

輪
高
コ一
郎
を
雇
っ
た
。
護
照
{と
の
発

行
を
待
つ
あ
い
だ
、
北
京
で
も
い
く
つ

か
漢
詩
を
噌
ん
で
い
る
。
当
時
は
ま
だ

日
清
戦
争
以
前
で
、
日
本
人
に
対
し
て

は
蔑
視
の
感
情
が
強
く
、
異
邦
人
の
旅

ベ
ん
ば
っ

程
は
危
険
で
も
あ
り
、
ふ
た
り
は
嬬
髪

を
仕
込
ん
だ
帽
子
を
被
っ

て
変
装
し
た

と
い
う
。
開
封
近
く
の
旅
亭
で
早
崎
が

撮
影
し
た
、
蹄
髪
姿
の
横
顔
の
岡
倉
の

写
真
が
知
ら
れ
て
い
る
。

九
月
十
九
日
に
は
河
南
・
洛
陽
に
至

る
。
か
つ
て
の
洛
陽
の
面
影
は
回
顧
す

べ
き
よ
す
が
と
て
少
な
か
っ
た
が
、
そ

の
郊
外
に
龍
門
を
訪
ね
て
い
る
。
事
前

に
は
「
龍
門

ニ
石
仏
ア
リ
」
と
の
四
つ

の
漢
字
の
情
報
だ
け
が
頼
り
だ
っ
た
。

そ
れ
だ
け
に
、
石
仏
の
群
を
前
に
し
た

「
諸
仏
の
妙
相
忽
チ

ニ
し
テ
喜

岡
倉
は

稲
賀
繁
美

:T 中国旅行経路
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日本文化と世界戦略J(平凡社)などをもとに作成。r岡倉天心は明治26年
は明治39-40年

は明治41年

は明治45年
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歓
の
声
ヲ
発
セ
し
ム
」
と
日
誌
に
発
見

の
喜
び
を
記
す
(
日
誌
抜
書
き
・
お
よ
び
早

崎
撮
影
の
写
真
参
照
)
。

石
窟
の
細
密
な

記
述
を
終
え
た
岡
倉
は
「
此

ニ
至
リ
西

遊
初
メ
て
効
ア
り
」
と
感
慨
を
述
べ
る
。

さ
ら
に
西
安
を
越
え
、

一
行
は
か
つ
て

り

ゅ

う

ぴ

せ

い

と

の
劉
備
の
都

・
成
都
に
至
る
が
、
残
存

す
る
古
美
術
品
の
採
訪
に
は
最
適
か
と

の
予
測
は
見
事
に
外
れ
る
。
そ
こ
は
何

も
の
も
残
存
せ
、
ざ
る
廃
残
の
都
市
に
す

ぎ
な
か
っ
た
。
揚
子
江
を
下
っ
て
岡
倉

ら
が
上
海
を
発
つ
の
は
十

一
月
二
十
八

日
。
百
四
十
日
に
お
よ
ぶ
、
破
天
荒
と

い
っ
て
よ
い
旅
行
だ

っ
た
。
そ
し
て
帰

国
の
数
カ
月
後
に
は
、
日
清
戦
争
が
勃

発
す
る
。

白
雲
観
を
訪
ね
る

(
第
二
回
旅
行
)

岡
倉
の
二
度
目
の
中
国
旅
行
は
、

明

治
三
十
九
(
一九
O
六
)
年
十
月
よ
り
翌

年
二
月
に
か
け
て
お
こ
な
わ
れ
、
こ
れ

石 も 宝?にでは
の首慶(1横あボ
台を寺じたつス
座欠 にわたト
も い 由 る 。 ン
ろて来唐河美
といす代南術
もたるの ・ 館
購が遺三開へ
入、品扉封の
さ蓮fで m 近収
れ弁2、芸郊集
、唐け昔話のの

明 草iし 草た
は

治 のく 、原め

四
」l

一
(
一九
O
八
)
年
十
月
刊
行
の

「
ボ

ス
ト

ン
美
術
館
紀
要
』
(第
六
巻
三
十
五

号
)
に

「
菩
薩
立
像
」
と
し
て
紹
介
さ

れ
た
。
解
説
で
岡
倉
は
法
隆
寺
の
仏
像

や
壁
画
と
の
関
連
を
示
唆
し
て
い
る
。

ま
た
こ
の
折
の
最
大
の
快
事
は
、
北
京
・

は
〈
う
ん
か
ん

西
便
門
外
の
道
教
本
山

・
白
雲
観
を
訪

れ、

西
大
后
に
重
用
さ
れ
て
い
た
高
(
あ

る
い
は
郭
)
仁
嗣
観
主
と
問
答
を
交
わ
し

た
こ
と
で
あ

っ
た
、
と
岡
倉
は
帰
国
後

何
度
も
語
っ
て
い
る
。
通
訳
を
務
め
た

早
崎
硬
吉
に
よ
れ
ば
、
早
崎
が
西
安
の

勅
建
八
仙
庵
と
い
う
道
廟
で
、

李
宗
陽

・
翰
林
院
出
身
の
方
丈
曾
三
と
懇
意
に

な

っ
て
い
た
関
係
で
、
白
雲
観
で
も
歓

待
さ
れ
た
と
い
う
。
高
仁
胴
は
清
朝
宮

廷
か
ら
の
寵
遇
ゆ
え
、
機
密
諜
報
の
遣

り
取
り
に
も
関
与
し
て
い
た
ら
し
い
。

岡
倉
は
観
主
に
対
し
て
道
教
の
大
意
は

如
何
と
問
い
、
治
国
平
天
下
を
尋
ね
「共

に
語
ら
ん
宇
宙
の
外
」
と
い

っ
た
「
禅

問
答
」
に
ま
で
及
ぶ
の
で
、
早
崎
は
通

訳
す
る
の
に
閉
口
し
た
、
と
い
う
。

亡
び
ゆ
く
大
清
帝
国

(
第
三
回
旅
行
)

最
後
の
中
国
旅
行
と
な

っ
た
明
治
四

十
五
(
一
九
二
一
)
年
の
五
月
か
ら
翌
月

河南開封付近の草原に横たわる唐代の石像。明治40(1907)年。岡

倉はこの石像をポストン美術館のために購入した。早崎穫吉撮影

馬にまたがって華陰(西安市の北)の草原を駆ける岡

倉天心(左端)。明治 39 ~40年頃。早崎積吉撮影

世界のOKAKURA023 



E・ 一-

快
晴
六
時
起
徐
某
ヲ
訪
ハ
ン
ト
し
門
ヲ
出
テ
ン
ト
シ
て
紹
介
書
ヲ
見
レ
ハ
河
南
府
城
ト
見
し
ハ

や

河
南
省
城
の
誤
リ
看
ナ
ル
ヲ
知
ル
大
ニ
笑
テ
罷
ム
直
チ
ニ
車
馬
ヲ
賃
シ
テ
西
行
セ
〔
ン
〕
ト
欲

ス
ル
ニ
遠
行
の
も
の
な
し
則
チ
香
山
寺
等
ヲ
見
ル
コ
ト
ニ
決
し
午
前
十
時
頃
南
関
ヲ
出
テ
先
ツ
龍

門
ニ
至
ル
路
程
二
十
五
里
両
山
伊
水
ヲ
挟
ミ
香
山
寺
の
崖
上
河
ヲ
隔
テ
高
キ
ハ
民
ニ
好
し
乾

む
ベ

隆
の
御
遊
宣
ナ
ル
力
先
ツ
龍
門
の
伊
関
二
上
ル
石
山
な
り
小
洞
ア
リ
小
飛
泉
ア
リ
進
ン

テ
寺
二
近
ケ
ハ
右
辺
ニ
石
洞
ア
リ
諸
仏
の
妙
相
都
戸
一
一
し
テ
喜
歓
の
声
ヲ
発
セ
し
ム
洞
ノ
高
サ

三
丈
五
尺
横
二
丈
五
尺
深
サ
二
尺
位
中
ニ
釈
三
尊
仏
ニ
僧
形
二
天
王
ノ
石
刻
ア
リ
僧
の
外
釈
迦

等
殆
ン
卜
丸
彫
リ
な
り
稗
ニ
依
ル
ニ
貌
唐
以
来
の
旧
様
式
唐
初
貌
ト
ス
ル
方
好
カ
ル
へ
し
洞
の

裏
円
光
等
浮
刻
妙
残
影
ニ
対
ス
ル
モ
妙
言
フ
へ
カ
ラ
ス
中
尊
先
ツ
薬
師
寺
ニ
似
タ
リ

高
サ
二
丈
五
尺
ハ
ア
ル
へ
し
侠
侍
ハ
様
式
古
し
然
レ
ハ
唐
ヲ
離
ル
3

遠
カ
ラ
サ
ル
な
り

ハ
二
丈
ハ
ア
ル
へ
し
天
部
僧
ハ
一
丈
七
尺
ル

菩
薩

明治26(1893)年9月19日の日誌より 一部抜粋

ψ~ -...;Þ 

faヘ

「支那旅行日誌」明治26(1893)年10月15日の日誌に描かれたスケッ チ。
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. ‘ 
4・b

道教寺院の白雲観にて。放(僧)高雲渓と岡倉。明治 39~40年頃。早崎稜吉爆影

に
か
け
て
の
旅
行
で
は
、
岡
倉
は
ボ
ス

ト
ン
美
術
館
の
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ガ
ー
ド

ナ
1
・
カ

l
テ
ィ
ス
に
手
紙
を
認
め
、

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
中
国
古
美
術
を
収

い
か
に
早
崎
の

集
す
る
に
あ
た
っ
て
、

貢
献
が
不
可
欠
だ
っ
た
か
を
語
っ
て
い

る
。
「ひ
と
つ
の
偉
大
な
王
朝
が
滅
び

ゆ
〈
運
命
の
な
か
に
、
も
の
の
哀
れ
を

感
じ
な
い
わ
け
に
は
ゆ
き
ま
せ
ん
」。

す
で
に
体
調
が
思
わ
し
く
な
い
「
病
人
」

の
自
分
だ
が
、
美
術
品
追
求
の
興
奮
が

健
康
を
支
え
て
く
れ
る
と
、
こ
の
書
簡

で
告
白
し
て
い
る
。

(
い
な
が
し
げ
み
)

本
通
行
証
の
役
割
を
持
つ
公
式
文
書
。
今
で
い
う
、
パ

ス
ポ
ー
ト
の
こ
と
。

10月19日に日誌に描かれた動物。

10月23日の日誌には仏の頭が

付いた石柱をスケッチしている。

a
4
h
M
A

『又トー

司.
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明治34年

-45~手

インド

岡倉45歳

-51歳ベ
ン
ガ
ル
知
識
人
た
ち
と
の
交
流

明
治
三
十
四

(
一九
O
一)
年
十

一
月、

岡
倉
は
イ
ン
ド
に
向
か
う
。
詳
し
い
旅

程
の
復
元
が
堀
阿
弥
寿
子
氏
の
『
岡
倉

天
心
考
』
に
な
さ
れ
て
い
る
。
出
奔
の

背
景
に
は
、
覚
三
と
恋
愛
関
係
に
陥
っ

た
九
鬼
の
妻

・
初
子
の
一

件
が
絡
ん
で

い
る
。
あ
い
前
後
す
る
美
術
学
校
「
非

職
」
に
伴
い
谷
中
に
立
ち
上
げ
た
私
設

の

「日
本
美
術
院
」
も
、
世
評
と
は
裏

腹
に
金
銭
的
苦
境
に
陥
っ
て
い
た
。
だ

が
イ
ン
ド
探
訪
に
は
積
極
的
な
動
機
付

け
も
欠
け
て
い
な
い
。
当
時
、
米
国
女

流
画
家
ハ
イ
ド
嬢
と
連
れ
立
っ
て
、
ジ

ョ
セ
フ
ィ
ン

・
マ
ク
ラ
ウ
ド
と
い
う
名

の
「
老
嬢
」
が
岡
倉
の
自
宅
で
の
日
本

美
術
史
講
義
を
受
け
て
い
た
。
イ
ン
ド

経
由
の
船
旅
に
出
る
彼
女
が
岡
倉
に
ス

ワ
ミ
・
グ
ィ
グ
ェ
カ

l
ナ
ン
ダ
(
ベ
ン
ガ

ル
音
で
は
ピ
ベ
カ
ノ
ン
ダ
)
と
の
接
触
を
薦
め

た
ら
し
い
。
ラ
l
マ
ク
リ
シ
ュ
ナ
{
*
1
)

の
弟
子
、
グ
ィ
ヴ
ェ
カ

l
ナ
ン
ダ
は
、

一
八
九
三
年
の
シ
カ
ゴ
博
覧
会
併
設
の

世
界
宗
教
会
議
で

一
躍
有
名
と
な
っ
て

、
，
』
o

t
u
w
+J
 

岡
倉
と
グ
ィ
グ
ェ
カ
|
ナ
ン
ダ
と
の

カ
ル
カ
ッ
タ
郊
外
、

ー
の
僧
院
。
二
人
は
早
々
に
教
理
問
答

を
交
わ
し
た
模
様
で
、
「
師
は
大
乗
を

以
て
小
乗
に
先
ん
じ
た
る
も
の
と
論

ふ

に

ほ

う

も

ん

じ
」
「
東
西
の
湊
合
し
て
不
二
法
門
を

説
破
す
議
論
風
発
古
大
論
師
の
面
目

あ
り
実
に
得
難
き
人
物
と
存
候
」
と

い
う
記
述
か
ら
も
両
者
意
気
投
合
し
た

様
が
窺
え
る
。
グ
ィ
、
グ
ェ
カ

l
ナ
ン
、ダ

側
の
証
言
と
し
て
マ
ク
ラ
ワ
ド
が
伝
え

る
に
は
「
長
ら
く
失
っ
て
い
た
兄
弟
が

戻
っ

て
き
た
よ
う
だ
」
と
の
感
慨
が
繰

出
会
い
は
、

fミ

ノレ

り
返
し
語
ら
れ
て
い
る
。

不
二
法
門
と
は
包

g
E、
シ
ャ
ン

カ
ラ
ー
に
由
来
す
る
言
葉
と
い
わ
れ
、

ふ
た
つ
な
ら
、ざ
る
、
を
意
味
し
、
こ
の

考
え
に
共
鳴
し
た
岡
倉
は
『
東
洋
の
理

稲
賀
繁
美

インド旅行経路

ペンガル向
インド

アラビア泌

『
日
本
美
術
院
百
年
史
』
(
日
本
美
術
院
刊
)
な
ど
を
も
と
に
作
成
。
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は「場至徳日記J や日本美術院宛の書簡などに記載された内容をもとに経路を示した。

なお、一部推定経路も含む。

ー..... 



想
』
(
五
四
頁
参
照
)
で
も
わ
ざ
わ
ざ
註
を

付
し
て
解
説
し
て
い
る
。
同
書
冒
頭
の

「
ア
ジ
ア
は
ひ
と
つ
」
も
そ
の
転
奏
で

あ
り
え
る
。
そ
れ
は
イ
ン
ド
の
情
動
と

中
国
の
理
知
と
を
美
的
な
感
性
の
う
え

に

「湊
合
」
し
た
日
本
、
と
い
う
岡
倉

の
東
洋
文
明
史
観
を
支
え
る
と
と
も
に
、

東
西
を
統
合
す
る
世
界
美
術
史
を
も
志

向
し
、
と
同
時
に
西
側
列
強
の
植
民
地

政
策
下
で
辛
吟
す
る
ア
ジ
ア
の
連
帯
を

訴
え
る
精
神
的
標
語
と
も
気
脈
を
通
じ

る
。
岡
倉
は
織
固
と
も
諮
っ

て
、
こ
の

グ
ィ
グ
ェ
カ

l
ナ
ン
ダ
を
日
本
に
招
き
、

京
都
で
第
二
回
の
世
界
宗
教
会
議
開
催

を
画
策
す
る
。
だ
が
そ
れ
は
彼
の
死
去

(
一
九
O
二
年
七
月
四
日
、
享
年
三
十
九
歳
)、

東
本
願
寺
の
矩
絶
、

他

の
事
情
か
ら
、

流
れ
て
し
ま
っ
た
。

滞
印
英
文
著
作
成
立
の
背
景

『
東
洋
の
理
想
』
の
英
文
原
稿
の
う
ち
、

日
本
美
術
史
の
沿
革
は
す
で
に
岡
倉
の

の
う
ち
ゅ
う

嚢
中
に
準
備
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高

い
。
だ
が
導
入
と
結
論
は
イ
ン
ド
滞
在

中
の
執
筆
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
れ
に
「
生

け
る
有
機
体
と
し
て
の
ア
ジ
ア
」
を
唱

え
る
序
文
を
添
え
、
出
版
社
と
の
調
整

役
を
果
た
し
た
(
校
正
時
の
改
鼠
を
修
復
し

た
)
の
が
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
出
身
で
、グ

ィ
、グ
ェ
カ

l
ナ
ン
ダ
に
帰
依
し
た
マ

ー

ガ
レ
ッ
ト

・
ノ

l
プ
ル
、

ヒ
ン
ド
ゥ
ー

名
で
シ
ス
タ
ー
・

ニ
グ
エ
デ
ィ
タ
(
「
献

身
」
を
意
味
す
る
)
。

マ
ク
ラ
ウ
ド
宛
書

簡
で
彼
女
は
、
甘
え
る

「悪
い
子
」
岡

倉
の
「
素
晴
ら
し
き
母
親
が
自
分
で
す
」

と
い
さ
さ
か
戯
れ
て
告
白
し
つ
つ
、

他

方
「
ク
リ
シ
ュ
ナ
」
と
尊
敬
さ
れ
、
執

筆
に
専
心
す
る
岡
倉
の
自
己
犠
牲
の
様

に
目
を
見
張
る
。

岡
倉
の
没
後
、
昭
和
十
四
(
一
九
三
九
)

年
に

『東
洋
の
覚
醒
』
と
し
て
公
刊
さ

れ
る
英
文
原
稿
「
わ
れ
ら
は
ひ
と
つ
」

の
最
終
部
「
剣
」
に
は
、

ニ
グ
エ
デ
ィ

タ
の
著
者

『
母
な
る
カ

l
リ
l
』
同
匙

円}同
内
包
。
5
qと
の
共
鳴
が
顕
著
に
見
え

る
。
反
対
に

ニ
、
グ
エ
デ
ィ
タ
の
主
著
『
イ

ン

ド

生

活

の

織

物

」

吋

宮

司

与

え

F
住
吉

E
P
に
は
、
岡
倉
と
の
交
流
の

痕
跡
が
多
々
推
測
で
き
る
。
衆
生
の
苦

し
み
を
救
う
た
め
に
現
世
に
舞
い
戻
っ

た
菩
薩
の
徳
、
ア
ジ
ア
の
母
性
の
献
忍

の
徳
、
そ
し
て

「内
部
か
ら
の
勝
利
」

し
か
ら
ず
ん
ば
「
外
か
ら
の
強
圧
的
な

死

」
〈
古

g
q

『

3
5
4司
訂
}
江
口

O
吋

B
Fmrq
r
E
3
F
O
E
-
-こ
う
し

た
文
章
を
ふ
た
り
が
共
有
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
『
茶
の
本
』
(
五
六
頁
参
照
)

ジョセフィン・ マクラウド
1858~ 1949。東京・谷中に新設されたばかりの

日本美術院に現れ、岡倉の日本美術史講義を米国の

女流画家ジョセフィーヌ ・ハイドとともに聴講して

いる。この講義は 『東洋の理想』に収められる日本

美術史の沿革を予告する。 1893年のシカゴ博覧会

併設の世界宗教会議で大成功を収めたヴィヴェ力一

ナンダの講演に 95年に接してその信奉者となった

彼女は、アジアの霊的知性を結びつけ、ロマン ・ロ

ランに働きかけて 『マハトマ・ガンディーA(1923) 

『ラーマクリ シュナの生涯』、 『ヴィヴェカーナンダ

の生涯J(1929)に至る「霊的インド三部作J の構想

実現にも手助けをした。ギ リシアの作家ニコス ・カ

ンザンツァキスの r英国J(1938)には、晩年に至っ

ても「子供のような知識欲」に溢れた、「堅固な顎

に碧眼」のマクラウド媛の生き生きとした肖像が見

える。(稲賀)

シスター・ニヴェテεイタ

アイルランド出身で1898年にはイン

ドに到着し、ヴィヴェカーナンダに帰

依し、ヒンドゥ ー教徒となった。岡倉

の訪印直前には 『母なる力一リー』を

上梓している。 1902年のヴィヴェ力

ナンダの死後、ラーマクリシュナ教

会からは離れるが、インド独立と女子

教育弧充のため健筆を鍍るい社会活動

に挺身する。岡倉が 『茶の本』で高く

評価した 『インド生活の織物J(1904) 

は、ヒンドゥ一社会の過剰な理想視と

して、キリスト教宣教団からは唾棄さ

れた。赤痢のため時期尚早に死去した

が、その功績をタゴールが讃え、イン

ド独立に際しては「独立の母」の記念

切手まで発行された。(稲賀)

スワミ・ヴィウ‘ェカーナンダ

1863~1902年。西ベンガル州カル

カッタに生まれる。幼い頃から力一ス

ト制度による差別や宗教に疑問を抱〈 。

学生時代は、西洋哲学や倫理、歴史学

を学ぷ。托鉢生活を経て、渡米。 1893

年、シカゴの世界宗教会議に参加。そ

の後、 4年に及ぶ欧米での講演などを

経てインド に帰国。1901年には師・

ラーマクリシュナの教えを伝えるラー

マク リシュナ僧院を設立。カルカ ッタ

郊外、ベルーの僧院における岡倉とヴ

ィヴェカーナンダとの出会いについて

は、織田得能への岡倉の書簡が知られ

る。(稲賀)
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タゴールの館、
ジョラサンコのアトリエの戯画

1910年代か

・左上から、スレンド口ナト、右に

オポニンドロナ卜、中段右にゴゴネ

ンドロナトのタゴール一族。左中段

にアナンダ・クーマラスワーミ、右

下に記録者を兼ねたノンドラル・ポ

ンユ。

1913年、アジア初のノ ベ

ル文学賞を受賞した口ピンド

ロナト・タゴール。 186 1 ~

1941。

岡倉の教えを受けたインドの

画家、ノンドラル・ボシュ。

冒
頭
で
岡
倉
が
欧
米
人
に
よ
る
ア
ジ
ア

観
察
の
う
ち
特
筆
し
て
賞
賛
し
た
の
が
、

ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ

|
ン
こ
と
小
泉
八

「
イ
ン
ド
生
活

雲
の
著
作
と
と
も
に
、

の
織
物
』
だ
っ
た
。

岡
倉
と
タ
ゴ

ー
ル
一
族
と
を
仲
介
し

た
の
も
、
ス
レ
ン
ド
ロ
ナ
ト
・
ダ
ゴ

l

「
岡
倉
の
思
い
出
」
(
一九
三
六
)
か

ら
見
て
、

ニ
グ
エ
デ
ィ
タ
だ
っ
た
と
思

ノレ

の
し
い
。
当
時
の
カ
ル
カ
ッ
タ
は
、

ガ
ル
分
割
令
の
布
告
に
先
立
ち
、
民
族

運
動
が
高
揚
を
み
せ
て

い
た
。

ニ
グ
エ

デ
ィ
タ
周
辺
の
動
き
は
官
憲
か
ら
監
視

^よ

ン

ノンドラル・ボ.シュ《サティー》

1907年頃 1943年再制作 水彩ワッシュ技法にテンペラ

35.1 x 25.0cm 

National Gallery of Modern Art， New Oelhi 

.原作は1909年に日本で展示された。当時インド政庁が禁止しよ

うと躍起になっていたヒンドゥ ー教の寡婦の殉死を、古典文学の故

事に事寄せることで、むしろインド女性の徳として賞賛する。物理

的な世界からの焼尽による消滅は、精神世界における夫婦の再和合

の隠聡であり、「再統 』には、インドの再統合という政治的な目

標も重ね合わせに隠されていた。岡倉の 『東洋の理想』に序文をょ

せたニヴエディタは、こうした解釈を唱えてベンガル派の美術ルネ

サンスを鼓舞する急進派を代表する女性であり、ポシュらの精神的

な助言者だった。日本展示から色縫せた状態で戻ってきたが、ベン

ガルの地で瞬く聞に元の華麗な色彩を取り戻した、という超自然的

な逸話が語られている。本図は第2次世界大戦中の再制作。(稲賀)

H

ス
レ
ン
の
若
H

と
付

き
合
い
の
あ
る
岡
倉

一
行
は
、
日
本
政

府
の
諜
報
機
関
の
手
先
で
は
な
い
か
と

の
嫌
疑
す
ら
受
け
て
い
た
。
岡
倉
は
秘

密
結
社
の
革
命
運
動
に
関
与
し
た
煽
動

家
と
も
噂
さ
れ
た
。

さ
れ
て
お
り
、

ス
レ
ン
ド

ロ
ナ
ト

の
叔
父
に
当
た
る
の
が
、

ロ
ビ
ン
ド

ロ

ナ
卜

(
英
語
発
音
で
は
ラ
ピ
ン
ド
ラ
ナ
l
ト
)
。

彼
は

一
九

一
三
年
に
は
、

し
て
最
初
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
詩
集

ア
ジ
ア
人
と

『、
ギ

l
タ
ン
ジ
ャ

リ
』
(
「
神
へ
の
捧
げ
も

の
」
)
に
よ
り
受
賞
す
る
。

最
後
の
日
本
滞
在
の
お
り
、

ロ
ナ
ト
は
、
岡
倉
を
回
想
し
て
こ
う
聴

衆
に
語
っ
て
い
る
。
ベ
ン
ガ
ル
で
岡
倉

は
農
村
を
訪
ね
、
粗
末
な
日
常
の
器
、

土
で
で
き
た
ラ
ン
プ
査
な
ど
を
取
り
上

げ
て
は、

忘
我
の
境
地
で
賞
賛
し
た
。

そ
れ
ま
で
我
々
は
そ
こ
に
美
の
本
能
な

一
九
二
九
年
、

ロ
ビ
ン
ド

ど
、
見
出
す
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
の

に
、
と
。

岡
倉
に
は
中
国
視
察
に
次
い
で
イ
ン

ド
を
探
訪
し
、
東
洋
美
術
史
の
輪
郭
を

肌
で
体
験
し
た
い
、
と
い
う
願
望
が
あ

っ
た
だ
ろ
う
。
と
同
時
に
日
本
美
術
院

を
立
ち
上
げ
た
彼
に
は
、
東
洋
と
そ
の

美
術
の
将
来
も
ま
た
、
思
慮
す
べ
き
課

題
だ
っ
た
。
日
本
に
帰
国
し
た
岡
倉
は
、

横
山
大
観
と
菱
田
春
草
と
を
イ
ン
ド
に

030 



派
遣
す
る
。

ふ
た
り
は
カ
戸
カ
ッ
タ
の

タ
ゴ
ー
ル
家
の
館
、
ジ
ョ
ラ
シ
ャ
ン
コ

の
ピ
チ
ッ
ト
ラ
に
滞
留
す
る
。

る

ス
レ
ン

横
山
大
観

t
菱
田
春
草
と
の
訪
印
の

直
接
の
目
的
は
、
現
在
の
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
に
位
置
し
た
テ
ィ
ペ
ラ
藩
王
国
の

宮
廷
の
壁
画
制
作
だ
っ
た
。
だ
が
、
こ

れ
は
官
憲
の
妨
害
に
遭
っ
て
果
た
せ
な

い
。
行
き
場
を
失
っ
た
ふ
た
り
に
、
宮

廷
の
相
談
役
で
も
あ
っ
た
ロ
ビ
ン
ド
ロ

の
ま
た
従
兄
弟
に
あ
た
る
オ
ボ
ニ
ン
ド

ロ
ナ
卜

(
英
語
発
音
は
ア
パ
一
ヲ
ド
ロ
ナ
|
卜
)

や
ナ
ン
ダ
ラ
ル
・
ボ

l
ス
(
ベ
ン
ガ
笠
田
で

は
ノ
ン
ド
ラ
ケ
ボ
シ
ユ
)
と
の
交
際
を
き
っ

こ
こ
か
ら
近
代
日
本
と
ベ

ン
ガ
ル
の
画
家
た
ち
の
交
流
が
は
じ
ま

か
け
と
し
、

ナ
卜
が
、
ジ
ョ
ラ
シ
ャ
ン
コ
の
自
宅
を

オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
卜
は
こ

体t時
」あ

とた
j耶か
橘も

スさ
レれふ
ンたた
ド技り
ロ法は
ナを丁
卜盛度
はん 「

に臆!
岡用 1龍?

提
供
し
た
。

こ
で
、
ふ
た
り
の
日
本
画
家
か
ら
墨
絵

の
技
法
を
学
び
、
こ
れ
を
水
洗
ヨ

g
r

と
い
う
独
自
の
技
法
へ
と
発
展
さ
せ
る
。

横山大観《釈迦と魔女》

明治36(1903)年絹本着色

132.5 x 55.8cm 長野県信濃美術館蔵

菱田春草《字u緊供養》

明治36(1903)年絹本着 色

132.5 x 55.8cm 長野県信濃美術館蔵

、
，
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倉
が
マ
ッ
チ
三
本
を
使
っ
て
、
沈
黙
の

う

ち

に

「
伝
統
・
観
察
・
創
作
、

岡

倉

と

訪

印

し

た

堀

至

徳

-大観と春草が合作した双幅形式の作品。主題はともによく描かれる釈迦に関するエピソードである

が、とくに女性像に注目すれば明らかにインド女性の容姿であり 、彼らが渡印で得たインド研究の一

端が表れている。滞在中には2人で40点ほどを描いて力ルカッタで展覧会を開催している。本作が

同展出品作である確証はないが、同時期に描かれた貴重な作例であることは間違いない。(古田亮)

岡
倉
の
一
回
目
の
イ
ン
ド
旅
行
の
旅
程
は
、
な
が
ら
く

詳
細
不
明
だ
っ
た
。
だ
が
春
日
井
真
也
氏
に
よ
っ
て
、
堀

至
徳
の
日
記
(
明
治
三
十
五
年
版
『
当
用
日
記
』
に
記
載
)
が

紹
介
さ
れ
、
足
取
り
が
解
明
さ
れ
た
。
堀
は
丹
波
の
生
ま

れ
で
、
室
生
寺
の
丸
山
貫
長
(
一
八
四
三
1
一
九
二
七
)
に
師

事
し
た
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
研
究
に
志
し
、
岡
倉
の
訪

印
に
従
い
、
カ
ル
カ
ツ
タ
(
コ
ル
カ
タ
)
で
タ
ゴ
ー
ル
家
の

庇
護
を
得
て
、
シ

ャ
ン
チ
ニ
ケ
ト
ン
に
建
設
中
の
学
校
に
、

外
国
人
と
し
て
初
め
て
招
か
れ
た
。
岡
倉
帰
国
後
に
入
れ

替
わ
り
、
一
九

O
三
年
イ
ン
ド
を
訪
問
し
た
横
山
大
観
、

菱
田
春
草
の
世
話
も
焼
い
て
い
る
。
同
年
、
建
築
家
の
伊

東
忠
太
が
イ
ン
ド
を
訪
れ
、
共
に
旅
に
出
る
が
、
列
車
の

事
故
の
傷
か
ら
破
傷
風
に
感
染
し
、
二
十
七
歳
で
没
し
た
。

堀
の
母
、
ま
ず
か
ら
至
徳
死
去
の
報
を
得
た
岡
倉
は
、
十

二
月
三
十
日
の
返
信
に
漢
詩
を
添
え
た
。
「
蛙
胎
未
満
思

名
玉
琉
泊
初
成
懐
古
松
L

(

蛙
胎
未
だ
満
た
ざ
れ
ば
名
玉
を

思
い
琉
泊
初
め
て
成
れ
ば
古
松
を
懐
か
し
む
)
。
(
稲
賀
) そ

し

堀至徳
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て
そ
れ
ら
の
美
術
に
お
け
る
役
割
」
な

ど
を
説
明
し
て
み
せ
た
、
と
い
う
い
さ

さ
か
謎
め
い
た
証
言
を
残
し
て
い
る
。

手
ほ
ど
き
を
受
け
た
の
は
、
文
脈
か
ら

し
て
ノ
ン
ド
ラ
ル
・
ボ
シ
ュ

。
お
そ
ら

く
構
図
上
の
無
駄
や
余
白
の
妙
を
、

ッ
チ
棒
で
端
的
に
指
し
示
し
た
の
だ
ろ

う
。
彼
ら
は

一
九

O
九
年
に
は
日
本
美

術
院
の
招
き
で
、
日
本
で
の
展
覧
会
を

実
現
す
る
。

岡
ロ 倉
ビ の
ン*'

ド後
ロ 庁、

す大
r 正

五
タ(
コ ー
| 九

ノレ 二

が C

と事可<';"1.....1，. V， 

下村観山 《弱法師》

大正4(1915)年絹本着色各187.4x 406.0cm 

六白一双 東京国立博物館蔵

IlT1dge:niMimageArchives 

《ー 初年
~~ i ~ 
法ぽ合

思L子
る

模
写
を
所
望
し
、

盲目町

て才

感
荒fl嘆
井ぃし
寛1た
方tf彼
がは村
横
浜
の

そ
の
年
-
』

そ
の

複製)より

オポニンドロナト・タゴール
《夜想曲}}(The Music Party) 

『園高 226号 (1909) 俳 摺木版画

さ
ん
付
い
え
ん

三
渓
園
に
逗
留
中
の
タ
ゴ

ー
ル
の
も
と

で
模
写
に
従
事
し
、
完
成
作
が
イ
ン
ド

に
送
ら
れ
た
。
タ
ゴ

l
y
は
直
前
に
、

盲
目
の
吟
遊
詩
人
を
主
人
公
と
す
る
戯

曲

「
ア
ア
ル
グ
ニ

』
を
創
作
し
、
俳
優

と
し
て
自
ら
が
そ
の
役
を
演
じ
て
い
た
。

日
本
の
中
世
の
謡
曲
に
も
同
様
に
盲
目

の
法
師
が
登
場
す
る
と
聞
い
た
タ
ゴ

ー

ル
の
驚
き
は
、

い
か
ば
か
り
だ

っ
た
ろ

う
か
。

「我
を
暗
黒
よ
り
連
れ
出
し
て
栄
え
あ

る
光
へ
と
導
き
給
え
」
叶
O
B
B
o
自由

、ー..... 
『 ち

ウ E.
。 『

ノ、()q
白

ニヨ
シ」ミ
ヤ問。

ツ

ド
ι~ 

* 2 

の
、ー

の
章

句
は
タ
コ

ノレ

カf

し
ば

で し
のしば
俊1唱
f心!:ぇ

丸iた
が 祈

り
だ
が
、

《
弱
法
師
》

四
天
王
寺
か
ら
明
石
の
夕
日
を
盲
目
の

目
で
見
て

「満
目
青
山
は
心
に
あ
り
」

と
唱
え
る
場
面
は
、
ま
さ
に
呼
応
す
る

啓
示
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
謡
曲
の
夕

日
が
西
方
浄
土
す
な
わ
ち
イ
ン
ド
を
指

す
の
に
対
し
、
タ
ゴ

l
y
の
朝
日
は
、

日
露
戦
争
に
勝
利
し
た
旭
日
の
帝
国
の

将
来
を
懸
念
さ
せ
る
も
の
だ

っ
た
と
は

い》え
。

(
い
な
が
し
げ
み
)

牢

1

本
名
ガ
ダ
|
ダ
ル
・
チ
ャ

ッ
卜

|
パ
|
デ
ィ
ヤ

ー
エ

二
八
三
六

1
一
八
八
六
)
。

イ
ン
ド
の
宗
教
家
。

*
2

古
代
イ
ン
ド
の
神
秘
的
な
哲
学
説
を
記
し
た
聖

典
の
こ
と
。
イ
ン
ド
思
想
の
源
泉
。
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明治37年

~大正2年

間倉43歳

~52歳

ボストン
、、、ツ‘ンョン

岡
倉
に
と
っ
て
ボ
ス
ト
ン
と
は
何
だ

っ
た
の
か
。
そ
れ
は
イ
ン
ド
と
中
国
と

・日
本
と
を
等
距
離
か
ら
眺
め
、
東
洋
美

術
を
相
対
化
し
て
烏
服
で
き
る
理
想
的

な
立
ち
位
置
で
は
な
か
っ
た
か
。
さ
ら

に
そ
れ
は
、
外
の
視
線
を
通
し
て
ア
ジ

ア
を
観
察
す
る
体
験
で
も
あ
っ
た
。
欧

米
人
の
目
に
東
洋
美
術
は
い
か
に
映
じ
、

そ
の
眼
差
し
に
む
け
て
い
か
に
東
洋
を

演
出
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
。

ピ
ル
グ
リ
ム
ズ
・
フ
ァ

l
ザ
l
ズ

7
1
)

入
植
の
発
祥
地
、
北
米
新
大
陸
最
古
の

文
化
中
心
地
を
自
任
す
る
都
市
に
あ
っ

て
、
そ
れ
に
対
峠
す
べ
き
東
洋
を
模
索

す
る
。、
ボ
ス
ト
ン
は
そ
ん
な
課
題
を
岡

倉
に
突
き
つ
け
た
。
そ
れ
は
東
京
美
術

学
校
の
校
長
職
に
あ
っ
た
だ
け
で
は
決

し
て
成
し
え
な
い
、
地
理
的
条
件
を
満

た
す
世
界
経
験
だ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。

さ
ら
に
そ
こ
に
は
歴
史
と
い
う
時
間

軸
が
交
差
す
る
。
岡
倉
が
横
山
大
観
、

• 
イ
ン

菱
田
春
草
、
六
角
紫
水
と
連
れ
立

っ
て

横
浜
港
を
出
航
し
た
の
は
、
奇
し
く
も

明
治
三
十
七

(
一九
O
四
)
年
の
仁
川
沖

海
戦
を
受
け
、
日
本
が
そ
の
夜
に
は

ロ

シ
ア
に
宣
戦
を
布
告
す
る
こ
と
に
な
る
、

そ
の
当
日
で
あ

っ
た
。
港
に
は
娘
婿
に

す
え
ま
つ
り
ん
も
4
う

あ
た
る
末
松
謙
澄
の
見
送
り
に
首
相
の

伊
藤
博
文
が
来
て
お
り
、
渡
米
す
る
旅

客
に
対
し
て

一
席
の
訓
話
を
垂
れ
た
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
勝
利
の
保
証
も

な
い
ま
ま
困
難
に
対
崎
す
べ
き
時
を
外

国
で
迎
え
る
体
験
が
、
特
有
の
陰
影
を

刻
ん
だ
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ

し
て
劇
的
な
戦
勝
は
帝
国
日
本
お
よ
び

日
本
人
に
対
す
る
国
際
評
価
を
も

一
変

さ
せ
る
。
だ
が
戦
勝
に
酔
う
日
本
は
、

そ
の
後
急
速
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
傾

向
を
強
め
、
欧
米
列
強
に
伍
す
る
一
等

国
と
の
自
負
を
高
め
て
ゆ
く
。
岡
倉
に

残
さ
れ
た
最
後
の
十
年
と
は
、
こ
う
し

た
未
曾
有
の
変
動
を
体
験
し
た
母

g母
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大学より文学修士の学位が侵与

されたことを報じる新聞の切り
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で
あ
っ
た
。

、ボ
ス
ト
ン
美
術
館
と
岡
倉

価
値
観
の
座
標
軸
が
急
速
に
流
動
す

る
な
か
で
、
岡
倉
は
い
か
な
る
判
断
を

示
し
た
の
か
。
そ
の
軌
跡
は
、
大
西
洋

に
臨
む
北
米
最
古
の
貿
易
港
ボ
ス
ト
ン

と
、
太
平
洋
に
臨
む
都
び
た
漁
村
た
る

五
浦
と
の
往
還
、
と
い
う
振
幅
の
な
か

に
描
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ラ
フ
カ
デ

ィ
オ

・
ハ
l
ン
こ
と
小
泉
八
雲
は
、
欧

米
体
験
を
経
て
祖
国
回
帰
す
る
日
本
人

に
「
洋
行
帰
り
の
保
守
主
義
者
」

と
い

う
定
型
を
見
出
し
た
。
だ
が
岡
倉
は
ど

う
や
ら
そ
の
類
型
か
ら
逸
脱
す
る
。
そ

れ
は
岡
倉
が
ボ
ス
ト
ン
と
い
う
外
地
に

片
足
を
据
え
た
ゆ
え
で
は
な
か
っ
た
か
。

そ
し
て
そ
の
岡
倉
が
小
泉
八
雲
に
深
い

理
解
を
寄
せ
た
理
由
の

一
斑
も
、
異
郷

に
あ
る
漂
泊
と
根
な
し
草
の
体
験
と
を
、

魂
の
深
い
部
分
で
共
有
で
き
た
が
た
め

で
は
な
か
っ
た
か
。

岡
倉

一
行
の
北
米
で
の
動
向
に
つ
い

て
は
、
略
伝
を
ご
参
照
頂
く
こ
と
と
し

て
、
こ
こ
で
は
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
で
の

東
洋
美
術
収
集
に
焦
点
を
据
え
て
み
よ

う
。
ま
ず
日
本
美
術
関
係
で
は
、
密
教

美
術
へ
の
志
向
に
注
目
し
た
い
。
鎌
倉

時
代
の

《
毘
沙
門
天
像
図
》(一

九
O
五

年
中
国
日
本
特
別
基
金
)
は
、
岡
倉
の
記

録
に
よ
れ
ば
、
醍
醐
寺
(
別
の
手
控
え
で

は
延
暦
寺
)
に
由
来
す
る
と
い
う
。
ま
た

《
尊
勝
量
茶
羅
図
》
も
鎌
倉
時
代
の
作

で
、
同
年
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
購
入
さ

る
し
ゃ
な
ぶ
つ

れ
た
。
中
央
に
庫
舎
那
仏
が
配
さ
れ
、

右
下
に
不
動
明
王
、
左
下
に
は
、
本
来

ご
う
さ
ん
ぜ
み
よ
う
お
う

な
ら
ば
降
三
世
明
王
の
置
か
れ
る
位

置
に
、
地
蔵
菩
薩
が
置
か
れ
て
い
る
。

岡
倉
の
没
後
、
そ
の
遺
愛
の
品
と
し
て

ピ
ゲ
ロ
ー
が
寄
贈
し
た
作
品
に
も
平
安

時
代
の

《
大
威
徳
明
王
図
》

が
知
ら
れ

ヲ

Q

。ど
う
し
て
岡
倉
は
こ
れ
ほ
ど
ま
で

「
密
教
の
神
秘
的
な
象
徴
主
義
」

に
拘

っ
た
の
か
。
そ
こ
に
は
イ
ン
ド
か
ら
の

密
教
の
伝
来
と
空
海
の
役
割
を
重
視
す

る
岡
倉
の
汎
ア
ジ
ア
美
術
史
観
が
紛
う

こ
と
な
く
反
映
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
横

山
大
観
は
、
岡
倉
の
薦
め
も
あ
り
、

美

術
学
校
時
代
に
醍
醐
寺
の

《
大
元
執

ピ
メ

王
図
》
(
鎌
倉
時
代
)
を
模
写
し
て
い
た
。

一
九

O
二
年
に
ベ
ン
ガ
ル
で
ヒ
ン
ド
ゥ

ー
の
カ

l
リ

l
女
神
信
仰
に
接
し
て
制

作
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る

《
イ
ン
ド

守
護
神
》
も
、
こ
の
密
教
図
像
の
延
長

上
に
位
置
づ
け
う
る
。

つ
ぎ
に
中
国
で
の
作
品
収
集
で
は
、

伝
徽
宗
筆
と
さ
れ
る
南
宋
末
期
の
傑
作

《
事
張
萱
揖
練
図
巻
》
(四
二
1
四
三
頁
参

照
)
が
早
崎
梗
吉
と
岡
倉
と
に
よ
っ
て

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
入
手
さ
れ
た
こ
と

は
有
名
だ
(
一
九

三一
年
中
国
日
本
特
別
基

金)。

こ
こ
で
岡
倉
は
包
F
Z
R常
的
と

い
っ
た
訳
を
試
み
て
い
る
。
同
年
に
は
、

三
幅
対
の
天

・
地
・
水
の
道
教
の

《三

官
図
》
も
購
入
し
て
お
り
、
岡
倉
の
道り

ん

教
へ
の
関
心
を
裏
書
し
て
い
る
。
乾

り
ゅ
う
て

い

ご

E
う

し

隆
帝
以
来
、
唐
代
の
呉
道
子
宮
2
)

の

作
と
し
て
清
朝
皇
室
に
伝
え
ら
れ
た
が
、

岡
倉
は
こ
れ
を
宋
代
末
の
摸
作
と
鑑
定

し
て
い
る
。
同
年
に
は
仏
教
説
話
と
し

お
う
し
ん
ぽ
う

て
は
王
振
鵬

(元
代
)
《
煉
母
育
仏
図
》
、

t
う
げ
ん

水
墨
山
水
画
巻
子
と
し
て
は

(
伝
)
董
源

《平
林
葬
色
図
》
は
じ
め
書
画
十
三
点、

青
銅
器
三
十
八
点
、
玉
七
十
点
余
ほ
か

が
入
手
さ
れ
た
。
岡
倉
は
旅
先
か
ら
ボ

ス
ト
ン
美
術
館
館
長
フ
ェ
ア
パ
ン
ク
ス

宛
に
、

一
九

一一

年
五
月
十
六
日
の
書

簡
で
概
略
を
伝
え
、
翌
年
の

『ボ
ス
ト

ン
美
術
館
紀
要
』
に
中
国
旅
行
の
成
果

紹
介
と
し
て
、
写
真
入
り
記
事
を
執
筆
・

し
ん
が
い

掲
載
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
辛
亥
革
命

に
続
く
混
乱
期
に
満
人
収
集
家
た
ち
が

放
出
し
た
逸
品
だ
っ
た
。

編
年
の
刷
新
と

展
示
の
ポ
リ
シ
ー

明
清
画
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
の
宋

元
画
に
重
き
を
置
く
|
|
こ
の
岡
倉
の

価
値
観
は
、
日
本
絵
画
史
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
の
が
宋
元
画
だ
っ
た
こ
と

と
も
、
決
し
て
無
縁
で
は
な
い
。
仏
教

彫
刻
で
は
、
こ
れ
に
先
立
ち

一
九

一
O

年
に
は
唐
代
の
大
理
石
に
よ
る
《
仏
坐

像
》
(
三
八
頁
参
照
)
が
寄
贈
さ
れ
、
一

九

O
七
年
に
は
同
じ
く
唐
代
の
大
理
石

《
菩
薩
立
像
》

が
購
入
さ
れ
た
。

い
ず

れ
も
岡
倉
の
采
配
に
よ
る
収
蔵
作
品
の

一
部
で
あ
る
。
西
洋
で
は
頭
部
や
腕
、

脚
の
失
わ
れ
た
ト
ル
ソ
に
も
造
形
的
意

義
を
認
め
る
と
の
知
識
を
前
提
と
し
た

選
択
だ
ろ
う
。
こ
の
年
に
は
北
貌
様
式

の

《
仏
坐
像
》
は
じ
め
何
体
か
の
石
仏

も
中
国
日
本
特
別
基
金
で
購
入
さ
れ
た
。

そ
れ
ら
の
作
例
に
は
六
世
紀
の
年
記
が

刻
ま
れ
て
お
り
、
仏
教
彫
刻
の
中
国
的

変
容
を
編
年
的
に
解
明
す
る
の
に
役
立

っ
た
。
だ
が
そ
れ
は
ま
た
、
ガ
ン
、ダ
|

ラ
仏
に
中
国
の
影
響
を
見
よ
う
と
し
た

『
東
洋
の
理
想
』
の
仮
説
に
は
、
致
命

的
な
無
理
の
あ
る
こ
と
を
露
呈
さ
せ
る

発
見
で
も
あ
っ
た
。
岡
倉
は
ボ
ス
ト
ン

美
術
館
の
中
国
日
本
部
の
部
員
に
対
し
、

世界のOKAKURA035 
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幽・一日 ゅー

東
洋
美
術
の
学
問
的
研
究
は
い
ま
だ
揺

箪
期
に
あ
る
こ
と
を
諭
し
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
は
旧

市
街
の
コ
プ
リ
l

-
ス
ク
ウ
ェ
ア
か
ら

郊
外
の
ハ
ン
テ
ィ
ン
ト
ン
街
へ
と
移
転

の
途
上
に
あ

っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
展

示
原
則
に
つ
い
て
も
議
論
が
交
わ
さ
れ

た
。
従
来
は
ロ
ン
ド
ン
の
サ
ウ
ス
・
ケ

ン
ジ
ン
ト
ン
博
物
館
同
様
、
材
質
と
技

法
に
よ
り
分
類
し
た
網
羅
的
な
見
本
展

示
が
基
本
だ
っ
た
。
だ
が
岡
倉
は
こ
れ

『ホ.ストン美術館紀要』第4巻19号

1906年4月 ポストン美術館蔵
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を
改
め
、
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
で
の
経

験
を
背
景
に
、
時
代
別
展
示
に
よ

っ
て

「個
々
の
文
化
の
連
続
性
と
有
機
性
」

を
示
す
こ
と
を
提
唱
し
た
。
東
洋
の
文

脈
に
忠
実
な
展
示
で
は

「
日
本
趣
味
」

に
陥
る
と
の
危
倶
を
表
明
す
る
反
対
意

見
も
あ
っ
た
。
だ
が
玉
石
混
清
で
絢
澗

華
美
な
無
秩
序
こ
そ
が
、
当
時
の
欧
米

ジ

守
ポ

エ
ズ

ム

に
典
型
的
な

「日
本
趣
味
」
の
実
態
だ

っ
た
。
岡
倉
の
意
を
体
し
た
フ
ラ
ン
シ「東

洋
の
理
想
」
を
展
示
す
べ
き
旨
を
主
張

し
て
、
副
館
長
と
な
る
マ
シ
ュ

l
・
プ

ス
・
ガ
ー
ド
ナ

l
・カ
l
テ
ィ
ス
は

リ
チ
ャ

l
ド
の
名
品
厳
選
展
示
の
方
針

と
折
り
合
い
を
付
け
て
い
る
。

こ
こ
に
は
博
物
館
H

美
術
館
を
巡
る

状
況
の
大
変
貌
が
照
ら
し
出
さ
れ
て
い

る
。
ま
ず
非
欧
州
の
生
産
品
を
産
業
見

本
か
ら
美
術
品
へ
と
格
上
げ
す
る
価
値

観
。
そ
れ
は
ま
た
非
欧
米
社
会
の
産
物

に
も
時
代
様
式
の
発
展
を
認
め
る
と
い

う
、
歴
史
認
識
上
の
刷
新
と
も
結
び
つ

く
。
非
西
欧
社
会
に
固
有
の
発
展
を
復

元
す
る
こ
と
は
、

第
三
に
文
化
圏
の
違

い
や
そ
れ
ら
の
聞
の
相
互
交
渉
を
検
討

す
る
学
術
的
必
要
性
を
喚
起
す
る
。
同

様
の
形
態
や
機
能
も
、
各
々
の
社
会
に

お
い
て
異
な
っ
た
役
割
を
演
じ
う
る
か

ら
で
あ
る
。
仏
教
図
像
学
上
の
知
識
の

036 

深
化
は
ま
た
、
図
像
類
型
と
そ
の
時
代

的
変
選
を
辿
る
こ
と
で
、
時
代
毎
の
宗

教
の
盛
衰
や
哲
学
的
背
景
の
変
貌
へ
も

ひ
ら

目
を
啓
か
せ
る
。
最
後
に
、
文
化
固
有

の
「
理
想
」

E
g
r
が
複
数
存
在
す
る

こ
と
と
な
れ
ば
、
も
は
や
グ
レ
コ
・
ロ

カ

ノ

ー

マ
ン
す
3
}

の
美
的
規
範
の
み
を
人
類

普
遍
の
基
準
と
す
る
わ
け
に
は
い
く
ま

い
。
欧
州
中
心
の
価
値
観
に
も
保
留
が

付
く
。
そ
れ
は

一
方
で
西
洋
古
典
主
義

の
影
響
の
有
無
に
よ
っ
て
非
西
欧
文
明

の
高
低
を
判
断
す
る
よ
う
な
審
美
観
へ

の
挑
戦
と
な
り
え
る
。
ま
た
他
方
で
は
、

植
民
地
と
し
て
支
配
し
た
地
域
か
ら
掠

奪
し
て
き
た
宝
物
を
、
戦
利
品
よ
ろ
し

く
恒
久
展
示
す
る
文
化
施
設

・
制
度
と

し
て
の
博
物
館
H

美
術
館
に
対
し
て
も
、

疑
問
符
を
突
き
付
け
る
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。
生
前
に
刊
行
さ
れ
た
三
冊
の
英

文
著
作
で
、
岡
倉
は
、
こ
の
全
行
程
を

数
年
の
う
ち
に
走
破
す
る
こ
と
と
な
る
。

(
い
な
が
し
げ
み
)

牢

1

一
六
二

O
年
、
信
仰
の
自
由
を
求
め
て
イ
ギ
リ

ス
か
ら
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
号
で
北
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
た

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
た
ち
。

よ
う
て
き

本

2

中
園
、
唐
代
の
画
家
。
陽
翠
(
河
南
省
)
の
人
。

字
は
道
子
。
玄
{
示
皇
帝
の
宮
廷
画
家
。
仏
寺
・
道
観
の

壁
画
を
描
い
た
が
、
真
筆
は
現
存
し
な
い
。
生
没
年
未

詳
。

*

3

0
3
n
o
l刃
ロ
ヨ
ω
コ

ギ

リ

シ
ャ
・

口

|
マ
の
意

で
、
西
洋
に
お
け
る
古
典
古
代
の
規
範
を
指
す
。



英文著作にみるOKAKURA
稲賀繁美

岡
倉
は
三
冊
の
著
書
と
一
つ
の
草
稿
を
残
し
て
い
る
。
『
東
洋
の
理
想
』
、
『
日

本
の
覚
醒
』
、
『
茶
の
本
』
そ
し
て
没
後
に
『
東
洋
の
覚
醒
』
と
題
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
英
文
原
稿
だ
。
岡
倉
は
日
本
、
ア
ジ
ア
、
そ
し
て
世
界
、
ま
た
美

を
い
か
な
る
も
の
と
し
て
考
え
、
ど
の
よ
う
に
論
じ
て
い
た
の
か
。
そ
の
展

開
の
様
を
知
る
う
え
で
英
文
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
欠
か
せ
な
い
足
跡
を
な
す
。

岡
倉
は
日
本
人
な
が
ら
英
語
で
著
作
を
公
刊
し
、
話
題

を
撒
い
た
。
だ
か
ら
国
際
的
だ
と
い
っ
た
評
価
が
今
も
横

行
し
て
い
る
。
だ
が
こ
れ
は
き
わ
め
て
不
正
確
か
つ
誤
解

を
招
く
。
ま
ず

or件
己
包
は
日
本
語
作
家
と
い
う
よ
り
む

し
ろ
英
語
作
家
で
あ
る
。
生
前
に
刊
行
さ
れ
た
著
作
は
、

英
語
に
よ
る
著
作
三
冊
に
留
ま
り
、
日
本
語
で
は
独
立
し

た
単
著
は
一
冊
も
存
在
し
な
い
。
不
自
由
を
託
ち
な
が
ら

も
英
語
で
著
述
で
き
た
岡
倉
の
語
学
水
準
。
そ
の
英
語
能

力
を
今
日
の
時
代
と
学
習
環
境
と
い
う
尺
度
で
測
っ
て
賞

賛
す
る
の
は
、
筋
違
い
で
あ
る
。
む
し
ろ
『
茶
の
本
』
の

七
年
後
に
母
語
の
ベ
ン
ガ
ル
語
詩
『
ギ

l
タ
ン
ジ
ャ
リ
』

の
英
訳
で
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
獲
得
し
た
ラ
ピ
ン
ド
ラ
ナ

|
ト

・
タ
ゴ
ー
ル
と
比
較
し
た
ほ
う
が
穏
当
だ
ろ
う
。

そ
の
英
語
出
版
書
籍
は
、
刊
行
順
で
は
『
東
洋
の
理
想
』

吋
Z
E巾
与
え
岳

m
Fえ
(
巴
O
ω
)
、
『
日
本
の
覚
醒
』
吋
宮

〉
宅
島
市
ロ
」
白口問。同

H
8
E
(呂
志
)
、
『
茶
の
本
』
吋
宮
図
。
。
片

巴

町

叶

g
(
3
0
E
)
。
た
だ
し
最
初
の
『
東
洋
の
理
想
』
と
ふ

た
つ
目
の
『
日
本
の
覚
醒
」
の
聞
に
執
筆
さ
れ
た
草
稿
が

あ
り
、
こ
れ
が
『
東
洋
の
覚
醒
』
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
最
後
の
原
稿
が
未
刊
行
の
ま
ま
で
残
っ
た
経
緯
ほ
か

に
つ
い
て
は
、
後
に
よ
り
詳
し
く
述
べ
る
。
い
ず
れ
に
せ

よ
こ
れ
ら
の
原
稿
は
、
岡
倉
四
十
代
前
半
の
僅
か
足
掛
け

四
年
ほ
ど
の
あ
い
だ
に
集
中
的
に
執
筆
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

の
英
語
著
作
に
関
し
て
は
、
相
互
に
矛
盾
し
た
記
述
が
多

く
、
首
尾
一
貫
し
て
い
な
い

t
の
批
判
や
疑
念
が
、
多
く

の
思
想
史
家
や
評
論
家
か
ら
提
起
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
そ

れ
ら
の
論
難
は
、
当
時
の
状
況
を
無
視
し
た
結
果
生
じ
た

謬
見
に
過
、
ぎ
ま
い
。
ま
ず
岡
倉
が
い
か
な
る
読
者
を
対
象

'
と
し
て
執
筆
し
た
の
か
。
そ
の
時
代
環
境
は
い
か
な
る
も

の
だ
っ
た
の
か
。
さ
ら
に
岡
倉
は
そ
こ
で
何
を
主
張
す
べ

き
立
場
に
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
三
点
を
配
慮
す
れ
ば
、
世

に
言
わ
れ
る
「
矛
盾
の
塊
」
と
い
っ
た
岡
倉
へ
の
無
理
解

は
、
き
わ
め
て
あ
っ
け
な
く
雲
散
霧
消
す
る
は
ず
だ
。

イ
ン
ド
へ
の
伝
言
『
東
洋
の
理
想
』

『
東
洋
の
理
想
』
の
本
論
は
日
本
美
術
史
の
沿
革
か
ら
な

り
、
そ
の
母
体
は
日
本
で
執
筆
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
序

章
と
終
章
と
は
、
岡
倉
の
第
一
次
イ
ン
ド
滞
在
中
の
執
筆

で
あ
り
、
べ
ン
ガ
ル
分
割
令
言
1
}

に
至
る
現
地
イ
ン
ド

人
た
ち
の
政
治
的
な
反
発
を
熱
源
と
す
る
。
↓
ア
ジ
ア
は

ひ
と
つ
」
に
は
老
荘
思
想
に
宋
学
や
仏
教
、
グ
イ
グ
ェ
カ

l
ナ
ン
、ダ
の
ア
ド
グ
ァ
イ
タ
の
教
え
な
ど
の
思
想
的
背
景

も
指
摘
で
き
る
。
だ
が
状
況
論
的
に
言
え
ば
、
同
じ
ア
ジ

ア
人
と
し
て
の
岡
倉
の
べ
ン
ガ
ル
知
識
人
た
ち
へ
の
連
帯

の
表
明
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
滞
在
中
に
ス
レ
ン
ド
ロ
ナ
ト

ら
の
若
者
と
語
り
あ
う
な
か
で
過
激
化
し
た
思
想
を
政
治

的
撤
文
に
し
て
盛
っ
た
の
が
、
や
が
て
『
東
洋
の
覚
醒
』

と
し
て
著
者
死
後
の
三
十
年
代
末
に
出
版
さ
れ
る
草
稿
。

こ
れ
は
日
本
思
想
史
で
は
な
く
、
む
し
ろ
イ
ン
ド
近
代
史

052 

の
一
環
、
ス
ワ
デ
シ
運
動
玄
2
)

の
文
脈
で
理
解
さ
れ
る

べ
き
革
命
へ
の
教
唆
扇
動
で
あ
り
、
一
九

O
二
年
の
日
付

を
も
ち
、
ベ
ン
ガ
ル
に
根
、ざ
し
た
反
英
的
政
治
マ
ニ
ア
エ

ス
ト
で
あ
る
。

北
米
向
け
近
代
日
本
思
想
略
史

『
日
本
の
覚
醒
』

つ
づ
く
「
日
本
の
覚
醒
』
は
、
日
露
戦
争
下
で
、
帝
国

臣
民
と
し
て
の
「
ご
奉
公
」
の
義
務
感
か
ら
執
筆
さ
れ
た

近
世
日
本
政
治
思
想
史
概
説
、
あ
る
い
は
英
米
の
時
事
的

な
報
道
を
横
目
で
脱
み
つ
つ
情
報
を
提
供
す
る
幕
末
維
新

精
神
小
史
。

一
方
で
ロ
シ
ア
に
対
し
て
宣
戦
を
布
告
す
る

に
至
っ
た
日
本
の
立
場
を
歴
史
的
に
分
析
の
う
え
弁
明
し
、

北
米
を
は
じ
め
と
す
る
英
語
圏
知
識
人
の
理
解
を
図
る
と

い
う
任
務
が
あ
っ
た
。
だ
が
他
方
で
は
、
政
府
使
節
の
金

子
堅
太
郎
が
努
め
て
吹
聴
し
た
よ
う
な
、
好
戦
的
日
本
人

像
へ
の
岡
倉
の
留
保
も
汲
み
取
れ
る
。
『
東
洋
の
覚
醒
』

手
稿
で
は
日
本
に
開
国
を
強
要
し
た
悪
役
だ
っ
た
筈
の
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
が
、
『
日
本
の
覚
醒
』
で
は
、
覚
醒
を
促

し
た
善
玉
へ
と
変
貌
す
る
の
も
、
読
者
の
違
い
を
考
え
れ

み

き

き

よ
し

ば
当
然
だ
ろ
う
。
だ
が
三
木
清
(
*
3
}
も
戦
時
下
に
指
摘

し
た
よ
う
に
、
日
露
戦
勝
は
、
植
民
地
下
に
苦
し
む
イ
ン

ド
の
民
と
日
本
と
の
連
帯
的
抵
抗
を
謡
う
こ
と
を
困
難
に

し
た
。
日
英
同
盟
下
で
も
は
や
反
英
文
書
は
刊
行
で
き
ま

い
。
『
日
本
の
覚
醒
」
刊
行
は
、
そ
ん
な
時
代
状
況
を
、

岡
倉
に
悟
ら
せ
る
同
時
代
の
歴
史
体
験
で
も
あ
っ
た
筈
で

&のヲ
Q

。

虚
無
の
美
へ
の
誘
い

『
茶
の
本
』

そ
の
皮
肉
な
逆
説
に
正
面
か
ら
応
え
た
の
が
「
茶
の
本
』

だ
っ
た
。
冒
頭
で
は
、
新
渡
戸
稲
造
の

『武
士
道
』
が
提

唱
し
た
、
武
士
の
道
徳
性
を
誇
示
す
る
日
本
像
に
対
し
、

名
前
こ
そ
触
れ
な
い
が
、
痛
烈
な
る
反
論
が
表
明
さ
れ
て
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い
た
。
日
本
が
平
和
に
浸
っ
て
い
た
問
、
欧
米
は
日
本
を

野
蛮
国
扱
い
し
た
が
、
日
本
が
満
洲
の
平
原
で
大
殺
裁
に

手
を
下
す
や
、
欧
米
は
日
本
を
文
明
国
と
看
倣
し
て
喝
采

し
た
と
、
岡
倉
は
辛
練
に
指
摘
す
る
。
だ
が
敗
戦
後
な
が

ら
く
、
日
本
の
思
想
史
界
は
こ
の
図
星
に
、
逆
説
を
弄
す

る
岡
倉
の
虚
言
癖
、
帝
国
主
義
者
の
卑
怯
な
自
己
紹
晦
ば

か
り
を
探
っ
て
き
た
。
岡
倉
に
「
危
険
な
る
思
想
家
」
の

ふ

も

よ

う

す

符
牒
、

「超
国
家
主
義
者
」
の
罪
状
を
擦
り
付
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
し
か
、
自
ら
の
思
想
の
潔
白
を
証
明
で
き
な
い

|
|
そ
ん
な
敗
戦
後
日
本
の
時
代
的
思
想
状
況
が
、
そ
こ

に
は
如
実
に
映
し
だ
さ
れ
て
い
た
。

日
露
戦
争
に
勝
利
し
た
日
本
で
は
、
世
界
の
列
強
の
仲

間
入
り
し
た

t
い
う
自
負
と
と
も
に
、
他
の
ア
ジ
ア
諸
国

へ
の
蔑
視
が
顕
著
と
な
り
、
帝
国
主
義
的
主
体
と
し
て
植

民
地
獲
得
競
争
に
参
画
す
る
こ
と
を
も
っ
て
国
固
定
と
す
る

風
潮
が
支
配
的
と
な
る
。
イ
ン
ド
の
政
治
的
隷
従
を
、
身

を
も
つ
で
体
験
し
た
岡
倉
が
、
万
世

一
系
の
天
皇
制
に
東

洋
の
理
想
を
投
影
し
た
の
は
、
た
し
か
に
事
実
だ
ろ
う
。

。
い
が
ど
〈
そ
ん

だ
が
国
粋
を
是
認
す
る
v
」

t
t唯
我
独
尊
を
訴
え
る
こ
と

と
は
同
じ
で
は
な
い
。
欧
米
列
強
の
文
化
に
「
強
大
」

自
首

r
qと
い
う
形
容
調
を
好
ん
で
冠
す
る
岡
倉
は
、

『
茶

の
本
』
に
い
た
っ
て
「
強
大
」
な
ら
ざ
る
審
美
観
を
訴
え

か
ら
た
に
-
』
う
じ
ん

る
。
は
た
し
て
そ
れ
は
、
柄
谷
行
人
が
指
弾
す
る
よ
う
に

(
*
丘
、
政
治
的
な
挫
折
を
審
美
的
な
次
元
へ
と
転
進
さ
せ

た
逃
避
行
為
、
世
界
の
経
済
的
支
配
を
断
念
す
る
代
わ
り

に
、
隠
遁
生
活
と
い
う
美
的
退
却
の
う
ち
に
虚
構
の
勝
利

を
目
指
す
変
節
に
過
、
ぎ
な
か
っ
た
、
と
切
り
捨
て
れ
ば
済

む
の
だ
ろ
う
か
。

た
し
か
に

『
東
洋
の
理
想
』
で
岡
倉
は
、
西
洋
美
術
史

に
匹
敵
す
る
潮
流
を
、
古
代
以
来
の
東
洋
美
術
史
の
理
想

と
し
て
顕
揚
し
て
い
た
。
そ
こ
に
は
欧
米
へ
の
対
抗
意
識

も
顕
著
だ
っ
た
。
だ
が
『
茶
の
本
』
が
示
す
の
は
、
も
は

や

「強
大
」
な
財
力
に
よ
っ
て
豪
者
を
顕
示
す
る
よ
う
な

美
術
で
は
な
い
。
「
茶
の
本
』
が
提
唱
す
る
の
は
、
東
西

対
峠

t
い
っ
た
図
式
そ
の
も
の
の
限
界
を
熟
知
し
、
物
質

的
な
富
に
は
精
神
的
な
豊
か
さ
で
応
じ
よ
う
と
す
る
代
替

案
の
提
唱
で
は
な
か
っ
た
か
。
永
遠
な
る
富
の
高
圧
的
な

誇
示
を
蔑
み
、
一
期
一
会
の
質
素
な
出
会
い
の
時
を
大
切

に
す
る
。
物
質
的
支
配
欲
に
対
す
る
に
、
簡
素
な
無
欲
を

訴
え
、
無
際
限
に
巨
大
化
す
る
記
念
碑
の
代
わ
り
に
、
ひ

た
す
ら
空
虚
な
茶
室
の
無
へ
の
志
向
を
哲
学
す
る
。

「
茶
の
本
』
は
、
茶
道
の
師
匠
と
し
て
知
ら
れ
た
利
休
が
、

自
刃
に
よ
っ
て
従
容
と
し
て
死
を
受
け
入
れ
る
場
面
で
幕

を
閉
じ
る
。
南
蛮
渡
来
の
商
人
た
ち
か
ら
、
グ
ェ
ネ
チ
ア

と
そ
の
繁
栄
ぶ
り
を
比
較
さ
れ
も
し
た
大
阪
の
堺
。
そ
の

堺
が
歴
史
に
残
し
た
精
神
の
遺
産
が
「
茶
」
の
文
化
だ
っ
た
。

グ
ェ
ネ
チ
ア
が
欧
米
の
資
本
集
約
・
金
融
蓄
積
型
美
術
を

今
に
伝
え
る
芸
術
の
都
な
ら
、
戦
国
の
戦
乱
で
荒
廃
し
た

京
都
の
復
興
に
財
を
喜
捨
し
て
消
滅
し
た
に
等
し
い
堺
。
こ

の
都
市
が
育
ん
だ
の
は
、
労
働
集
約
型
経
済
に
典
型
的
な
、

隠
逸
型
の
生
活
芸
術
だ
っ
た
。
〉

2
唱
え
目
立

HFE
白
-S
と

は
、
白
門
己
唱
え
門

E
と
い
う
英
語
の
慣
用
表
現
(
「
日
常
茶
飯

事
」
を
意
味
し
う
る
)
を
見
事
に
切
り
返
し
た
、
岡
倉
な
ら
で

は
の
地
目
だ
っ
た
。
文
化
的
優
位
を
誇
り
な
が
ら
、
経
済

の
主
導
権
を
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
奪
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
ボ
ス

ト
ン
の
富
裕
階
級
、
ガ
ー
ド
ナ

l
夫
人
を
そ
の
典
型
と
す

る
通
称
プ
ラ
|
ミ
ン
た
ち
を
相
手
に
す
れ
ば
、
佑
び
茶
の

美
学
が
、
洗
練
の
極
致
と
し
て
見
事
に
効
能
を
発
揮
す
る
。

こ
の
東
洋
の
美
学
に
秘
め
ら
れ
た

「虚
」
の
位
界
史
的
射

程
に
、
岡
倉
は
極
め
て
自
覚
的
だ
っ
た
。
(
い
な
が
し
げ
き

牢

1

一九
O
五
年
、
イ
ギ
リ
ス
が
反
英
民
族
運
動
を
分
裂
さ
せ
る

目
的
で
、
ベ
ン
ガ
ル
州
を
イ
ス
ラ
ム
教
徒
多
住
地
域
と
ヒ
ン
ド
ゥ
l

教
徒
多
住
地
械
と
に
分
割
。
一
九
一
一
年
に
廃
止
。

牢

2
「
自
国
の
」
と
い
う
意
味
。
英
国
製
品
の
排
斥
を
し
、
国
産
品

の
愛
用
を
奨
励
し
た
イ
ン
ド
独
立
運
動
の
一
つ
。

本
3

明
治
三
十
(
一
八
九
七
)
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
哲
学
者
。
西
田

幾
太
郎
に
師
事
。
昭
和
二
十
(
一
九
四
五
)
年
獄
中
死
。
(
「
日
本
の
現
実
」

『中
央
公
論
』
一
九
三
七
年
十
月
号
よ
り
)

本
4

柄
谷
行
人

『
美
術
館
と
し
て
の
歴
史
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ

ロ
サ
』
(
定
本
柄
谷
行
人
集
4

岩
波
書
庖
・
二
O
O
四
)
、
シ
ラ
ネ
・
ハ

ル
オ
・
鈴
木
登
美
編

『
創
造
さ
れ
た
古
典
』
(
新
曜
社
一
九
九
九
)
参
照
。

世界のOKAKURA053 



開 →『沼::::riIi 
ニ fD Z12 
十、誉

字母ゐ
3包 E里
ミ己 的 企目

杢 。函
T'J ・..~ 
n ，.噌陣

コ-o 
m 
ω 
ω ，噌・

THP. llAN'G.t OF IDEAI.5 

A刷a 附制凶弘 司円"Ilirr暢 1.，同 di.. 樋色

.'"旭鍵醐山....，.・ mighty<:IYililol

‘ ... 、!.A!:Chlne・c~th i匂 tommlll幽館、
。，cω，ruci.......odthet叫 恥 明 白 ，.

indi.id，凶刷nofthc¥'cd師、 Uutno‘ 
，，~・ u，.寓-，，，同信明 ....';IItcrrup唯佐町

間叩削削 t刷叩問。(10.. " 

h 向山1II~le 叫 Uni叫山

畑山師、V附 凶ω酔 inhe曲岨"'

~"，^制u.. 前払悶噛"，'υ剛帥旬，~
clllte.UU憾 g潤，..断。岡崎o(u"，，，，制d.
刷 dd叫 K"ishiuNO'tmf，附nt!.偶何 ."~

，，，・"似...潤 Dr!IH! ~ 1 <:<I lterr官時飢邸、d

the ll&l' .... ・~I"， lo>'cωd叫 ω 山

川町lar，.. ndU>町 "酬山一

剛山叫'"他

Uownldlh・d叩 d印 刷"'01咽蹴

抑削品 情"I.b)'the刷出時 均 lll"，)"I

A・

イギリスのジョン マレ一社から

刊行された。 岡倉の名前、

KAKUZOを間違えてKAKASU

と表記している。

岡倉の最もよく知られている言葉、

“Asia is One"で始まる冒頭。

本
書
に
序
を
寄
せ
た
シ
ス
タ
ー

-
ニ
ヴ
エ
デ
ィ
タ
は
こ

う
書
い
て
い
る
。
「
ア
ジ
ア
を
地
即
一的
な
断
片
の
寄
せ
集

め
だ
と
想
像
す
る
人
も
多
い
が
、
そ
う
で
は
な
く
て
、
岡

倉
氏
の
よ
う
に
そ
れ
を
、
統

一
さ
れ
た
生
け
る
有
機
体
同

s
w
a
-
-
5ロ
m
o
a
s
u
sと
し
て
示
す
こ
と
、
そ
の
各
々

の
部
分
が
他
の
す
べ
て
に
依
存
し
、
単

一
だ
が
複
合
し
た

生
命
に
息
づ
い
て
い
る
全
体
吾
内
耳

z
z
g
g吾
5
加

国

丘口開

-m
gヨ
1
2
-
Fと
し
て
示
す
こ
と
に
は
、
こ
の
う

え
な
い
価
値
が
あ
る
」
と
。
こ
れ
が
イ
ン
ド
で
執
筆
さ
れ

た
と
推
定
さ
れ
る
冒
頭

「理
想
の
拡
が
り
↓

z
m
g
m
g

え

E
E
Z」
の
〉
色
白

2

0
口
町
に
呼
応
す
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
が
ふ
た
つ
の
文
明
を
分
け
隔
て
て
は
い
る
が
、

そ
れ
は
孔
子
の
共
同
主
義
と
‘ヴ
ェ
ー
ダ
の
個
人
主
義
と
を

か
え

っ
て
際
立
た
せ
て
い
る
。
だ
が
中
固
と
イ
ン
ド
と
を

翼
い
て
究
極
に
し
て
普
遍
な
る
も
の
へ
の
愛
が
横
溢
す
る

こ
と
を
、
こ
の
雪
の
障
壁
は

一
瞬
た
り
と
も
妨
げ
は
し
な

い
。
こ
の
雄
弁
に
し
て
詩
的
な
包
括
的
烏
敵
国
は
、
も
は

や
後
世
の
学
者
に
は
追
随
で
き
ま
い
。
こ
れ
に
つ
づ
い
て

岡
倉
は
「
ア
ジ
ア
は
ひ

t
つ
で
あ
る
と
し
て
、
同
様
に
真

実
な
の
は
、
ア
ジ
ア
の
諸
民
族
が
単

一
の
力
強
い
織
物
同

包ロ

m
z
g仲間
y
q
宅
与
を
な
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
」

t

畳
み
掛
け
る
。
宅内
σ
は
蜘
妹
の
巣
で
あ
れ
ば
、
縦
糸
横
糸

の
織
り
成
す
網
目
で
あ
り
、
繊
維
の
脈
絡
が
編
み
上
げ
る

柔
軟
性
を
も
暗
示
す
る
が
、
こ
れ
は
ニ
、
ヴ
エ
デ
ィ
タ
自
身

の
直
後
の
著
作

『
イ

ン
ド
生
活
の
織
物
』
↓

z
g与
え

『
任

E
E
r
(一
九
O
三
年
夏
脱
稿
)
の
鍵
言
葉
と
も
な
る
。

そ
の
う
え
で
、
岡
倉
は
へ

l
ゲ
ル
流
の
弁
証
法
を
も
っ

て
ん
じ
〈

て
唐

・
天
性
一
・
本
朝
の
三
角
形
を
描
い
て
み
せ
る
。
「こ

の
複
雑
さ
の
う
え
の
統

一
性

C
2
q・5
・8
自
立
内
同
与
を
ひ

と
き
わ
明
快
に
実
現
す
る
の
は
、
日
本
の
偉
大
な
る
特
権

だ

っ
た
」
と
い
う
の
だ
か
ら
。
日
本
は

「
ア
ジ
ア
す
べ
て

の
意
識
を
鏡
に
映
し
て
お
り
」
そ
れ
ぞ
助
け
た
の
が

「途

切
れ
る
こ
と
な
き
主
権
と
い
う
独
特
の
恵
み
、
征
服
さ
れ

る
経
験
な
き
人
種
の
自
扮
」
だ
と
述
べ
る
。
皇
統
を
誇
る

岡
倉
の
自
負
は
、

主
権
印

2
2
2宮
司
を
喪
失
し
た
亡
国

の
イ
ン
ド
の
苦
悩
を
目
に
し
た
体
験
に
一
一裏
打
ち
さ
れ
て
い

る
。

ニ
グ
エ
デ
ィ
タ
の
書
簡
か
ら
は
、
ふ
た
り
が
こ
の
話

題
で
応
酬
を
交
わ
し
た
様
子
も
判
る
。
「
ア
ジ
ア
の
文
化

の
歴
史
的
な
富
を
系
統
的
に
研
究
す
る
ニ
と
が
出
来
る
の

は
、
日
本
に
お
い
て
の
み
」。

そ
れ
は
中
固
と
イ
ン
ド
で

廃
境
を
目
に
し
た
岡
倉
の
実
感
で
も
あ
っ
た
。

「か
く
し
て
日
本
は
ア
ジ
ア
文
明
の
博
物
館
な
の
で
あ
る
。

だ
が
た
だ
の
博
物
館
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
こ
の
人
種
の

特
異
な
天
賦
は
、
士
口
き
を
失
う
こ
と
な
く
新
し
き
も
の
を

歓
迎
す
る
、
か
の
生
け
る
不
二

一
元
論

-E口
問
〉
号
自

5
5

の
精
神
を
以
っ
て
、
過
去
の
幾
多
の
理
想
の
あ
ら
ゆ
る
位

相
の
う
え
に
、
お
の
が
天
賦
を
棲
ま
わ
せ
た
の
だ
か
ら
」。

〉
含
呂
弓
コ
が
ベ

ン
ガ
ル
で
会

っ
た
近
代
ヒ
ン
ド
ゥ

l
改

054 

革
者
、
グ
ィ
グ
ェ
カ
|
ナ
ン
ダ
師
に
由
来
す
る
思
想
で
あ

る
こ
と
は
、
繰
り
返
す
ま
で
も
な
い
。
だ
が
岡
倉
は
そ
こ

に
独
自
の
と
い
う
か
、
我
田
引
水
の
解
釈
を
加
え
る
。
「
日

本
美
術
の
歴
史
は
、
か
く
し
て
ア
ジ
ア
の
諸
理
想
の
歴
史

t
な
る
|
l
そ
れ
は
東
洋
の
思
想
の
波
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
、

日
本
の
国
民
意
識
と
い
う
砂
浜
に
打
ち
寄
せ
る
度
に
、
渚

に
残
し
た
波
の
跡
な
の
だ
」。

悟
道
が
ひ
と
つ
に
収
数
す

る
と
い
う
元
来
の
包

g
E
の
教
え
は
、
こ
こ
で
は
歴
史

的
な
時
間
軸
上
に
展
開
し
た
美
が
、

日
本
列
島
の
渚
に
何

度
と
な
く
到
来
す
る
、
と
い
う
映
像
へ
と
変
奏
を
遂
げ
て

い
る
。
そ
れ
は
ま
た
九
鬼
隆

一
が、

一
九

O
O年
の
パ

リ

万
国
博
覧
会
の
折
に
刊
行
さ
れ
た
仏
文
の
『
日
本
美
術
史
」

の
序
文
で
述
べ
た
言
葉
と
も
呼
応
す
る
も
の
だ
っ
た
。

終
章
の

「展
望
」
〈
Z
S
に
は
菩
薩
が
登
場
す
る
。
現

世
に
苦
し
む
衆
生
を
見
捨
て
る
に
忍
び
な
か
っ
た
菩
薩
は
、

最
後
の
塵
の
ひ
と
つ
が
祝
福
を
受
け
る
ま
で
は
、
自
ら
が

浬
撲
に
安
ら
う
こ
と
を
拒
絶
し
た
。
こ
の

一
節
は
ニ
グ
エ

デ
ィ
タ
の
著
作
に
も
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
語
句
で
再
登
場

す
る
。
こ
の
謙
譲
と
共
感
の
美
徳
こ
そ
が
ア
ジ
ア
の
人
々

の
心
に
脈
打
つ
平
和
の
鼓
動

i
Z
3
2
0同
℃

g
gだ、

と
岡
倉
は
述
べ
る
。

ニ
グ
エ
デ
ィ
タ
は
そ
れ
を
自
著
の
結

論
部

「綜
合
」
で
「
ひ
と
つ
の
強
〈
脈
打
つ
生
命
の
波
動
」

門
Z
C門
甘
え
O
口町田門司

g
m
℃

C
Z
ヌ
E
m
--Pと
言
い
換
え
て

い
る
。
こ
の
段
階
で
ふ
た
り
の
著
者
は
、
互
い
に
明
ら
か

ら

な
共
鳴
現
象
を
口王
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
波
紋
を
残
し
た

、
引

7
1

砂
浜
に
岡
倉
は

「帝
釈
天
の
金
剛
石
の
綱
]
門
r
s
o
E

ロ巾円。片

岡孟
「
白
す
な
わ
ち
、
個
々
の
玉
の
う
ち
に
他
の
す

べ
て
が
映
ず
る
と
い
う
、

華
厳
経
の
説
く
比
鳴
を
見
て
い

た
。
「
ア
ジ
ア
は
ひ
と
つ
」
と
は
、
こ
の
目
肱
く
よ
う
な

連
鎖
の
相
映
に
他
な
ら
な
か

っ
た
。

日
本
美
術
史
の
概
論
に
、
こ
う
し
た
ア
ジ
ア
全
体
の
連

鎖
を
み
る
構
想
力
。
そ
こ
に
あ
ら
た
め
て

O
E
E
S
の
可

能
性
を
認
め
た
い
。
両
大
戦
聞
に
洋
の
東
西
を
湊
合
し
た

世
界
美
術
史
の
構
想
を
抱
い
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
の
美
術
史

家
、
ア
ン
リ

・
フ
ォ

シ
ヨ
ン
は
そ
の

『
北
斎
』
第
二
版

(
一



九
二
五
年
)
に
付
し
た
序
文
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。
「
ア
ジ

ア
中
の
哲
学
者
た
ち
、
詩
人
た
ち
、
芸
術
家
た
ち
の
作
品

か
ら
、
日
本
人
オ
カ
ク
ラ
は
、
お
そ
ら
く
は
架
空
の
も
の

だ
が
、
構
造
と
し
て
は
そ
の
民
族
の
天
賦
を
な
す
、
ひ

t

つ
の
連
続
性

5
m
gロ
S
EE
-河
口
マ
宮
市
出
n号
巾

5
2

1
口
正
問

8
5
5何
回

同

E
n
2
3
を
快
り
出
し
た
」
と
。

~~ --1 cj] 
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汀コ
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0 
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L 
ω 
司
ω 
コ

ニューヨークのセンチュリ

一社から刊行した初版本。

本
書
は
広
く
読
者
を
集
め
、
時
の
米
国
合
衆
国
大
統
領
、

セ
オ
ド
ア
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、
友
人
に
本
書
を
薦
め
ら

れ
る
と
、
す
で
に
昨
夜
読
了
し
た
ば
か
り
、
と
応
じ
た
と

い
う
。
一

九

O
三
年
後
半
か
ら
執
筆
さ
れ
、
日
露
戦
争
中

の

一
九

O
四
年
十

一
月
に
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
出
版
さ
れ
た
。

封
建
と
絶
対
君
主
制
と
の
結
合
か
ら
な
る
徳
川
幕
藩
体
制

が
、
内
外
の
危
機
に
際
会
し
て
い
か
に

「蜘
」
か
ら
脱
皮

を
遂
げ
、
近
代
国
家
へ
の
道
程
を
歩
み
始
め
た
か
。
そ
の

簡
潔
な
叙
述
は
、
日
露
戦
争
で
対
日
援
助
に
加
担
し
て
い

た
当
事
国
の
大
統
領
に
と
っ
て
も
有
益
な
参
考
書
だ
っ
た
。

y
l
ズ
ベ
戸
卜
は
自
分
の
妻
の
評
を
借
り
て
と
り
わ
け
日

本
の
女
性
の
地
位
に
関
す
る
記
述
に
満
足
の
色
を
表
し
た

と
い
う
。
ち
な
み
に
こ
の
練
腕
大
統
領
は
、
ア
フ
リ
カ
で

の
狩
猟
を
趣
味
と
し
、
パ
ナ
マ
運
河
完
成
と
利
権
導
入
に

関
与
し
、
ポ
|
ツ
マ
ス
条
約
締
結
の
立
役
者
と
な
る
。

そ
う
し
た
北
米
指
導
層
読
者
を
想
定
し
て
か
、
岡
倉
は

ペ
リ

l
来
航
を
、
日
本
の
覚
醒
に
と
っ
て
歴
史
的
な
好
機

で
あ
っ
た
と
評
し
、
そ
の
来
朝
五
十
周
年
に
日
本
で
上
陸

地
点
に
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
た
こ
と
を
書
き
漏
ら
さ
な
い
。

だ
が
同
時
に
、
欧
米
列
強
の
世
界
制
覇
が

「
白
禍
」

当
E
R
H
u
m
L
で
あ
っ
た
と
喝
破
し
、
当
時
欧
米
の
巷
に

横
行
し
て
い
た

「黄
禍
」
ペ
色
。
耳
目
》
内
正
論
に

一
矢
を
報

い
る
。
「
西
欧
の
栄
光
は
ア
ジ
ア
の
屈
辱
」
と
の
認
識
が

繰
り
返
し
強
調
さ
れ
、
西
側
世
界
の
独
善
的
な
常
識
に
修

正
を
迫
る
。
さ
ら
に
「
民
族
に
あ
っ
て
も
個
人
に
あ
っ
て

も
、
真
の
進
歩
を
な
す
の
は
、
外
か
ら
の
知
識
の
集
積
で

は
な
く
、
内
な
る
自
己
の
実
現
」
ロ

o
=
Z
R
2自
己
呂

S

O
『

虫
一同
『
白
口
市

0
5
rロ
O
宅
一
巾
巳

m
p
σ
Z円
円}凶巾「
g
E
N
由巳
C

コ
O
同

月
ゲ
巾
印
巾

R
5
任
日
で
あ
る
と
の
、

『東
洋
の
理
想
』
の
結
論

部
に
も
見
え
た
内
発
的
発
展
の
持
論
は
揺
る
が
な
い
。

徳
川
体
制
の
支
配
の
基
礎
と
そ
の
崩
撲
に
至
る
記
述
は
、

今
日
日
本
語
訳
で
読
め
ば
、
よ
く
て
常
識
的
、
悪
く
す
れ

ば
学
術
的
に
は
時
代
遅
れ
だ
ろ
う
。
だ
が
二
十
世
紀
初
頭

段
階
で
、
予
備
知
識
の
な
い
読
者
に
も
読
ま
せ
る
だ
け
の

説
得
力
あ
る
議
論
の
筆
力
は
侮
り
が
た
い
。
章
立
て
や
段

落
構
成
も
極
め
て
入
念
か
つ
周
到
で
あ
り
、
徳
川
思
想
史

や
主

A
n
'
t

こ
う

の
展
開
ひ
と
つ
と
っ
て
も
、
古
学

(山
鹿
素
行
宮
1
}
)

、
陽

1
ぇ

i
t

明
学
(
大
観
平
八
郎
の
ほ
か
、
名
前
は
挙
げ
な
い
が
、

中
江
藤
樹
{*
2
}、

《
企

ぎ

わ

ば

ん

ぎ

ん

リ

L
ち
ゅ
う

熊
沢
務
山
{*
三
)、
歴
史
学
派
(
国
学
の
こ
と
で
契
沖
す
主
か
ら
本

ー

だ

は

る

み

居
宣
長

す
5
}
、
村
田
春
海

(*
6
))
ら
の
知
的
役
割
を
、
骨
太

か
つ
相
補
的
に
描
き
出
す
図
式
は
模
範
的
と
い

っ
て
よ
い
。

残
さ
れ
た
覚
書
か
ら
も
、
豪
放
語
落
と
い
う
世
評
と
は
裏

腹
な
岡
倉
の
鰍
密
な
準
備
の
様
子
が
窺
わ
れ
る
。

当
時
の
反
響
は
弟
の
由
三
郎
に
よ
る

「と
な
り
の
う
わ

さ
」
か
ら
も
一
端
が
知
ら
れ
る
。

ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク

「
グ
ロ

ー
ブ
』
紙
は
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
1

ン
の
遺
著
と
併
記

し
て
、
日
本
史
の
大
勢
と
日
本
の
勃
興
の
所
以
を
知
る
う

え
で
不
可
欠
と
評
し
た
。
「
タ
イ
ム
ズ
』
紙
は
、
そ
の
文

は
直
裁
に
し
て
詩
趣
を
帯
び
、
模
範
と
す
べ
き
で
あ
り
、

日
本
の
進
歩
発
展
に
つ
い
て
哲
学
的
に
叙
述
さ
れ
て
い
る

と
要
約
し
た
。
ま
た

『
ク
リ
テ
ィ

ッ
ク
』
誌
も
陽
明
学
の

下
り
で
の
「
龍
」
の
比
仏
怖
を
、
秀
逸
な
る
「
散
文
詩
」
と

賞
賛
し
た
。
ち
な
み
に
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
は
岡
倉
没
後
、

陳
容
の
傑
作
《
九
龍
図
》
(
南
宋
)
(
五
三
頁
参
照
)
を
購
入
す

る
が
、
「
生
命
そ
の
も
の
の
霊
」
の
生
々
流
転
、
脱
皮
再

生
す
る
「
柔
ら
か
な
有
機
体
」
の
「
象
徴
的
イ
メ
ー
ジ
」
は
、

東
洋
精
神
理
解
に
は
不
可
欠
だ
っ
た
。
横
山
大
観
が
滞
米

中
に
制
作
し
た

《
双
龍
奪
珠
》(一

七
三
頁
参
照
)
は
、
岡
倉

没
後
、
マ
ク
ラ
ク
ド
経
由
で
ガ

l
ド
ナ

l
夫
人
の
所
蔵
に

帰
す
る
が
、
背
後
に
は
日
露
戦
争
が
透
け
て
見
え
る
。

最
終
章
「
日
本
と
平
和
」
は
北
米
到
着
後
現
地
で
執
筆

さ
れ
た
ら
し
く
、
時
局
的
評
論
の
色
彩
が
濃
い
。『
シ
カ
ゴ

・

ト
リ
ビ
ュ

|
ン
』
紙
は
、
岡
倉
の
知
友
ギ
ル
ダ
ー
の
筆
で

こ
れ
に
触
れ
、

「帝
国
は
武
勇
の
国
だ
が
、
自
ら
好
ん
で

戦
端
を
聞
く
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
平
和
を
希
求
す
る
」

と
要
約
す
る
。
日
露
の
戦
端
は
「
龍
の
逆
鱗
に
触
れ
た
」

不
可
避
の
事
態
と
述
べ
る
岡
倉
は
、
本
書
を
次
の
文
章
で

閉
じ
て
い
る
。
「
世
界
は
な
お
人
間
性
の
闇

ι5
r
o『

E
S
E
-
q
の
な
か
に
あ
る
。
欧
州
は
我
ら
に
戦
争
を
教

え
た
。
欧
州
は
い
つ
平
和
の
祝
福
を
習
得
す
る
の
だ
ろ
う

か
さ

y
g
田
町
田
口
岳

Z
2
5
吾
巾

乞
巾
包
昌
広
司

2
8
3
と
。

*
1
山
鹿
素
行
一
二
八
二
二

1
一
六
八
五
。
儒
者
・
兵
学
者
。
会

津
若
松
生
ま
れ
。
林
羅
山
に
漢
籍
、
小
幡
景
憲
と
北
条
氏
長
に
兵
学
、

広
田
坦
斎
に
和
歌
、
光
宥
か
ら
神
道
を
学
ぶ
。
著
作
は
『
聖
教
要
録
」

な
ど
多
数
。

本

2

中
江
藤
樹
一
六
O
八
1
一
六
四
八
。
儒
者
。
日
本
陽
明
学

の
祖
。
近
江
生
ま
れ
。
世
に
近
江
聖
人
と
称
せ
ら
れ
る
。

*
3

熊
沢
蕃
山
一
六
一
九
i
一
六
九
一
。
儒
者
。
中
江
藤
樹
に

陽
明
学
を
ま
な
び
治
水
や
救
民
に
注
力
し
た
。
著
作
に
『
集
義
和
書
』
、

『集
義
外
書
』
な
ど
多
数
。

本

4

契
沖
一
六
回
0
1
一七
O
一
。
江
戸
時
代
中
期
の
真
言
宗

の
僧
で
あ
り
、
古
典
学
者
(
国
学
者
)
。

牢

5

本
居
宣
長
一
七
三
0
1
一八
O
一
。
国
学
者
。
伊
勢
松
坂

生
ま
れ
。
国
学
四
大
人
の
一
人
。
『
古
事
記
伝
』『
玉
く
し
げ
』
な
ど

を
著
す
。

*
6

村
田
春
海
・
一
七
四
六
1
一
八
一
一

。
国
学
者
・
歌
人
。
賀

茂
真
淵
門
下
で
仮
名
遣
い
の
研
究
で
知
ら
れ
、
和
歌
に
も
秀
で
た
。

著
書
に
『
神
道
士
山
』
。

世界のOKAKURA055 
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第 1章は、 THECUP OF 

HUMANITYo "'茶は本来

薬として用いられ、やがて

飲み物となった…・"から

始まる印象的な文章

H
，
F
O凶
向

者

Y
O
Bロ
ロ

O円
『
町
内
}

号

巾

一

5
-g何
回
印

O『

m
B
R

門

7
5明
白

百

円

Y
2
5巳
〈
四
国
白
『
巾
同
】
U
門
門

0

0
〈
巾
『

}o
o
r
門

宮

加
『
巾
国
門
ロ
何
回
目
。
『

一
昨
己
巾
門
}
己
口
問
的
↑
コ
。
同

7
2
1目・

わ
い
し
よ
う

偉
大
と
い
わ
れ
る
も
の
が
い
か
に
綬
小
か
を
己
が
う
ち

に
感
じ
ら
れ
な
い
者
は
、
他
者
の
う
ち
な
る
小
さ
な
存
在

が
い
か
に
偉
大
か
を
も
見
過
ご
し
が
ち
な
も
の
だ
、
と
い

う
。
『
茶
の
本
』
冒
頭
近
く
の
文
だ
が
、
岡
倉
の
『
東
洋

の
理
想
』
出
版
に
尽
力
し
た
ニ
グ
エ
デ
ィ
タ
の
マ
ク
ラ
ウ

ド
宛
書
簡
に
も
、

「東
洋
の
理
想
』
出
版

t
い
う
「
小
さ

な
献
身
」
こ
そ
が
何
よ
り
も
偉
大
だ
、
と
あ
っ
た
。
極
小

の
う
ち
に
極
大
を
捉
え
る
華
厳
の
極
意
が
、
か
れ
ら
の
信

念
だ
っ
た
。
岡
倉
が
同
じ
段
落
で
ニ
グ
エ
デ
ィ
タ
の
著
『
イ

ン
ド
生
活
の
織
物
』
に
言
及
し
て
い
る
の
も
、
偶
然
で
は

な
い
。
西
欧
の
他
者
と
し
て
小
さ
な
も
の
の
精
神
性
を
語

り
た
い
。
そ
の
積
年
の
希
求
は

『茶
の
本
』
冒
頭
か
ら
横

溢
し
て
い
る
。
そ
の
・
撃
を
題
し
て
〉
わ
ロ
唱
え
}
巨
自
由

2
q

と
い
う
。
前
著
「
日
本
の
覚
醒
』
の
最
後
に
は
り
ロ
尖
O
『

}
E
S
E
-々
と
あ
っ
た
。
人
間
性
の
暗
閣
の
な
か
に
点
る

t
bし
ぴ

小
さ
な
器
と
い
う
灯
。
そ
こ
に
岡
倉
は
日
露
戦
争
後
の
東

洋
美
学
の
原
点
を
探
ろ
う
と
す
る
。

ガ
ー
ド
ナ
|
夫
人
は
、
ボ
ス
ト
ン
か
ら
フ
ィ
レ
ン
ツ
エ

に
居
る
美
術
史
家
バ

ー
ナ
ー
ド
・
ベ
レ
ン
ソ
ン
に
宛
て
た

書
簡
で
、
岡
倉
が
宗
匠
を
務
め
た
、
夕
刻
の
庭
で
の
チ
ャ

ノ
ユ
の
感
激
を
綴
っ
て
い
る
。
『
茶
の
本
』
を
構
成
す
る

幾
つ
か
の
章
に
つ
い
て
、
岡
倉
は
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
女
性
た
ち
に
講
話
を
試
み
て
い
る
。
ま
た

生
け
花
に
つ
い
て
文
章
を
所
望
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
も

本
書
の
原
型
に
寄
与
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

一
九

O

四
年
セ

ン
ト
ル
イ
ス
万
国
博
覧
会
で
、
岡
倉
は
欠
席
し
た

ル
|
ヴ
ル
美
術
館
館
長
の
代
役
を
請
わ
れ
る
。
そ
の
講
演

「絵
画
に
お
け
る
近
代
の
問
題
」
で
岡
倉
は
「
共
感
の
整
術」

に
触
れ
、
観
衆
と
整
術
家
と
が

「
共
感
の
婆
術
を
完
成
す

る
真
剣
な
試
み
」
と
し
て

「
茶
の
湯
」
を
取
り
上
げ
る
。

チ
ャ
ノ
ユ
も
ま
た
、
形
式
に
囚
わ
れ
る
と
無
意
味
な
も
の

に
堕
落
す
る
危
険
を
秘
め
て
お
り
、
儀
式
で
な
い
か
ら
こ

そ
儀
式
と
呼
ば
れ
る
の
だ
、
と
説
い
て
い
た
。

そ
の
共
感
を
伝
え
る
の
に
、
岡
倉
は
巧
み
な
響
を
も
っ

て
す
る
。
荘
子
が
河
の
畔
で

「な
ん
と
魚
は
楽
し
く
水
中

を
泳
い
で
い
る
こ
と
か
」
と
叫
ぶ
。
友
人
が
「
魚
で
も
な

い
の
に
、
ど
う
し
て
楽
し
ん
で
い
る
と
わ
か
る
」
と
詩
る

と
、
荘
子
は
こ
う
返
す
。
「
君
こ
そ
私
で
は
な
い
の
に
」
と
。

「ど
う
し
て
魚
が
楽
し
ん
で
い
る
の
が
私
に
分
か
ら
な
い

と
、
君
に
は
分
か
る
の
だ
」
。
E
O
君
号
可
O己

E
O宅
岳
民

【

乱

。

コ

ヌ

rコ
。

者

門

Z
F
Z
M
同
門
市
内
ロ
す
豆
ロ
間
門
町
内
ヨ
回
目
]〈
巾
凶

た

ん

か

槻
の
極
意
も
同
様
で
あ
る
。
丹
霞
和
尚
{
と
が
冬
の
寒
い

日
に
、
木
彫
の
仏
像
を
壊
し
て
火
に
く
べ
て
暖
を
取
る
。

端
に
居
た
者
が
驚
惇
し
て
「な
ん
た
る
冒
漬
」
と
叫
ぶ
。
「い

や
灰
か
ら
舎
利
を
頂
戴
し
よ
う

t
思
っ
て
な
」
と
和
尚
は

穏
や
か
に
答
え
る
。
「
こ
ん
な
像
か
ら
舎
利
は
取
れ
ま
す

ま
い
に
」
と
怒
気
を
含
ん
だ
反
論
が
く
る
と
、
こ
れ
に
丹

霞
は

こ
う
返
す
。
「
舎
利
が
取
れ
な
け
れ
ば
こ
れ
は
仏
陀

で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
と
な
れ
ば
私
は
冒
漬
な
ど

犯
し
て
お
ら
ぬ
こ
と
に
な
る
な
」
と
。
英
文
原
文
で
み
れ

ば
、
岡
倉
が
見
事
に
平
俗
な
談
話
の
機
知
で
、
社
交
界
の

上
流
婦
人
た
ち
か
ら
笑
い
を
取
っ
た
様
も
紡
仰
と
す
る
。

彼
は
道
教
や
禅
の
提
要
を
楽
し
く
語
っ
て
聞
か
せ
、
共
感

の
な
ん
た
る
か
を
、
共
感
の
欠
如
が
招
く
失
態
の
う
ち
に
、

笑
い
と
と
も
に
諭
し
、
聴
衆
の
共
感
を
獲
得
し
た
。

日
本
で
は
英
文
に
よ
る
古
典
と
し
て
遇
さ
れ
た
た
め
、

『
茶
の
本
』
の
こ
う
し
た
理
知
の
軽
妙
き
が
見
逃
さ
れ
、

か
え
っ
て
敬
遠
さ
れ
た
嫌
い
が
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
だ

が
一
度
落
語
の
ノ
リ
で
読
む
と
、
こ
れ
は
抱
腹
絶
倒
も
の

な
の
で
あ
る
。
次
の
章
「
茶
室」

な
ど
、
欧
米
の
読
者
に

対
す
る
当
て
つ
け
同
然
の
郷
織
に
満
ち
て
い
る
。
茶
室
の

「絶
対
の
空
虚
」
与

g
Z
E可
巾
ヨ
℃
々
は
、
欧
米
の
邸
宅
や

博
物
館
の
「
が
ら
く
た
の
野
卑
な
富
の
見
せ
び
ら
か
し
」

と
対
比
さ
れ
る
。
「
日
々
色
彩
と
形
態
の
か
か
る
混
乱
の

う
ち
に
生
存
す
る
に
は
」
、
「強
大
な
ま
で
に
豊
か
な
鍛
賞

能
力
」
B
ぷ

r
q
司

E]任
。
町
田
℃
℃
5
0巳
5
ロ
が
な
く
て
は

適
う
ま
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
こ
れ
は
「
鑑
賞
な
ん
て
無

理
」
と
い
う
痛
烈
な
皮
肉
、
見
え
透
い
た
反
語
で
あ
る
。「
西

洋
で
は
さ
ま
、ざ
ま
な
口
問
々
が
暖
炉
の
上
や
こ
こ
か
し
こ
に

所
狭
し
と
左
右
均
衡
に
配
さ
れ
て
い
る
。
西
洋
の
家
で
は

我
々
の
阪
に
は
無
用
な
繰
り
返
し
と
映
る
も
の
に
出
喰
わ

す
こ
と
が
再
々
だ
。
主
人
と
話
す
の
に
、
ご
自
身
の
等
身

大
の
肖
像
が
背
後
か
ら
こ
ち
ら
を
見
つ
め
て
い
て
、
こ
れ

に
は
参
る
。
ど
っ
ち
が
本
物
な
ん
だ
ろ
う
。
絵
の
な
か
の

彼
の
ほ
う
か
、
話
し
て
い
る
彼
の
ほ
う
か
、
な
ど
と
考
え

る
う
ち
に
、
ど
ち
ら
か
一
方
は
偽
物
に
違
い
な
い
と
い
っ

た
、
妙
な
確
信
が
沸
い
て
く
る
」。

食
堂
の
壁
に
は

「狩

の
犠
牲
と
な
っ
た
動
物
」
や
ら

「魚
や
ら
果
物
」
が
や
た

ら
と
陳
列
さ
れ
て
い
て
、

「消
化
の
邪
魔
」
と
な
る
こ
と

甚
だ
し
い
。
そ
れ
に
、
な
ん
だ
っ
て
家
族
の
肖
像
が
麗
々

し
く
飾
つ
で
あ
り
、
こ
こ
で
「
晩
餐
に
集
い
、
死
ん
だ
人
々
」

の
こ
と
を
、
賓
客
に
ま
で
思
い
起
こ
さ
せ
よ
う
と
い
う
の

だ
ろ
う
。
原
文
で
み
る
と
五
回

7
2
E仏

F
E
q
-
-
4
5
E

自
己
【
同

2
53と
頭
韻
が
畳
み
掛
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
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も
北
米
の
聴
衆
の
爆
笑
を
誘
い
、
読
者
に
苦
笑
を
強
い
る

御
悪
戯
が
仕
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の

一
節
、
元
来
は
ほ
か

な
ら
ぬ
パ
ト
ロ
ン
の
大
富
豪
、
ガ
ー
ド
ナ

l
夫
人
の
邸
宅

を
邦
検
す
る
殺
し
文
句
、
だ
っ
た
筈
。
こ
こ
に
も
岡
倉
の
漢

詩
の
素
養
が
、
遠
慮
会
釈
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
下
準
備
の
末
に
本
題
が
く
る
。
ひ
と
つ
は
伯

り
?
ヲ
一
も
ん

牙
の
琴
馴
ら
し
の
逸
話
だ
ろ
う
。
舞
台
と
な
る
龍
門
は
岡

倉
自
ら
訪
れ
た
遺
跡
、
だ
っ
た
。
龍
門
の
桐
の
老
木
か
ら
作

ら
れ
て
皇
帝
に
献
上
さ
れ
た
琴
は
、
ど
ん
な
名
手
の
腕
に

も
答
え
な
い
。
だ
が
伯
牙
が
奏
で
る
と
琴
が
生
き
返
っ
た
。

伯
牙
の
演
奏
の
岡
倉
に
よ
る
再
現
は

一
幅
の
交
響
詩
と
評

し
て
よ
い
。
そ
の
演
奏
に
忘
我
巾

g
g々
を
味
わ
っ
た
皇

…

帝
が
伯
牙
に
尋
ね
る
と
、
自
分
は
た
だ
琴
が
選
ぶ
に
任
せ

た
だ
け
の
こ
と
。
も
は
や
琴
が
伯
牙
か
伯
牙
が
琴
か
の
分

…

別
も
つ
か
な
か

っ
た
と
道
士
は
答
え
た
。
「
響
術
に
お
け

る
精
神
の
出
会
い
ほ
ど
聖
な
る
も
の
は
な
い
。
出
会
い
の

瞬
間
、
警
術
愛
好
者
は
自
ら
を
超
越
す
る
。
か
れ
は
彼
で

あ
り
、
し
か
も
彼
で
な
い
」
宮

広

告

ι
2
5同
彼
は
存

在
し
つ
つ
不
在
と
な
る
。
そ
し
て
そ
の
瞬
間

「彼
は
無
限

を
一
瞥
す
る
」

n民
n
Y
2
2山口
B
℃
印
冊
。
コ
ロ
片
山

2
q。
「忘
我」

巾門
m
g々
と
は
語
源
と
し
て
自
ら
の
外
に
出
る
、
す
な
わ

ち
脱
魂
状
態
を
・
意
味
し
て
い
る
。
そ
し
て
自
己
で
あ
り
、

か
つ
自
己
で
な
い
状
態
は
、
人
を
し
て
個
の
殻
か
ら
解
き

ゼ

…

放
ち
、
無
限
の
何
た
る
か
を

一
瞬
、だ
が
垣
間
見
る
。
岡
倉

は
努
め
て
平
易
な
表
現
を
選
ん
で
い
る
。
だ
が
そ
の
内
容

は
深
い
。
岡
倉
の
精
神
的
な
息
子
と
い
っ
て
よ
い
哲
学
者

の
九
鬼
周
造
は
、

一
九
二
八
年
ポ
ン
テ
ィ
ニ

|
の
哲
学
者

…

の
集
い
で
フ
ラ
ン
ス
語
講
演
を
行
っ
た
際
に
、
東
洋
の
神

秘
主
義
を
語
り
、
岡
倉
の
こ
の

一
節
を
脱
我

Z
Zム
20F

と
い
う
術
語
に
定
式
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

続
く
「
花
」
の
章
で
は
、
酷
暑
の
夏
の
目
、
招
か
れ
た

茶
室
の
灰
暗
い
涼
気
の
奥
に
、

一
輪
の
百
合
の
花
が
浮
か

び
上
が
る
。
そ
れ
は
「
人
生
の
愚
か
し
き
に
微
笑
む
」

∞

gr白

:zrc]阿
佐
日
印
刷
。
ご
-P
こ
の
「
愚
」
は
第

一

章
最
後
の
岳
四
宮
田
口
正
E
P
o
-
-∞
7
5
a
o同
岳
ヨ
岡
田
に
呼

応
す
る
大
愚
の
笑
。
さ
ら
に
、
利
休
が
秀
吉
に
見
せ
た
た

っ
た

一
輸
の
朝
顔
。
花
供
養
目
。
司

q
r
Q民
2
そ
し
て

死
を
誇
る
桜
。
そ
れ
ら
の
花
々
が
、
利
休
の
自
刃
に
よ
っ

て
本
書
を
劇
的
に
閉
じ
る
た
め
の
予
兆
を
な
し
て
い
る
こ

と
は
、
疑
い
あ
る
ま
い
。
繋
術
を
措
い
て
他
に
永
遠
な
る

も
の
は
な
く
、
整
術
に
お
い
て
現
在
は
永
遠
と
な
る
。

本
丹
霞
和
尚
七
三
八
1
八
二
回
。
丹
霞
天
然
禅
師
の
こ
と
。

『
東
洋
の
覚
醒
』

↓z
o
h
F
g
ω
R
0
2
一コ也

0
2
2
0
m
ω
包

こ
の
題
名
を
付
し
た
英
文
著
作
は
岡
倉
生
前
に
は
存
在

し
な
い
。
宅
市
民
巾

0
5
ほ
か
の
仮
題
を
も
っ
手
稿
が
、
昭

和
十
三

(
一九
三
八
)
年
こ
ろ
岡
倉
の
遺
品
の
な
か
か
ら
孫

の
古
志
郎
に
よ
っ

て
発
見
さ
れ
た
と
い
い
、
そ
れ
は
ま
ず

河
出
書
房
か
ら
『
理
想
の
再
建
』

t
い
う
題
名
で
和
訳
さ

れ
る
(
岡
倉

一雄
・古
志
郎
編
)
。
翌
年
、
浅
野
晃
に
よ
り

『東

洋
の
覚
醒
』
と
改
題
さ
れ
た
和
文
訳
が
型
文
閣
版
『
岡
倉

天
心
全
集
』
第
二
巻
に
納
め
ら
れ
る
。
同
じ
浅
野
の
校
訂

し
た
英
文
が
斗
宮
〉
耳
呉
市
ロ
ヨ
問
。
『
岳
巾

0
5
Rと
の
題

名
で
昭
和
十
五
(
一九
四
O
)
年
、
す
な
わ
ち
皇
紀
二
六

O

O
年
に
版
行
さ
れ
た
。
佐
藤
信
衛
は
『岡
倉
天
心
』
(
新
潮
社
、

一九
四
四
)
で

「わ
れ
ら
は
こ
と
い
う
題
名
に
触
れ
、
こ

の
手
稿
(
佐
藤
は
者
ぬ
問
。

0
2
と
表
記
)
は
、
岡
倉
の

一
度
目

の
イ
ン
ド
滞
在
中
、
「
東
洋
の
理
想
』
と
は
別
に
執
筆
さ

れ
た
未
定
稿
と
の
見
解
を
示
す
。
続
く

『
日
本
の
覚
醒
』

で

「
ア
ジ
ア
の
夜
」
「白
禍
」
な
ど
の
章
が
出
版
さ
れ
る

に
及
び
、
不
要
の
原
稿
と
な
っ
た
が
、
そ
の
草
稿
の

一
句

一
句
は
「
昭
和
十
六
年
末
か
ら
俄
か
に
聞
か
れ
た
東
洋
の

新
し
い
事
態
を
説
明
す
る
の
に
こ
の

一
編
に
ま
さ
る
も
の

は
な
い
」
状
況
が
到
来
し
た
||
』
そ
れ
が
、
「
大
東
亜
戦
争
」

下
で
の
佐
藤
の

「天
心
」
解
釈
で
あ
る
。

「
ア
ジ
ア
の
兄
弟
姉
妹
た
ち
よ
」
の
呼
び
か
け
で
始
ま
る

書
き
出
し
は
、
グ
ィ
グ
ェ
カ
|
ナ
ン
ダ
の
シ
カ
ゴ
万
国
博

覧
会
・
世
界
宗
教
会
議
(
一八
九
三
年
)
で
の
回目
頭
を
意
識
し

た
も
の
と
の
想
定
が
、
何
人
か
の
研
究
者
に
よ

っ
て
な
さ

れ
て
い
る
。
政
治
的
な
ア
ジ
テ
イ
シ
ョ
ン
と
い
っ
て
よ
い

激
烈
か
つ
詩
的
な
文
体
は
、
先
立
つ

『東
洋
の
理
想
』
の

日
本
美
術
史
沿
革
の
記
述
、
続
く
『
日
本
の
覚
醒
」
の
日

本
近
世
政
治
思
想
史
祖
述
の
、
い
わ
ば
学
術
的
な
論
文
体

t
は
大
き
く
異
な
る
。
ベ
ン
ガ
ル
で
ス
レ
ン
ら
若
い
独
立

派
の
闘
士
た
ち
と
語
ら
っ
た
熱
気
が
直
に
伝
わ
る
搬
文
と

い
っ
て
よ
い
。
事
実
ニ
グ
エ
デ
ィ
タ
は
マ
ク
ラ
ク
ド
宛
書

簡
で
、
も
し
こ
の
原
稿
の
存
在
が
(
『
東
洋
の
理
想
』
の
出
版
社
)

「
マ
レ

l
に
知
れ
た
ら
、
私
た
ち
は
全
員
監
獄
行
き
で
す
」

と
(
書
簡
開
封
検
閲
の
危
険
を
承
知
の
う
え
で
)
綴
っ
て
い
る
。
思

う
に
岡
倉
は
こ
こ
で
、
聴
衆
を
挑
発
す
る
英
語
の
演
説
文

体
の
研
錬
を
存
分
に
積
ん
だ
よ
う
だ
。

従
来
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
、
幾
つ
か
補
っ
て
お

こ
う
。
ひ
と
つ
に
は
こ
こ
で
も
ま
た
ニ
グ
エ
デ
ィ
タ
の
著

作

『
イ
ン
ド
生
活
の
織
物
』
と
の
相
聞
が
指
摘
で
き
る
。

キ
リ
ス
ト
教
も
含
め
世
界
の
大
宗
教
は
す
べ

て
東
洋
に
源

を
見
出
す
。
糸
紡
ぎ
の
女
も
農
夫
も
、
乞
食
も
不
可
触
民

や
巡
礼
も
、
い
ず
れ
も
が
東
洋
の
偉
大
な
る
天
菓
m忘
に

与
し
て
い
る
。
そ
し
て
西
洋
に
お
け
る
自
由
と
は
粗
野
で

独
善
な
権
利
の
主
張
だ
が
、
東
洋
に
は
そ
れ
よ
り
も
優
れ

た
自
由
の
精
神
が
横
読
し
て
い
る
。
東
洋
の
女
性
・
母
性

s
o
p
m
p
o
a
に
は
そ
の
理
想
が
実
現
さ
れ
て
い
る
。
二

十
世
紀
初
め
の
イ
ン
ド
で
、
ふ
た
り
は
こ
う
し
た
意
見
を

共
有
し
て
い
た
。
さ
ら
に
「
剣
」
の
章
の
冒
頭
、
「
オ
|
ム、

栄
光
の
剣
よ
」
に
始
ま
る
連
鵡
は
、
ニ
グ
エ
デ
ィ
タ
の
『
母

な
る
カ

i
リ
l
』
(
一九
O
一)
な
く
し
て
は
理
解
で
き
ま
い
。

べ
ン
ガ
ル
に
お
け
る
漆
黒
の
破
壊
の
女
神
へ
の
民
衆
の
熱

烈
な
る
信
仰
は
、
岡
倉
に
、
密
教
の
不
動
明
王
が
今
に
生

け
る
様
を
、
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
た
。
そ
の
不
動
明
王

の
倶
利
伽
羅
剣
に
炎
と
化
す
龍
が
、
東
洋
の
覚
醒
の
象
徴

と
な
る
。

(
い
な
が
し
げ
み
)
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天
心
の
メ
デ
ィ
ア
戦
略

稲
賀
繁
美

と
い
う
こ

t
だ
。
こ
れ
は
現
代
で
も
、

た
と
え
ば
留
学

「お
い
ら
は
第
一
回
の
洋
行
の
時
か
ら
、
殆
ど
欧
米
を

和
服
で
通
っ
て
ゐ
る
。
お
前
達
も
せ
め
て
英
語
が
滑
ら

か
に
喋
れ
る
自
信
が
つ
い
た
な
ら
ば
、
海
外
の
旅
行
に

日
本
服
を
用
ひ
た
方
が
い
h

こ
と
を
教
へ
て
置
く
。
し

か
し
破
格
(
プ
ロ
|
ク
ン)
の
語
学
で
和
服
を
着
て
歩
く
こ

と
は
、
甚
だ
賛
成
し
難
い
」

息
子
の

一
雄
が
父
か
ら
語
り
聞
か
さ
れ
た
言
葉
と
し

て
伝
え
る
と
こ
ろ
だ
(
『父
岡
倉
天
心
』)。

人
目
を
惹
く
に

値
す
る
風
体
を
取
る
に
は
、
注
目
さ
れ
て
も
対
応
で
き

る
だ
け
の
用
意
が
あ
ら
か
じ
め
必
要
、
と
の
教
訓
だ
ろ

う
。
逆
に
い
え
ば
、
英
語
で
太
万
打
ち
で
き
る
自
信
が

あ
る
な
ら
、
欧
米
旅
行
に
は
異
様
な
風
袋
が
効
果
的
、

生
ス
ピ

ー
チ
・
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
で
目
に
す
る
光
景
で

は
あ
る
ま
い
か
。
背
広
よ
り
は
ア
フ
リ
カ
の
民
族
衣
装

を
着
け
た
方
が
目
立
つ
。
同
様
に
羽
織
袴
は
、

一
度
外

国
に
出
た
な
ら
ば
、
国
土
然
と
し
た
押
し
出
し
を
演
出

す
る
。

も
ち
ろ
ん
衣
装
は
、
場
所
が
ら
を
計
算
に
入
れ
な
け

れ
ば
効
果
を
発
揮
し
な
い
。
最
初
の
中
国
旅
行
で
は
、

岡
倉

一
行
は
北
京
で
締
髪
を
装
っ
た
霊
や
帽
子
を
入
手

し
て
、
現
地
の

「
支
那
人
」
に
変
装
し
た
と
い
う
。
ま

だ
日
清
戦
争
以
前
で
、
外
国
か
ら
来
た
東
洋
人
な
ど
足

元
を
見
ら
れ
、
悪
く
す
れ
ば
追
制
に
遭
い
か
ね
な
い
か

166 

平梅田中

《岡倉天心銅像》
昭和6(1931)年ブロンズ

東京整術大学蔵

.本像は、当時の東京美術学校

校長の正木直彦が、岡倉の肖像

が校内にまだ無いことを理由に

自身の肖像制作を固辞したこと

が契機となった。本像の制作は

日本美術院の協力で進められた

ため、明治31年の美術学校騒

動以来、疎遠となっていた同校

と美術院の関係改善に一役買う

格好となった。 田中は後にこの

像の原型から数体の胸像をブロ

ンズ鋳造しているが、岡倉に対

する尊崇の念を込めていずれも

仏像のように金箔を施している。

(藤井明)

こ
れ
と
好
対
照
な
の
が
、
岡
倉
発
案
と
さ
れ
る
、

東
京
美
術
学
校
の
制
服
だ
ろ
う
か
。
今
泉
雄
作
の
説
で

の

み

す

〈

ね

た
い
ま
の

り

は

や

は
、
興
福
寺
に
あ
る
野
見
宿
禰
と
当
麻
蹴
速
の
図
を
元

み
ぞ
μ
、
ち
そ
う
ぶ
ん

〈

ろ

か

わ

ま

よ

り

に
し
た
と
い
い
、
溝
口
宗
文
に
よ
れ
ば
、
黒
川
真
頼
す

ゃ
ま
だ
あ
き
よ
し

と
が
考
案
し
た
も
の
で
、
司
法
大
臣
山
田
顕
義
の
依
頼

に
よ
る
裁
判
服
や
弁
護
士
の
法
廷
服
を
岡
倉
が
借
用
し

た
と
も
、
逆
に
岡
倉
借
用
の
美
術
学
校
制
服
が
、
法
廷

で
利
用
さ
れ
た
と
の
風
評
も
あ
る
。
古
代
の
文
官
が
着

け
っ
て
き

用
し
た
闘
服
・
折
烏
帽
子
と
称
す
る
そ
う
で
、
校
長
は

〈
ろ

rん
す

ら

し

ゃ

黒
椴
子
、
教
職
員
は
葡
萄
色
の
綾
織
羅
紗
、
生
徒
は
オ

リ
ー
グ
色
の
カ
シ
ミ
ヤ
だ
っ
た
と
い
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
岡
倉
は
こ
の
制
服
制
帽
が
お
得
意

ら
だ
。



だ
っ
た
ら
し
く
、
愛
馬
「
若
草
」
騎
乗
の
姿
を
写
真
に

め
ず
ら
し

撮
ら
せ
、
関
係
者
に
配
っ
て
い
る
。
靴
は
海
豹
の
皮
革

だ
っ
た
い
う
。
明
治
二
十
二
(
一

八
八
九
)
年
の
大
日
本

帝
国
憲
法
発
布
の
日
に
は
、

一
同
こ
れ
を
着
用
に
及
び

二
重
橋
前
を
行
進
し
た
と
い
い
、
ま
た
翌
年
の
第
三
囲

内
国
勧
業
博
覧
会
で
も
岡
倉
は
こ
の
制
服
姿
で
玉
座
左

の
高
等
官
に
立
ち
混
じ
り
、
異
彩
を
放
っ
た
と
い
わ
れ

る
。
平
櫛
田
中
の
《
岡
倉
天
心
像
》
が
そ
の
姿
を
銅
像

で
伝
え
て
い
る
。
目
立
つ
が
実
用
に
は
不
向
き
だ
っ
た

p
p』

'u，
勺
ノ
。

愛馬・若草号に乗って東京美術学校へ通勤した。明治25年 11月。

欧
米
で
活
躍
し
た
同
時
代
の
東
洋
人
が
い
か
な
る
服

装
を
ま
と
っ
て
「
ア
ジ
ア
」
を
演
出
し
た
か
は
、
研
究

こ
ミ
う
め
い

に
値
す
る
。
清
朝
遺
臣
と
し
て
著
名
な
儒
者
・
事
鴻
銘

ou
出
ふ
ロ
m
B宮市山
(
一
八
五
七
1
一九
二
八
)
は
晩
年
ま
で
榊

髪
を
垂
ら
し

BM二回
R
E
5
t称
し
、
西
洋
人
の
、
不
ク
タ

イ
を
噸
笑
っ
た
。
岡
倉
と
も
交
友
の
あ
っ
た
詩
人
の
タ

ゴ
ー
ル
の
服
も
、
ベ
ン
ガ
ル
の
伝
統
と
は
無
縁
で
、
自

己
の
発
案
と
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
裸
体
姿
で
糸
車
を
廻

す
ガ
ン
ジ
ー
へ
の
対
抗
意
識
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
ボ
ス

ト
ン
の
名
門
に
生
ま
れ

「村
の
鍛
冶
屋
」
の
詩
人
を
父

に
持
つ
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ロ
ン
グ
フ
エ
ロ

l
は
、
ド
ロ
ッ

プ
・
ア
ウ
ト
の
証
に
、
横
浜
で
全
身
に
刺
青
を
施
し
た
。

J

ボ
ス
ト
ン
よ
り
戻
っ
た
岡
倉
は
、
五
浦
で
釣
人
姿
を
写

ゐ
や
か

真
に
撮
ら
せ
た
が
、
そ
の
皮
蓑
は
巌
子
陵
言
2
)

に
肖
っ

た
コ
ス
プ
レ
だ
っ
た
。
幼
馴
染
み
だ

っ
た
漢
の
武
帝
か

ら
の
宮
仕
え
の
懲
恕
を
断
っ
た
子
陵
は
、
羊
の
皮
衣
を

纏
い
、
余
生
を
釣
三
昧
に
過
ご
し
た
と
い
う
。

(
い
な
が
し
げ
み
)

本

1

黒
川
真
頼
(
一
八
二
九
3
一九
O
六
)
。
国
学
者
。
著
作
に
「
万
葉

集
本
義
」
「
倭
名
類
繋
紗
一
覧
」
な
ど
。

*
2

巌
子
陵
紀
元
前
三
十
九

1
四
十
一

。
中
国
後
漢
時
代
初
期

の
隠
者
逸
民
。
字
は
子
陵
、
別
名
は
遵
。
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第

一
次
世
界
大
戦
下
の
岡
倉
稲
賀
繁
美

オボニンドロナト・タゴール《バーラタ・マータ》
1905年 紙本彩色寸法記載なし

コルカタ ロビンド口・ パラーティ協会

.1905年にカルカッタの国立美術工芸学校校長に就任 したオ

ポニンドロナトが翌1906年に制作 したワ ッシ ュ技法による水

彩作品。サンスクリッ卜ならばBharataMata、ベンガル語で

はBharatMata。母なる大地インドを形象する女神を意昧する。

睡蓮の花のうえに浮かぷ姿は伝統的なサラスヴァティーすなわ

ち弁財天を踏襲するが、4本の腕はカーリ一女神の化身である

ことも示唆 している。手にもつ布、数珠、小麦、経典はそれぞ

れ、衣服、信仰、食物、習得の寓意であり、それらを授ける「母」

の役割が託されている。キラン・チャンドラ・パネルジーの戯

曲 (1873年)ほかで謡われ、とりわけ20世紀初頭のベンガル分

割令に反対する国民運動、スワデシ(国産品愛好)運動の象徴と

なった。 ニヴエディタはこの女神の推奨者と して著名であり 、

オポニンドロナトを鼓舞した。岡倉の 『東洋の覚翠』に見える

r勝利J の連薦も、「母なるインドの勝利(キージャー)J に由来

するものと推測される。(稲賀)

荒井寛方《天地和平》
昭和 13(1938)年 紙本 着色額

北野美術館蔵再興第25回院展

210.0 x 145.0cm 

.オポニンド口ナ卜の {パーラ タ・マータ》制作の背後には、

インド滞在中に横山大観が{インド守護神}として猫いた力一

リ一女神、菱田春草が制作した 《サラスヴァティ ー}の余韻が

複合 して投影されている。そのオポニンド ロナ卜らとも親交を

もった荒井は、昭和 13年の再興院展に {天地和平》を出品した。

題材は古事記、日本書紀に登場するコノハナサクヤヒメ。アマ

テラスオオミ カミの孫、天ツ神 ニニギノミ コトの妻となり 、

ホデリ(火照海幸)、ホスセリ(火須勢理)、 ホオリ(火遠山幸)

の三柱を産んだ。火を放たれた産屋での出産だったことに由来

するが、元来ホは稲穂を意味したらしい。父のオオヤマツミは

薩摩隼人の系譜を引くといい、娘は花の化身であると同時に富

士山の寓意として、本宮浅間大社に祭られる。火山の象徴とと

もに噴火の怒りを鎮める水の神の役割も担う。ホオリの孫が神

武天皇。日華事変下の時局に 「母なる日本」を託された寓意で

あろう。(稲賀)
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茨
城
県
五
浦
海
岸
の
岡
倉
旧
邸
の
庭
に
「
亜

細
亜
ハ

一
な
り
」
の
碑

(一

四
五
頁
)
が
建
立
さ

れ
た
の
は
、
没
後
二
十
九
年
の
昭
和
十
七

(一

九
四
二
)
年
十
一
月
。
揮
官
宅
は
横
山
大
観
、
岡
倉

し
ん
か
い
た
げ
た
ろ
う

横
顔
浮
彫
り
は
新
海
竹
太
郎
す
と
。
巨
大
な
石

碑
と
い

っ
て
よ
く
、
高
さ
は
五

・
四
メ
ー
ト
ル

に
達
す
る
。
翌
年
五
月
に
は
「
日
本
美
術
報
国

会
」
が
結
成
さ
れ
、
横
山
大
観
は
そ
の
会
長
に

就
任
す
る
。
同
じ
五
月
十
八
日
に
は

「日
本
美

術
及
工
芸
統
制
協
会
」
が
創
立
さ
れ
、
当
時
の

『朝
日
新
聞
』
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は

「美
術
翼

賛
へ
の
進
発
」
で
あ
り
「
皇
国
美
術
の
振
興
と

大
東
亜
文
化
の
建
設
」
を
目
指
し
て

「全
日
本

美
術
家
の
総
力
を
結
集
」
し
た
も
の
だ

っ
た
。

昭
和
十
六
(一

九
四

一)
年
に
は
浅
野
晃
が

「東

亜
指
導
理
念
の
先
駆
者

『
岡
倉
天
心
』」

と
題

す
る
文
章
を

『国
民
新
聞
』
に
掲
載
し
て
い
た
。

や
す

同
じ
く
日
本
浪
漫
派
の
頭
目
と
看
倣
さ
れ
る
保

だ
よ
じ
ゅ
う
ろ
う

田
血
(
重
郎
(*
2
)

は
、
そ
れ
に
先
立
つ
昭
和
十

三
(
一九
三
八
)
年
に

『戴
冠
詩
人
の
御
一
人
者
』

を
刊
行
し
、
そ
の
な
か
で
岡
倉
を

「芸
術
批
評

に
世
界
と
歴
史
と
血
統
を
完
全
に
描
い
た
」「
世

界
人
」
と
称
場
し
て
い
た
。
世
界
最
高
の
芸
術

は

「印
度
支
那
日
本
」
に
存
し
、
そ
の
遺
産
を

千
五
百
年
に
渉
っ
て
防
衛

・
貯
蓄
し
た
の
が
日

本
の
精
神
で
あ
る
、
だ
が
無
残
に
も

「一

切
の

宗
教
と
芸
術
の
母
で
あ
っ
た
ア
ジ
ア
」
は
す
で

に
滅
ん
で
い
る
。
こ
の
切
実
な
喪
失
の
認
識
こ

の
震
憾
す
べ
き
真
実

そ

「ア
ジ
ア
は
ひ
と
つ
」



f-?F. ・主主

荒井寛方《摩利支天》

昭和 16(1941)年絹本 着 色

203.0 x 177.0cm 耕三寺博物館蔵

再興第28回院展

荒井寛方《観音摩利耶》
昭和 14(1939)年 紙本着色 廃風三曲一双(そのうちー曲は扉として白紙のまま)

各212.0x 220.0cm 東京国立近代美術館蔵 再興第26回院展

-ディプティック(友右一対)の形式で左手に仏画の観音、右手にキリスト教の聖母子を配す

るという破格な構成。日本の常識ではいささか不釣合いに見えるが、インドのヒンドゥー教

の世界には、仏教の菩薩もキリスト教の図像も自在に同居している。右隻は、 1936年に寛

方がフィレンツェのウフィッツィで模写したジオットの聖母子像の面影を宿した祭燈が、ラピ

スラズリを思わせる深い群青の空を背景に浮かび上がる。その前にマザッチオからフラ ア

ンジェリコあたりの聖母子を手本にしたらしい摩利耶像。左隻は法隆寺金堂六号壁画の阿弥

陀浄土図の、左側の有名な観音菩薩を下地に、わずかに角度を変えた観音像。荒井寛方は翌

昭和 15(1940)年から法隆寺壁画保存会による模写事業に晩年の力を注ぐことになる。 (稲賀)

だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

の

戦
前
期
に
国
際
詩
人
と
し
て
著
名
だ
っ
た
野

「
ち
よ
ね
じ
ろ
う

日
米
次
郎
(
ヨ
ネ

・
ノ
グ
チ
)
言
3
}

は
、
慮
溝
橋
事

件
に
続
く
日
華
事
変
へ
の
賛
否
を
め
ぐ
っ
て
、

旧
友
の
詩
人
タ
ゴ

ー
ル
と
新
聞
紙
上
で
国
際
的

な
論
戦
を
闘
わ
す
。
中
華
民
国
を
支
持
し
て
日

本
の
帝
国
主
義
的
侵
出
を
弾
劾
す
る
イ
ン
ド
の

詩
聖
に
対
し
て
、
ョ
、
不
・
ノ
グ
チ
は
も
し
オ
カ

ク
ラ
が
今
生
き
て
い
た
ら
、
自
分
と
同
様
に
、

日
本
に
よ
る
ア
ジ
ア
解
放
の
大
義
に
賛
同
を
表

明
す
る
は
ず
だ
、
と
反
論
し
て
い
た
。
そ
の
側

面
に
は
、
時
期
を
同
じ
く
し
た

『東
洋
の
覚
醒
』

の
時
局
下
で
の
新
発
見
が
あ
っ
た
、
だ
ろ
う
。
一

九

O
二
年
の
ベ
ン
ガ
ル
で
の
煽
動
文
書
は
、
大

東
亜
共
栄
圏
の
予
言

へ
と
変
貌
し
た
の
で
あ
る
。

ゐ
ら
レ
か
ん
ぽ
う

荒
井
寛
方
は
、
大
観
の
采
配
下
、
詩
人
タ
ゴ

ー
ル
の
招
き
で

一
九

一
六
年
か
ら
翌
年
に
か
け

ア
ジ
ャ
ン
タ

l
壁
画
の
模

て
イ
ン
ド
を
訪
れ
、

.起源は定かでないが、 サンスクリ ッ 卜の Marici(陽

炎威光)に由来し、インド仏教では「光の女神」と

して信仰され、太陽や月の光線の化身とされる。護身、
かげろう

蓄財の神として尊ばれたが、また陽炎=沼は実体がな

いため捉えがたく、焼けず濡れず傷つかず犯し難いと

ころから、武還を司る天女として崇められた。日本で

は楠木正成が兜に摩利支天の像を収めていたといわれ、

毛利元就も摩利支天を旗印にしている。野猪に乗リ、

三面六管あるいは八管で、さまざまな武具を手に した

姿に顕される こともある。木曾御獄山、乗鞍岳、甲斐

駒ヶ岳は摩利支天の名を戴いている。荒井寛方は第1

次世界大戦終戦直後の大正 11(1922)年にすでに弓矢

を手にする豊満な摩利支天を描いているが、本作では

乳房をはだけ、右手で軍配を差し出し、左手に矢を持

つ女神の側面図を選んでいる。大山広光はエキゾティ

ックにくわえて筆技着彩が生硬だと r国笠J(昭和 16

年10月)誌上で批判 している。(稲賀)

写
に
従
事
し
た
。
彼
は
昭
和
十
三
(
一

九
三
八
)

年
の
再
興
第
二
十
五
回
院
展
に

《
天
地
和
平
》

を
出
品
し
て
い
る
。
主
題
は
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ

ヒ
メ
。
日
本
神
話
に
登
場
す
る
女
神
だ
が
、
そ

こ
に
は
イ
ン
ド
滞
在
で
交
流
の
あ

っ
た
オ
ボ
ニ

ン
ド
ロ
ナ
ト

・
タ
ゴ

ー
ル
の
代
表
作

《
パ
l
ラ

タ
・
マ

l
タ
》
す
な
わ
ち
「
母
な
る
イ
ン
ド
」

の
理
想
像
が
重
ね
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
た
と
見

て
、
間
違
い
あ
る
ま
い
。
邪
を
払
う
剣
を
手
に

す
る
女
神
は
、
ア
ジ
ア
解
放
の
象
徴
と
し
て
召

喚
さ
れ
て
い
た
。
同
じ
寛
方
は
翌
年
に
は

《観

第二次世界大戦下の岡倉169 



積山大観《目輸》

昭和 14(1939)年 紙本着色 47.5 x 74.7cm 宮内庁三の丸尚蔵館蔵

-紀元2600年奉祝展出品作。明治28(1895)年の《武蔵野》以来、

大観はおびただしい数の富獄を描いた。それは大正中期、昭和初年お

よび昭和 10年代に大別される。大正期には装飾的な扉風など意欲作

がみられるのに対して、昭和期には、宮中からの下命を受けた制作を

経て、定型化された画面構成が定番となる。富獄に日輸を組み合わせ

るのもこの時期からだが、それが皇室の象徴であることはいうまでも

ない。紀元2600年 (1940年)の奉祝展には{日輪}のほか《日出処

日本}などが知られる。これ以降、軍部の求めに応じて戦意高揚を目

的とした冨獄図が量産される。昭和 12(1937)年の日華事変勃発以来、

彩管報国による献納に先鞭をつけ、岡倉天心顕彰に尽力したのも大観

であった。それは岡倉のインド滞在期の英文草稿が再発見され『東洋

の覚醒』として世に出る時勢と重なった動きである。旭日の帝国は、

洋風の寓意ではなく、日輪と富獄によって表象された。(稲賀)

金島桂蒙《大威徳明王》

昭和 17(1942)年紙本着色 240.0x 187.0cm 

京都府立総合資料館蔵(京都文化博物館管理)

.京都、醍醐寺の大威徳明王像を手本とした仏画だが、作者は 「大東

亜戦争の完遂上にあって我々函人としても日々感激の生活」を営んで

おり r悪魔調伏の守護本尊J の像を制作することは「職域奉公J の一

環であり「一億総進軍の鼓舞激励ともならば望外」と記す (r偶像再興

J r日本美術J1943年1月)。岡倉は醍醐寺の密教図像や彫塑を高〈評

価しており、ポストン美術館蔵の仏画《大威徳明王》のなかには、岡

倉遺愛の品をピゲ口ーが寄贈した名品も含まれる。大威徳明王は、党

名ではヤマーンタ力、密教特有の尊格である明王のひとつ。五大明王

のなかで西方の守護者とされる。六面六皆六脚の姿は日本の仏教図像

のなかではきわめて特異な存在。三輪身説によれば、阿弥陀如来(自

性輪身)、文殊菩薩(正法論身);が人々を教え導くために化身を遂げた 「教

令総身」の姿であるという。(稲賀)
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再興第25回院展

川端龍子《洛陽攻略》 左
紙本着色昭和20(1945)年

253.0 x 185目Ocm

陸軍美術展・陸軍作戦記録画

東京国立近代美術館蔵 無限貸与作品

.前回青郵は1938年、山西省雲闘に訪れ、

大同の石仏に取材した作品を、同年、再興第

25回院展に出品 した。大同は日華事変の進

展により北平=北京が日本軍の支配下になる

や、その「保護」の下、北支鉄道経由で一躍

探訪の名所となった。 川端龍子も陸軍省拓殖

画家として大同を訪問 し、原地制作のスケッ

チは、《源義経(ジンギスカンnとともに第

10回青館展に出品され、ふたりの競い合い

が話題となった。龍子はさらに 44年の洛陽

攻略戦に際して龍門石窟 ・奉先寺洞を訪れた。

その慮遮那大仏を題材と したのが {洛陽攻

略}。 両作はきわめて近似した角度から制作

されている。だが龍子の龍門石窟仏像には濃

厚に見て取れるガンダ ラ仏の影響の痕跡が、

青郎描く大同の仏像には皆無であり、両者は

鮮やかな対照をなす。(稲賀)

前田青部《大同石仏》 右

紙 本着色昭和 13(1938)年

212.7 x 191.5cm 

東京国立博物館蔵

荒
井
覧
方

あ
ら
い
か
ん
ぼ
う

荒
井
寛
方

(
一八
七
八
1
一
九
四
五
)
。
栃
木

み
ず

の

県
、
現
在
の
さ
く
ら
市
に
生
れ
る
。
水
野

k
し
か
た

年
方
に
弟
子
入
り
し
、
明
治
三
十
四
(
一

九

O
二
年
に
絵
画
共
進
会
初
出
品
で
二
等
賞

を
獲
得
。
国
華
社
勤
務
の
あ
い
だ
仏
画
の

模
写
に
も
専
心
し
た
。
大
正
五
(
一
九
二
八
)

年
、
イ
ン
ド
の
詩
人
ロ
ビ
ン
ド
口
ナ
ト
・

タ
ゴ
ー
ル
の
来
日
に
際
し
、
詩
人
が
所
望

し
た
下
村
観
山
の

《弱
法
師
》
を
模
写
。

詩
人
の
招
き
を
受
け
イ
ン
ド
に
滞
在
し
、

ノ
ン
ド
ラ
ル
・
ボ
シ
ュ
ら
と
親
交
を
結
ぶ

傍
ら
、
ア
ジ
ャ
ン
タ
|
壁
画
の
模
写
に
従

事
す
る
。
帰
国
後
は
イ
ン
ド
経
験
を
生
か

し
た
妖
艶
に
し
て
斬
新
か
つ
色
彩
に
富
ん

だ
仏
画
で
注
目
を
あ
つ
め
る
。

一九
二
六

年
の
世
界
旅
行
を
経
て
、
《
玄
奨
と
太
宗
》

(一九
二
七
)
な
ど
仏
教
伝
来
に
興
昧
を
広
げ

る
と
と
も
に
、
日
本
に
沈
潜
す
る
傾
向
を

強
め
る
。
昭
和
十
六
(
一
九
四
二
年
の
《
摩

利
支
天
》
を
最
後
に
院
展
出
品
か
ら
遠
ざ

か
り
、
奈
良
の
阿
弥
陀
院
に
仮
寓
し
て
法

隆
寺
金
堂
十
号
壁
画
の
模
写
に
従
事
す
る
。

終
戦
の
年
の
四
月
十
五
日
に
列
車
で
奈
良

に
向
か
う
途
上
、
郡
山
駅
頭
で
、
脳
卒
中

の
た
め
六
十
七
歳
で
急
逝
し
た
。
(
稲
賀
)

音
摩
利
耶
》
と
題
す
る
不
思
議
な
三
幅
対
の
扉

風
を
出
品
す
る
。
左
に
は
観
音
、
右
に
は
キ
リ

ス
ト
教
の
聖
母
子
が
対
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和

十
五

(一

九
四
O
)
年
予
定
の
万
国
博
覧
会
や
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
が
中
止
に
追
い
込
ま
れ

る
政
治
状
況
下
、

宗
教
画
に
よ
る
東
西
融
和
を

意
図
し
た
作
品
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

そ
の
西
暦

一
九
四

O
年
に
は
紀
元
二
千
六
百

年
奉
祝
展
が
挙
行
さ
れ
る
。
横
山
大
観
が
そ
こ

に
出
品
し
た
の
は

《
日
輪
》
。
遠
景
に
富
出
慨
を

望
む
雲
海
の
上
に
太
陽
が
昇
る
。
旭
日
昇
天
を

祝
賀
す
る
絵
柄
、だ
が
、
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ

が
ま
た
富
士
の
化
身
と
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
も

想
起
し
て
お
こ
う
。
仏
教
図
像
に
通
じ
て
い
た

寛
方
は
、

こ
の
頃
か
ら
頻
繁
に
「
摩
利
支
天
」

の
図
像
を
描
く
よ
う
に
な
る
。
瀬
戸
内
海
の
耕

三
寺
に
奉
納
さ
れ
た
作
品
も
知
ら
れ
る
が
、
こ

の
寺
は
酸
素
溶
接
の
普
及
者
が
母
上
の
菩
提
の

た
め
建
立
し
た
寺
院
だ

っ
た
。
摩
利
支
天
は
イ

ン
ド
で
は
武
運
を
司
る
女
神
で
あ
り
、
か
つ
ま

た
太
陽
と
比
定
さ
れ
る
神
格
で
も
あ
っ
た
。
天

照
大
神
と
の
混
清
も
あ
り
え
、
本
地
垂
迩
説
に

拠
れ
ば
、
神
道
で
の
戦
勝
祈
願
に
も
相
応
し
い

図
像
が
、
い
わ
ば
「
ア
ジ
ア
は
ひ
と
つ
」
の
意

識
の
下
で
選
択
さ
れ
た
も
の

t
み
て
も
、

誤
謬

は
あ
る
ま
い
。
仏
画
に
お
い
て
も
金
島
桂
華

τ

三
の

《
大
威
徳
明
王
》
は
醍
醐
寺
蔵
の
宝
物
に

取
材
し
た
も
の
だ
が
、
「
悪
魔
調
伏
の
守
護
本

尊
」
を
「
一
億
総
進
軍
の
鼓
舞
激
励
」
の
た
め

第二次世界大戦下の岡倉171 



ノンドラル・ホ.シュ《女神アンナプルナ》

昭和 18(1943)年

紙本にワ ッシュ技法水彩と テンペラ

43.8 x 29.8cm ニューデリー国立近代美術館蔵

.アンナプルナは「豊穣なる糧J を意味する、ヒ マ

ラヤ連峰の女神。シヴァがその夫とされる。 この図

ではシヴァは、空っ t;rの托鉢の器を手に、苦行者さ

ながらに骨と皮だけの痩せ衰えた身体で、憤怒の形

相で破壊の舞を踊る。ポシュはこの作品を 1943年

9月に制作 したが、 これは英国軍が対日戦争の備蓄

のために米を供出させたことが原因で、インド東部

に深刻な飢鍾が発生した年である。豊かな恵みの土

地が飢えにあえぐという逆説が寓意として婚かれて

いるが、灼熱の大地を表す赤の背景の彼方には、暗

黒の空が円蓋のキャノピーをな し、細い三日月と星

座に彩られている。それはあたかも「黒い太陽J を

想起させる。これを横山大観の《日輪H日出処日本》

と対比すると、大東亜共栄圏の表裏が見える。(稲賀)

ノンドラル・ポシュ《燃える松》

昭和 19(1944)年 85.1 x 53.0cm 

紙本にテンペラ ニューデ リー国立近代美術館蔵

に
描
い
た
と
、
画
家
は
証
言
し
て
い
る
。
醍
醐

寺
の
大
威
徳
明
王
像
は
、
岡
倉
珍
重
の
作
品
だ

っ
た
。

『東
洋
の
覚
醒
』
と
し
て
時
局
下
に
日
本
語
で

広
め
ら
れ
た
岡
倉
の
著
作
が
、
こ
う
し
た
作
品

の
制
作
に
も
思
想
的
な
根
拠
を
提
供
し
え
た
こ

と
は
、

否
定
し
難
い
。
大
観
ら
と
同
じ
日
本
美か

わ

術
院
に
属
す
る
前
田
青
郁

《
大
同
石
仏
》
は
川

端

龍
子
《
洛
陽
攻
略
》
と
と
も
に
大
陸
の
石

窟
大
仏
を
描
い
た
傑
作
と
し
て
残
る
が
、
こ
れ

ら
中
国
の
仏
教
遺
跡
を
題
材
と
す
る
作
品
は
、

日
本
軍
に
よ
る
占
領
と
遺
跡
保
全
策
の
下
で
制

作
さ
れ
、
大
東
亜
共
栄
圏
の
建
設
を
寿
ぐ
役
割

を
担
っ
て
い
た
。

岡
倉
の
イ
ン
ド
滞
在
の
折
に
直
接
教
え
を
受

け
た
画
家
、
ノ
ン
ド
ラ
ル
・
ボ
シ
ュ
に
は

《
女

神
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
》
が
知
ら
れ
る
。
灼
熱
の
な

か
、
痩
せ
細
っ
て
骨
と
皮
だ
け
で
踊
る
シ
ヴ
ア

神
の
背
後
に
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
恵
み
を
象
徴
す
る

女
神
が
、
円
蓋
の
黒
天
を
背
に
作
む
。
日
本
軍

侵
攻
に
備
え
て
イ
ギ
リ
ス
軍
側
が
食
糧
を
徴
用

し
た
結
果
発
生
し
た
大
飢
餓
を
背
景
と
し
た
作

品
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
友
人
で
あ
っ
た
横
山

大
観
が
富
士
に
仮
託
し
た
祈
願
が
、
こ
こ
に
は

イ
ン
ド
の
文
脈
で
変
奏
さ
れ
て
い
る
。

同
じ
ボ
シ
ュ
は
ま
た

《
燃
え
る
松
》
を
残
す
。

自
然
発
生
の
火
災
を
題
材
と
し
て
い
る
が
、

単

純
な
風
景
で
は
あ
り
え
ま
い
。
ボ
シ
ュ
は
荒
井

寛
方
を
介
し
て
、
下
村
観
山
の

《
不
動
尊
》
(
ロ

172 

!
?
日
本
美
術
展
出
品
作
品
一
東
寺
の
仏
像
に
取
材
)

の
こ
と
は
知
悉
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
不
動
尊

の
手
に
し
た
剣
に
は
炎
と
化
し
た
竜
が
纏
わ
り

つ
い
て
い
る
。
ま
た
ボ
シ
ュ
は
大
観
が
北
米
時

代
に
制
作
し
た

《
双
龍
奪
珠
》
の
構
想
を
も
耳

に
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
は
『茶
の
本
」

第

一
章
最
後
に
見
え
る
文
旬
、

「東
と
西
は
狂

乱
の
海
に
翻
弄
さ
れ
る
二
匹
の
龍
の
如
く
、
生

命
の
宝
玉
を
取
り
戻
そ
う
と
鹿
し
く
争
っ

て
い

る
」
を
そ
の
ま
ま
絵
に
し
た
趣
向
で
あ
る
。
松

が
竜
に
変
身
す
る
機
微
は
、
ボ
シ
ュ
も
先
刻
承

知
だ
っ
た
ろ
う
。
果
た
し
て
不
動
の
炎
H

竜
と

化
す
松
は
、

こ
こ
で
何
を
意
味
し
よ
う
と
し
て

い
た
の
か
。
イ
ン
ド
の
画
家
は
こ
の
大
戦
下
の

謎
め
い
た
絵
に
秘
め
ら
れ
た
暗
輸
を
、
黙
し
て

語
ら
な
い
。
だ
が
そ
こ
に
は
、
大
英
帝
国
と
大

日
本
帝
国
と
の
戦
乱
に
挟
ま
れ
た
植
民
地
イ
ン

ド
が
、
岡
倉
か
ら
汲
ん
だ
教
訓
が
隠
さ
れ
て
い

る

(
い
な
が
し
げ
み
)

本

1

新
海
竹
太
郎

一
八
六
八
:
一
九
二
七
。

山
形
県
生
ま
れ
。

彫
刻
家
。
太
平
洋
画
会
彫
刻
部
を
主
宰
。
文
展
審
査
員
帝
室
技
芸

員、

帝
国
美
術
院
会
員
。
代
表
作
に
《
ゆ
あ
み
》
。

本

2

保
田
輿
重
郎
一
九
一

0
3
一
九
八
一
。
奈
良
県
生
ま
れ
。

文
芸
評
論
家
。

*
3

野
口
米
次
郎

・
一
八
七
五

1
一
九
四
七
。
愛
知
県
生
ま
れ
。

詩
人
。
イ
サ
ム

H
ノ
グ
チ
の
父
。
英
詩
人
と
し
て
の
筆
名
は

〈

0
2
z
o白
c
n
7
1

詩
集
に

4
3ヨ【
Z
m
E
Z
ヨ
ω
E」
ご
一
重

国
籍
者
の
詩
」
な
ど
。

本

4

金
島
桂
華
-
一
八
九
二

1
一
九
七
回
。
広
島
県
生
ま
れ
。

日
本
画
家
。
竹
内
栖
鳳
に
入
門
。
帝
展
・
新
文
展
・
日
展
で
活
躍
。

京
都
美
術
工
芸
学
校
教
諭
の
か
た
わ
ら
、
私
盤
衣
笠
会
を
主
宰
。

四
条
派
の
写
生
に
院
体
風
を
取
り
入
れ
、
装
飾
性
の
強
い
花
鳥
画

を
得
意
と
す
る
。



績山大観《双龍奪珠》
明治37-38(1904 ~5) 年 絹本彩色 ー幅 49.3x 78.1cm 横山大観記念館蔵

.ポシュの 《燃える松》は画家が眼に した自然発火の光景だと いう。だがそれだけではない

だろう。自に見える世界と心の中とは相互に通じている、というのが画家の信念であり哲学

だった。横山大観の 《双龍奪珠》 は岡倉覚三 『茶の本』 の一節、「東と酉は狂乱のj毎に翻弄

されるこ匹の龍の如く、生命の宝玉を取り戻そうと虚しく争っている」を受けたものだろう。

1905年頃の滞欧期の作品とされ、日露戦争を反映 した東西闘争の寓意と推定される。松が

龍に変身 しつつあるという特異な図像だが、大観とも旧知で来日経験もあるポシュは、こ う

した松の寓意にも通じていただろう。だが、だとすれば《燃える松》は、英国と いう龍に燐

き尽くされるインドだったのか、それともアジアの覚醒により焼け落ちる大英帝国の暗喰だ

ったのだろうか。画家の沈黙のうち に、近代アジアの命運が謎のように集約される。 (稲賀)

173 第二次世界大戦下の岡倉

下村観山《不動尊》
大正 14(1925)年絹本着色 軸

222.0 x 106.0cm 大倉集古館蔵

.高野山・明王院の通称「赤不動」を手本にした作品とされ

る。紺色に染めた絹地に金泥で錨写された表現は特異といっ
ごん が b どう じ ぜいたかどう

てよい。不動の左には衿渇羅童子、右には制多迦童子が、同

じく黒い肌に金泥で描かれる。岩の上に結伽鉄坐する不動は、

左手に金剛杵を結びつけた絹索を持ち、右手には宝剣を持

つ。剣には不動自身が変身した倶利伽羅竜がまといついて逆

巻く火炎を吐く。不動は大日如来の化身であり、衆生を教化

するため、人間の煩悩を焔で焼き、剣で断ち、縄で縛るのだ

という。不動と倶利伽羅竜の剣は、岡倉覚三の未刊の英文草

稿 r我らはひとつJ(将来の r東洋の覚醒J)では、ベンガルの

力一リ一女神と類比して賛美されていた。岡倉はポシユも私

淑 したニヴエディタの著作 『母なる力一リーJ(1901)から霊

感を得た筈だ。 そしてボシュが来日の折に観山の r不動尊J

を自にした可能性も否定できない。観山の本作はその後

1930年ローマ日本美術展にも出品されている。(稲賀)
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岡
倉
天
心
略
年
譜

本
本
年
表
の
岡
倉
天
心
の
年
齢
表
記
は
数
え
年
を
採
用
し
た
。

*
本
年
表
は

『岡
倉
天
心
全
集
』
(
卒
凡
社
)
、
『
日
本
美
術
院
百
年
史
』
(
日
本
美
術
院
)
、
『
美

術
教
育
の
歩
み
岡
倉
天
心
』
(
東
京
警
術
大
学
)
を
主
一
な
資
料
と
し
て
参
考
に
し
、
作
成
し
た
。

和
歴
(
西
暦
〕

文
久
二
(
一
八
六
二
)
年

慶
応
四
H
明
治
元

(
一
八
六
八
)
年

明
治
二
(
一
八
六
九
)
年

明
治
三
(
一
八
七
O
)年

明
治
四
年
(
一
八
七
二
年

明
治
五
(
一
八
七
三
年

明
治
六
(
一
八
七
三
)
年

明
治
七
(
一
八
七
四
)
年

明
治
八
(
一
八
七
五
)
年

明
治
九
(
一
八
七
六
)
年

明
治
十
(
一
八
七
七
)
年

明
治
十
一
(
一
八
七
八
)
年

明
治
十
二
(
一
八
七
九
)
年

数
え
年

九十
十十十十

四
十
五

十十
七

十
八

~、d

も
と
(
の
ち
元
子
ま
た
は
基
子
)
と
結
婚

漢
詩
集
『
三
匝
堂
詩
草
』
を
ま
と
め
る

岡
倉
天
心
に
関
す
る
お
も
な
事
項

十
二
月
二
十
六
日
(
西
暦
一
八
六
三
年
二
月
十
四
日
)
、
岡
倉
覚
右
衛
門
の
次
男
と
し
て
横
浜
本
町
五
丁
目
(
現
横
浜
市
)
に
生
ま
れ
る
。

幼
名
角
蔵
、
本
名
覚
三

七

二
月
、
弟
由
三
郎
(
四
男
)
誕
生

j¥ 

こ
の
こ
ろ
か
ら
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・

パ
ラ
の
私
塾
で
英
語
を
学
び
始
め
る

妹
て
ふ
(
蝶
子
)
誕
生
。
母
こ
の
没

長
延
寺
の
玄
導
和
尚
か
ら
漢
籍
を
学
ぶ
。
ま
た
、
英
学
塾
高
島
学
校
に
も
通
学

夏
、
岡
倉
家
は
東
京
日
本
橋
嬬
殻
町
一
丁
目
二
番
地
(
現
日
本
橋
人
形
町
一
丁
目
)
に
引
っ
越
す

こ
の
年
、
東
京
外
国
語
学
校
に
入
学

一
月
、

父
覚
右
衛
門
は
覚
三
名
義
で
宿
屋
、
越
前
物
産
取
引
所
を
開
業

三
月
、
兄
港
一
郎
、
没

東
京
開
成
学
校
高
等
普
通
科
に
給
費
生
と
し
て
入
学

女
流
南
画
家
奥
原
晴
湖
の
門
に
入
り
、
文
人
画
を
習
う

四
月
、
東
京
大
学
文
学
部
第
二
年
級
第
一
科
に
移
籍

八
月
、
フ
ヱ
ノ
ロ
サ
が
来
日
し
、
東
京
大
学
で
政
治
学
・
理
財
学
・
哲
学
を
担
当

こ
の
こ
ろ
、
森
春
濡
に
漢
詩
を
学
び
、
加
藤
桜
老
に
琴
を
学
ぶ

同
時
代
の
お
も
晶
体
作
家
の
関
連
事
項
・

東
京
美
術
学
校
一
関
連
事
項
・
参
考
事
項

一月
、
坂
下
門
外
の
変

八
月
、
生
麦
事
件

七
月
、
江
戸
を
東
京
に
改
め
る

八
月
、
横
山
大
観
、
水
戸
下
市
三
ノ
町
(
現
水
戸
市
)
に

誕
生

九
月
、
明
治
と
元
号
改
称

十
一
月
、
新
納
忠
之
介
、
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
に
誕
生

五
月
、
戊
辰
戦
争
終
結

六
月
、
版
籍
奉
還

七
月
、
廃
藩
置
県

一月
、
平
櫛
田
中
、
岡
山
県
後
月
郡
西
江
原
村
(
現
井
原
市
)

に
誕
生

四
月
、
下
村
観
山
、
和
歌
山
市
小
松
原
通
五
丁
目
(
現
和

歌
山
市
)
に
誕
生

五
月
、
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
開
催

九
月
、
西
郷
孤
月
、
長
野
県
筑
摩
郡
松
本
深
志
町
(
現
松

本
市
)
に
誕
生

九
月
、
菱
田
春
草
、
筑
摩
県
伊
那
郡
飯
田
町
(
現
長
野
県

飯
田
市
)
に
誕
生

八
月
、
福
津
諭
吉
、
『
文
明
論
之
概
略
』
を
著
す

七
月
、
木
村
武
山
、
茨
城
県
西
茨
城
郡
北
山
内
村
(
現
笠

間
市
)
に
誕
生

一月
、
西
南
戦
争
勃
発

一月
、
林
忠
正
、
パ
リ
万
国
博
覧
会
準
備
の
た
め
渡
仏

五
1
十
一
月
、
パ
リ
万
国
博
覧
会
開
催

三
月
、
佐
野
常
民
、
河
瀬
秀
治
ら
に
よ
リ
、
語
池
会
創
立

十
月
、
文
部
省
内
に
音
楽
取
調
掛
を
設
置



明
治
十
三

(
一
八
八

O
)
年

明
治
十
四

(
一
八
八
二

年

明
治
十
五

(
一
八
八
二
)
年

明
治
十
六

(
一
八
八
三
)
年

明
治
十
七

(
一
八
八
四
)
年

明
治
十
八

(
一
八
八
五
)
年

明
治
十
九
(
一

八
八
六
)
年

十
九。十十十十

四
十
五

七
月
、
東
京
大
学
を
卒
業

九
月
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
通
訳
と
し
て
京
都
・
奈
良
の
古
社
寺
を
訪
問
す
る

十
月
、
文
部
省
に
就
職
し
、
音
楽
取
調
掛
に
勤
務

三
月
、
長
男

一
雄
誕
生

十
一
月
、
専
門
学
務
局
勤
務
と
な
り
、
音
楽
取
調
掛
と
兼
務

六
月
、
専
門
学
務
局
兼
内
記
課
兼
務
に
移
動

八
月
、
小
山
正
太
郎
の
「
書
ハ
美
術
ナ
ラ
ズ
」
に
反
論
し
、
「
書

ハ
美
術
ナ
ラ
ズ
ノ
論
ヲ
読
ム
」

十
二
月
、
文
部
少
輔
九
鬼
隆
一
の
京
都
・
近
畿
方
面
の
学
事
巡
礼
に
随
行

十
一
月
、
今
泉
雄
作
ら
と
日
本
初
の
雑
誌
『
大
日
本
美
術
新
報
』
を
発
行

一
月
、
龍
池
会
に
入
会

二
月
、
九
鬼
隆
一
と
と
も
に
長
崎

三
月
、
長
女
こ
ま
(
吉
岡
麗
子
)
誕
生

六
月
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
ら
に
よ
る
京
阪
地
方
古
社
寺
調
査
が
ス
タ
ー
ト
し

十
一
月
、
文
部
省
に
図
画
教
育
調
査
会
が
設
立
さ
れ
る

を
掲
載
し
、
論
争
と
な
る

佐
賀
を
視
察
。

同
月

町
田
平
吉
や
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
組
織
し
た
銭
画
会
に
参
加

法
隆
寺
夢
殿
が
開
帳
さ
れ
る

八
月
、
園
城
寺
法
明
院
の
桜
井
敬
徳
に
師
事

十
二
月
、
図
面
取
調
掛
が
設
置
さ
れ
、
フ
ェ
ノ
口
サ
や
芳
崖
ら
と
と
も
に
委
員
と
な
る

一
月
、

四
月
、

五
月
、

八
月
、

十
月
、

事
務
所
が
東
京

・
小
石
川
植
物
園
内
に
置
か
れ
る

フ
ェ
ノ

ロ
サ
、
芳
崖
と
と
も
に
奈
良
、
大
阪
の
古
社
寺
調
査
。
「
奈
良
古
社
寺
調
査
手
録
」
を
作
成

桜
井
敬
徳
よ
り
受
戒

文
部
省
の
命
に
よ
り
、
京
阪
地
方
古
美
術
調
査
に
出
る

フ
ェ
ノ
ロ
サ
や
浜
尾
新
ら
と
欧
米
視
察
旅
行
。
「
欧
州
視
察
日
誌
L

を
作
成

人
類
の
未
来
を
聞
く
希
望
の
光
源

人
間
革
命

池
田
大
作

SEIKY~SHI門BUN

⑨
各
巻
定
価

8
0
0円
(税
込
)

第〔

1
][2〕

[3]巷

四
月

1
五
月
、
第

一
回
観
古
美
術
会
開
催

七
月
、
京
都
府
画
学
校
開
校

十
二
月
、

今
村
紫
紅
、
神
奈
川
県
償
浜
市
に
誕
生

四
月
、
板
谷
波
山
、
茨
城
県
真
壁
郡

(現
下
館
市
)
に
誕

生六
月
、
ピ
ゲ
ロ
|
と
モ

l
ス
が
来
日

十
月
、
フ
エ

ノ
ロ
サ
、
『
美
術
真
説
』
を
刊
行

二
月
、
小
林
古
径
、
新
潟
県
高
田
(
現
上
越
市
)
に
誕
生

二
月
、
安
田
叙
彦
、
東
京
日
本
橋
に
誕
生

一
月
、
前
田
青
都
、
岐
阜
県
恵
那
郡
中
津
川
村
(
現
中
津

川
市
)
に
誕
生

こ
の
年
、
観
山
、
狩
野
芳
崖
に
師
事
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館け存 存 存存画協 E 館 日博授絵館美よ学宮学 とら館学芸宝ら 旅 l

がて事 会会会共 会 設 の Z へと画で術り校」校ととが校委物と 行
パ京業 の委が進と 一 命 扇のな協日解奈校、幹も日設、員取関 か
リ都の 任員設会東 日 に 恩政る会本剖良長長事に本置聞に調西 ら
万 ・第 務言置を 京 意 よ殿府 発 美 講 地 兼 西 を 『 演 さ 校 任 局 地帰
博奈ー と 員 さ開美 見 りと出 足術義方務 美 免園芸れ 命 が 方 国
出良号 し れ催術 」 、 品 、史担出と ぜ』筆協、 設の

品と て古るす学 を 清 右物 会 の 当 張 な Eら 会理 置古同
物岐し 京九る校 作 国行 《 頭編嘱をる」れをを事 さ社月
と阜て都鬼。卒 美鳳と集託命 創設・ れ寺
しな、 ・隆ま業 成 術 す恩 な計教ぜの教刊立美 、調図
てど中奈ニた生 調る殿 る画師ら講諭 す術 取査面
刊を尊 良と東 ら 美 査 》 んーとれ義にー る部 調を取
行訪寺ななー尽を 術学 に の 携 し る 開 を 就 長 掛行調
す間金どる美集 校 出製 わて 始任 を に い掛
る 色を術め 拡 発作 る招 す 務就、が
日堂調学て 張 。を 轄る め任ili 東
本 修査校日 計十受 す る 畿 京
美繕 内本 函二託る 宝 美
術をの 絵 一 月 す 術
史 行意画 んに る 物学
の う 匠協 着帰。 調i 校

編 研 会手国 査へ

纂究結 塁 手録
主 会成 五 」改
任 を 。 月 称
と遂副 闘 をさ
な 初会 i! 記れ
る会頭 す

にと 同
改な 校
称 る 幹
す 事
ると

な
る

六 日に七れ六黒五てこ九七八業七郷二が七 九 十同術九美六 一学二 十れ四十図十
月 西月る月田月採の月月月月孤月卒 月 月 月 月月 学 月術月 月す月 一る月 二 書 ー

洋、 、清、周年 、、 、月、 業、 、、校、館、 、る、 月 、 月頭月
古 画 東黒輝大さ、東第日第ら第 第東 武 雅春が帝にフ 大大 芳 に
社 科京国が観れ大京四清三がニ同一京 山 邦革担国雇エ 日観 芳崖龍就九
寺 が美清西が る観 美回 戦回 卒回 月 回 美 、 、当 1専用ノ 本 、 崖 、池任鬼
保 増 術 輝 洋 東 や 術 卒 争 卒 業 卒 、卒術 東 川東物さ口 帝観 雅全隆
存 設学、 画京春学業開業業黒業学 京 端京館れサ園山 没邦 一
法 さ校久嘱美草校式戦式式図式校 美 玉美のる が 憲 が ら 本美日 t子
制 れに米託術らに。 o 0 。 清が に 術 章術古雇法東 が ア
定 る図桂と学が鍛春翌新観輝行鍍 学 ら学画い発京 東 メ

。案ーし 校 東金草 納 山 が わ金 校 が校模教布美 京 協術会 ') 
同科郎て 京科 、年 忠( フ れ税 に 教に写師 術 美 カ
月がら採 助 美 が 岡 四 之 翌 ラ 、が 入 授入 を 学 術 よ
、設の用芸術増部 終結月 介 教月ン大設 学 と学 摸辞 校 学とり
フ置白ー学 設覚 ス 観置 す なす刻任 一 校 改帰
エさ馬長校さ弥 板 告か やさ る るる事し 期 教称国
ノれ会のれら谷』ら六れ 業 生 授し
口 、が司教る卒波就帰角る をポ と に
サ絵創 ま師 業 山主国。 紫 東ス し 任 内省宮
再 画設 と ら水 京トてぜ
来科さヘ一 し 卒西 ら 美 ン 入 ら
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三
月
、
東
京
美
術
学
校
校
長
お
よ
び
帝
国
博
物
館
理
事
兼
美
術
部
部
長
を
辞
職

五
月
、
埼
玉
県
秩
父
の
中
津
渓
谷
に
臨
時
る

七
月
、
日
本
美
術
院
創
立
事
務
所
を
設
け
、
創
設
の
趣
意
を
発
表

八
月
、

日
本
美
術
院
が
下
谷
区
谷
中
に
開
院

十
月
、
研
究
所
が
落
成
し
、
開
院
式
が
行
わ
れ
る
。
機
関
紙
『
日
本
美
術
』
を
創
刊

十
一
月
、
日
本
美
術
院
の
院
舎
が
完
成
し
、
大
観
や
観
山
ら
の
家
が
八
軒
建

つ

明
治
三
十
一
二

八
九
八
)
年

十
七

明
治
三
十
三
(
一
九
O
O
)
年

十
九

こ
の
頃
よ
り
、
腹
膜
体
へ
の
批
判
が
強
ま
る

明
治
三
十
四
(
一
九
O
こ
年

四
十

四
月
、
初
子
と
の
問
題
も
あ
り
、
出
奔

十
一
月
、
堀
至
徳
と
と
も
に
イ

ン
ド
を
訪
問
し
、
タ
ゴ
ー
ル
ら
と
親
交
を
深
め
る

明
治
三
十
六
(
一
九
O
三
)
年

四
十

二
月
、
『
東
洋
の
理
想
』
が

ロ
ン
ド
ン
の
ジ

ョ
ン
・
マ
レ
|
社
が
ら
出
版
さ
れ
る

五
月
、
五
浦
の
地

へ
向
か
い
、
七
月
に
暮
ら
し
始
め
る

二
月
、
大
観
、
紫
水
、
春
草
ら
と
渡
米
。
翌
月
か
ら
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
で
日
本
画
蔵
品
目
録
の
作
成
に
あ
た
る

そ
の
後
、
大
正
二
年
三
月
ま
で
合
計
五
回
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
で
勤
務
す
る

三
月
、
ボ
ス
ト

ン
の
イ
ザ

ベ
ラ
・
ス

テ
ュ
ア
ー
ト
・
ガ

l
ド
ナ
ー
を
訪
問
す
る

四
月
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
セ
ン
チ
ュ
リ

l
・
ア
ソ
シ
エ

ー
シ
ョ
ン
で
大
観
、
春
草
、
六
角
紫
水
の
絵
画
漆
展
覧
会
を
開
催

九
月
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
博
で

「絵
画
に
お
け
る
近
代
の
問
題
」

の
講
演
を
行
う

十
一
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
セ

ン
チ
ュ
リ
|
社
よ
り

『
日
本
の
覚
醒
』
を
刊
行

十
二
月
、
『
日
本
の
覚
醒
』
を

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
刊
行

明
治
三
十
七
(
一
九
O
四
)
年

四
十

特
集
東
京
鉄
道
車
窓

m

座
談
会

O
川
本
三
郎
×
原
武
史
×
丸
田
祥
=
一
×
内
田
宗
治

極
私
的
な
絶
景
を
発
見
す
る
愉
悦

キ

ー

ワ

ー

ド

凸

凹

/
川
と
水
辺
/
空
中
散
歩
/
昭
和
の
残
り
香
/

音
の
あ
る
風
景
/
戦
争
の
記
憶
/
郊
外
の
昭
和
史
/
鉄
道
遺
産
/
別
天
地
ほ
か

車
窓
風
景
神
田
川
を
渡
る
丸
ノ
内
線
/
切
り
通
し
を
走
る
東
急
池
上
線
/

湾
岸
風
景
を
一
望
す
る
ゆ
り
か
も
め
/
岡
田
川
を
渡
る
東
武
伊
勢
崎
線
/

一
月
、
安
田
叙
彦
ら
が
紫
紅
会
を
結
成

四
月
1
六
月
に
か
け
て
紫
水
、
春
草
、
雅
邦
、
孤
月
、
大

観
、
新
納
忠
之
介
、
観
山
ら
東
京
美
術
学
校
を
辞
職

同
月
、
黒
田
清
輝
が
東
京
美
術
学
校
西
洋
画
科
教
授
に
就

任十
月
、
第
五
回
日
本
絵
画
協
会
、
第

一
回
日
本
美
術
院
連

合
絵
画
共
進
会
開
催

一月
、
久
保
田
鼎
が
東
京
美
術
学
校
校
長
に
就
任

四
月
1
十
一
月
に
か
け
て
パ
リ
万
国
博
覧
会
開
催

六
月
、
帝
国
博
物
館
は
東
京
帝
室
博
物
館
と
改
称
、
京
都

と
奈
良
の
帝
室
博
物
館
と
分
立

十
月
、
紫
紅
会
に
今
村
紫
紅
が
入
会
し
、
会
名
は
紅
児
会

と
な
る

八
月
、
文
部
視
学
官
正
木
直
彦
が
東
京
美
術
学
校
校
長
に

就
任

九
月
、
観
山
ら
が
日
本
画
科
教
授
に
復
帰

十
一
月
、
新
納
、
奈
良
東
大
寺
な
ど
の
仏
像
修
理
を
請
け

負
う一

月
、
大
観
と
春
草
が
イ
ン
ド
旅
行
(
七
月
に
帰
国
)

一月
、
観
山
、
文
部
省
の
留
学
生
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
へ

一
月
、
日
露
戦
争
開
戦
(
翌
年
九
月
に
終
結
)

東
京
駅
に
近
づ
く
新
幹
線
/
山
手
線
か

5
見
え
る
明
治
神
宮
の
杜
/

川

多
摩
川
の
渓
谷
を
カ
ー
ブ
す
る
青
梅
線
/
崖

を

見

上

げ

る

京

浜

東

北

た

E
陵
地
を
定
る
多
摩
郡
市
モ
ノ
レ
ー
ル
/
四
ツ
谷
駅
の
御
所
ト
ン
ネ
ル
ほ
か

エ
ッ
セ
イ
O
乃
南
ア
サ
/
恩
田
陸
/
古

令

官

宇

駒

次

涜

3

さ
よ
な
ら
下
北
沢
沿
線
風
景
丸
田
祥
三
間
酬
明

東
京
鉄
道
車
窓

m
マ
ッ
プ
付
き
尉
)
千
羽
柿
間

一
奇
跡
の
歌
「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
の
半
世
紀
佐
藤
剛

i
M
お
悶
悶
:
町
一

一

将

棋

「

電

王

戦

」

で

、

ま

さ

か

の

人

間

敗

退

口

可

制

鳩

町

一
プ
ロ
棋
士
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
の
共
存
の
行
方
市
町
一
ー

山
村
英
樹
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大
正
三
(
一
九
一
四
)
年

大
正
二
(
一
九
二
ニ)
年

明
治
四
十
五
・
大
正
元
年

(一九

一二
)年

明
治
四
十
四
(
一
九
一
二
年

明
治
四
十
三
(
一
九
一

O
)
年

明
治
四
十
一
(
一
九
O
八
)
年

明
治
四
十
二
二
九
O
九
)
年

明
治
四
十
(
一
九
O
七
)
年

明
治
三
十
九
(
一
九
O
六
)
年

明
治
三
十
八
(
一
九
O
五
)
年

五
十

一
月
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
よ
り
中
国
・
日
本
美
術
部
長
に
再
任
命
さ
れ
る

二
月
、
オ
ペ
ラ
「
白
狐
」
を
執
筆
す
る
。
同
月
、
体
調
不
良
に
よ
り
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
休
職
願
を
申
請
す
る

四
月
、
帰
国
し
、
五
浦
で
静
養
。
腎
臓
炎
が
再
発
し
、
上
京
し
て
通
院

八
月
、
古
社
寺
保
存
会
に
出
席
、
法
隆
寺
壁
画
保
存
に
つ
い
て
提
案
す
る
。
同
月
、
静
養
の
た
め
赤
倉
山
荘
へ
向
か
う

九
月
二
目
、
午
前
七
時
三
分
、
赤
倉
の
山
荘
で
没
。
同
月
五
日
、
東
京
・
谷
中
斎
場
で
火
葬
さ
れ
、
染
井
墓
地
に
埋
葬

十
月
、
ボ
ス
ト
ン
で
追
悼
会
が
行
わ
れ
る
。

十
一
月
、
東
京
美
術
学
校
で
追
悼
法
要

五
十

五
月
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
美
術
品
収
集
の
た
め
中
国
を
訪
問
、
翌
月
帰
国

九
月
、
イ
ン
ド
・
カ
ル
カ
ツ
タ
に
到
着
。
タ
ゴ
ー
ル
ら
に
迎
え
ら
れ
る
。
翌
月
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
向
か
う

十
一
月
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
第
五
回
目
の
勤
務
に
就
く

五
十

一
月
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
訪
問
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
出
港
。
翌
月
、
ボ
ス
ト
ン
に
戻
る

六
月
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
か
ら
文
学
修
土
の
学
位
が
授
与
さ
れ
る

十
一
月
、
横
浜
の
実
業
家
・
原
三
渓
に
安
田
叙
彦
・
紫
紅
、
前
田
青
部
、
小
林
古
径
ら
の
後
援
を
依
頼
す
る

四
月
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
に
て
「
泰
東
巧
警
史
」
の
講
義

四
十
九

一
五
月
、
ボ
ス
ト

ン
美
術
館
中
国
・
日
本
美
術
部
長
と
な
る

九
月
、
ボ
ス
ト
ン
へ
向
か
う

四
十
六

四
十
五

四
月
、
ボ
ス
ト
ン
よ
り
帰
国

五
月
、
『
茶
の
本
』
が

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
出
版
さ
れ
る

五
月
頃
、
妙
高

・
赤
倉
を
旅
行
し
、
八
月
上
旬
に
同
地
に
山
荘
を
建
て
る

八
月
、
日
本
美
術
院
第
一
部
(
絵
画
)
を
五
浦
に
、
第
二
部
(
彫
刻
と
国
宝
修
理
)
を
奈
良
に
置
く

十
月
、
早
崎
梗
土
口
と
中
国

へ
渡
る

四
十
四

一
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
大
観
、
春
草
、
観
山
の
展
覧
会
開
催
。
「
日
本
美
術
」
の
講
演
を
行
う

五
月
、
茨
城
県
北
部
の
五
浦
に
六
角
堂
を
建
て
る

十
一
月
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
顧
問
に
就
任

れ九七
る月月

大第
観 ー

次
観世
山界
ら大
に戦
よ勃
つ発
て(

大日
正

本
t 七
ZE年
間 終
院仕
が e
再
興
さ

一月
、
中
華
民
国
成
立

七
月
、
明
治
天
皇
崩
御
。
大
正
と
改
元

八
月
、
西
郷
郵
月
、
没

九
月
、
乃
木
希
典
、
没

九
月
、
春
草
、
没

九
月
、
国
画
玉
成
会
(
岡
倉
が
会
長
)
結
成
。
同
月
、
五
浦
・
岡
倉
邸
で
日
本
美
術
院
の
按
露
を
兼
ね
て
仲
秋
観
月
会
を
開
く
。

十
月
、
文
部
省
美
術
展
覧
会
(
文
展
)
開
会
、
審
査
委
員
と
し
て
参
加

十
一
月
、
日
本
彫
刻
会
の
会
長
に
就
任

四
月
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
美
術
視
察
へ
向
か
う
。
大
英
博
物
館
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
な
ど
を
訪
問
す
る
(
七
月
帰
国
)

夏

1
秋
頃
、
日
英
博
覧
会
に
出
品
図
録
『
国
宝
帖
』
の
英
文
解
説
を
執
筆

一
月
、
稚
邦
、
没

九
月
、
フ
ェ

ノ
ロ
サ
、
没

二
月
、
新
納
、
仏
像
修
理
の
た
め
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
へ

五
月
、
日
英
侍
覧
会
開
催

八
月
、
日
韓
併
合
条
約
調
印

十
一
月
、
平
街
田
中
ら
日
本
彫
刻
会
を
結
成

八
月
、
新
納
、
日
本
美
術
院
第
二
部
の
監
督
に
就
任

十
一
月
、
大
観
・
春
草

・観
山
・
木
村
武
山
が
そ
れ
ぞ
れ

五
浦
に
移
住

八
月
、
雅
邦
が
日
本
美
術
院
主
幹
を
辞
職
す
る
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-
編
集
協
力
(
順
不
同
・
敬
称
略
)

東
京
墾
術

大
学

茨
城
県

天
心
記
念
五
浦
美
術
館

東
京
慈
術

大
学
大
学
美
術
館

日
本
美
術

院

茨
城
大
学

茨
城
県
近
代
美
術
館

小
平
市
平
櫛
田
中
彫
刻
美
術

館

下
関
市
立
美
術

館

東
京
国
立
近
代
美
術
館

東
京
国
立
博
物
館

長
野

県
信
濃
美
術
館

飯
田
市
美
術
博
物
館

井
原
市
立
田
中
美
術

館

出

光
美
術

館

永
育
文
庫

大
倉
文
化
財
団

北
野
美
術
館

小
泉
八
雲
記
念
館

耕
三
寺
博
物
館

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館

愛
媛
県
美
術

館

宮
内

庁
三
の
丸
尚
蔵
館

熊
本
県
立
美
術
館

京
都
文
化
博
物
館

静
嘉
堂
文
庫
美
術
館

泉
犀
博
古
館
分
館

福
井
県
立
美
術
館

奈
良
国
立
博
物
館

致

道
博
物
館

横
浜
美
術
館

横
山
大
観
記
念
館

早
稲
田
大
学
舎
津
八
一
記
念
博
物
館

日
本
近
代
文
学
館

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

東
京
文
化
財
研
究
所

横
浜
開
港
資
料
館

霊
友
会
妙
一
記
念
館

ボ
ス
ト
ン
美
術

館

イ
ザ
ベ
ラ
・
ス
テ
ユ
ワ

l
卜
・

ガ
ー
ド
ナ

l
美
術

館

コ
l
ト

l
ル
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ク
リ
ー
グ
ラ
ン
ド
美
術
館

厳
烏
神
社

聖
林
寺

平
等
院

観
心
寺

東
大
寺

北

野
天
満
宮

薬
師
寺

法
華
寺

金
剛
峯
寺

高

野
山
霊

宝
館

善
費
寺

清

浄
光
寺
(
遊
行
寺
)

前
号
案
内

別
冊
太
陽

伊
勢
神
宮

悠
久
の
歴
史
と
祭
り

-
制
作
ス
タ
ッ
フ

[編
集
]

湯
原
公
浩

平
井
瑛
子

[撮
影
]

岡
倉
禎
志

永
野

一
晃

-
撮
影
協
力

(
敬
称
略
)

茨
城

大
学
五
浦
美
術
文
化
研
究
所

五
浦
観
光
ホ
テ
庁

渡
辺
英
次

展覧会案内

天心と日本美術院の画家たち
~サースピーコレクションを中心lこ~

[
デ
ザ
イ
ン
]

青
柳
幸
永

栗 Z
原 1手
功凸

.日程

平成 25 年 6月 14 日(金)~8月 4 日(日)

.会場

茨城県天心記念五浦美術館

〒319-1703 茨城県北茨城市大津町構2083

電話0293-46-5311

http://www.tenshin.museum.iblくed.jpj

天心や大観らのアメリカでの活動を支援したサ

ースピー姉妹の旧蔵品を中心に天心や大観、観

山、春草らの作品約30点や貴重な資料を公開。

日
本
の
'』こ
ろ
捌
号

次
号
案
内

別
冊
太
陽

監
修
H
清
水
潔

新
美
南
吉

{監
修
後
記
]

・
思
い
返
せ
ば
、
東
京
慈
大
の
卒
業
論
文
は
「
岡

倉
天
心
の
絵
画
思
惣
」
で
し
た
。
そ
の
後
、
母
校

に
職
を
得
て
二

O
O七
年
に
は
護
大
創
立
百
二
十

周
年
記
念

「芸
術
教
育
の
歩
み
岡
倉
天
心
」
展

を
担
当
し
た
と
は
い
え
、
私
に
と
っ
て
岡
倉
天
心

研
究
は
将
来
登
る
べ
き
遥
か
な
る
高
嶺
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
今
回
、

本
誌
監
修
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
言
葉
通
り
に

「身
に
余
る
」
仕
事
で
す
。
編
集
者
の
意
向
に
そ

っ
て
骨
格
を
つ
く
り
、
ま
た
多
く
の
執
筆
者
の

方
々
の
ご
協
力
を
賜
る
こ
と
で
、
何
と
か
か
た
ち

を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
編
集
者
お
よ
び

総
勢
二
十
三
人
の
執
筆
者
の
皆
様
に
は
改
め
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
お
そ
ら
く
執
筆
者
ひ
と
り
ひ

と
り
が
、
岡
倉
に
対
し
て
違
っ
た
見
方
を
し
て
い

る
寸
た
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
当
初
か
ら
予
想
さ
れ
た

こ

t
で
す
。
と
は
い
え
、
岡
倉
の
意
図
の
も
と
妊

娠
中
の
九
鬼
初
子
が
狩
野
芳
崖

《
受
胎
観
音
》
の

た
め
に
裸
体
モ
デ
庁
を
し
た
と
い
う
記
述
は
、
私

の
理
解
を
超
え
た
部
分
で
し
た
。
本
書
で
は
、
で

き
る
だ
け
多
角
的
な
視
点
で
岡
倉
を
捉
え
直
そ
う

と
い
う
狙
い
の
も
と
、
ひ
と
つ
の
見
方
に
偏
ら
な

い
よ
う
配
慮
し、

ま
た
執
筆
者
の
言
論
の
自
由
を

尊
重
し
た
結
果
、
監
修
者
と
認
識
の
異
な
る
記
述

も
あ
え
て
仰
向
載
し
た
次
第
で
す
。
読
者
の
ご
批
判

を
諮
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
(
古
田
)

日
本
の
こ
こ
ろ
山
号

別冊太陽 日本のこころ209

岡倉天心

編

"
別
冊
太
陽
編
集
部

日
本
文
化
の
源
流
と
も
称
さ
れ
る
伊
勢
神
宮
。
平

成
二
十
五

年

に、

第

六
十

二
回

の
式
年
遷
宮
を
迎
え
る
。

日
本
の
古
代

社
会
か
ら
皇
祖
神
と
し
て
祭
ら
れ
、

中
世
の
戦
乱
や
武
家
の

台
頭
、
近
代
国
家
の
建
設
、
そ
し
て
現
代
に
い
た
る
時
代
の

変
遷
を
経
て
、
神
の
座
と
し
て
不
変
で
あ
り
続
け
た
神
宮
の

大
い
な
る
意
義
に
迫
る
。
貴
重
な
文
化
財
の
数
々
と
第
一
級

の
執
筆
陣
に
よ
る
解
説
で
総
覧
。
〈
式
年
遷
宮
〉

〈神
畿
と
神

御

衣
〉
な
ど
に
つ
い
て
も
詳
述
し
、
伊
勢
神
宮
関
連
略
年
表

な
ど
も
付
す
。

こ
の

一
冊

で
主
要
な
事
柄
が
す
べ
て
学
べ
る

ピ
ジ

ュ

ア

庁

決

定

版

。

定

価

二

一、
五
二

O
円

(
税
込
)

『
ご
ん
ぎ
つ
ね
』

や

『
手
ぶ
く
ろ
を
買
い
に
」
『
お
じ
い

さ
ん
の
ラ
ン
プ
』
な
ど
で
知
ら
れ
る
国
民
的
童

話
作
家
・

新
美
南
吉

(
一
九
三
一
丁
四
三
)
。

け

っ
し
て
恵
ま
れ
た

境

遇
で
は
な
か

っ
た
が
、
二
十

九
年
と
い
う
短
い
生
涯
で、

日
本
の
子
ど
も
た
ち
の
心
を
強
く

打

つ
、
普
遍
的
な
テ

!

?
の
作
品
を
多
く
残
し
た
。

童
話
や
童
謡
の
ほ
か
、

短
歌
や
俳
句
、
小
説
、
詩
、
戯
曲
な
ど
の
作
品
群
の
詳

細

な
解

説
と
、
残
さ
れ
た
資
料
な
ど
か
ら
そ
の
人
物
像

を
紹
介
す
る
決
定
版
。
没
後
七
十
年
、
生
誕
百
年
記
念

出

版
。

二

O
二
二
年
七
月
刊
行
予
定
。

近代美術の師
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集
後
記
]

・
明
治
と
い
う
時
代
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人

た
ち
が
続
々
と
世
に
出
た
時
代
で
あ
る
。

伶
人
た
ち
の
時
代
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
彼
ら
の
功
罪
が
、
綴
々
な
形
を
と

っ
て
、
脈
々
と
現
在
に
続
い
て
い
る
の
で

あ
る
。
芸
術
の
世
界
も
例
外
で
は
な
か
っ

た
。
た
だ
、
そ
ん
な
な
か
で
も
岡
倉
天
心

は
異
色
で
あ
る
。
彼
は
作
家
で
は
な
か
っ

た
。
す
ば
ら
し
い
作
品
を
残
し
た
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。
で
も
、
彼
は
現
代
の
日
本

の
芸
術
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。
あ
っ
ぱ
れ
、

と
言
い
た
い
。
(
湯
原
)

・
学
生
時
代
、
日
本
史
の
授
業
中
、

「
こ

の
仏
像
や
絵
画
が
紫
附
ら
し
い
、
と
い
う

基
準
は
誰
が
決
め
た
の

eた
ろ
う
」

t
思
い

な
が
ら
勉
強
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が

今
回
、

『国
宝
帖
』
の
存
在
を
知
り
、

「そ

う
か
、
天
心
だ

っ
た
の
か
!
」
と
長
年
の

疑
問
が
解
決
し
ま
し
た
。「
国
宝
帖
」
は

元
祖

美
術
ガ
イ
ド
。
そ
の
興
味
深
い
内

容
に
ぐ
い
ぐ
い
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
も

し
天
心
ら
が
京
都
や
奈
良
の
古
社
寺
の
調

査
を
せ
ず
、

こ
う
し
た
記
録
を
残
し
て
い

な
か
っ
た
ら
、
い
ま
、
国
宝

t
さ
れ

τい

る
美
術

・
文
化
財
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
日
本
人
の
宝
を

守
っ
た
天
心
に
感
謝

n
の
気
持
ち
で
胸
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。
(平
列
)
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